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			結界師への転生①

			片岡直太郎

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ

			第一話　奴隷

			第二話　奴隷商

			第三話　奴隷市

			第四話　購入者は侯爵夫人

			第五話　７歳になりました

			第六話　８歳になりました

			第七話　エリルお嬢様

			エピソードその一　バーサーム侯爵の不眠不休生活

			第八話　まあ、合格らしい

			第九話　初陣

			第十話　狩った魔物を運ぼう！

			第十一話　平穏な？　日々……

			エピソードその二　リノスとエリルの秘密基地

			第十二話　ハイ、喜んで！　ご注文承りました！

			第十三話　黄金鳥をゲットせよ！

			第十四話　大人になったら色々あるのよ

			エピソードその三　エリル、賭けの対象になる

			第十五話　14歳の転機

			第十六話　王都反乱

			第十七話　王都反乱②

			第十八話　王都反乱③

			第十九話　カルギ元帥

			第二十話　激闘！　首長竜

			第二十一話　最後の命令

			第二十二話　そして僕は途方にくれる

			第二十三話　ぜんざいを作ろう

			第二十四話　いらっしゃいませこんにちはー

			第二十五話　あらまそー大変だったのね

			第二十六話　あらまそー本当に大変だったのね

			第二十七話　臭いものには蓋をしない

			第二十八話　栴檀は双葉より芳し

			第二十九話　これからと深秋の夢

			第三十話　小旅行

			第三十一話　分かれ道

		

	
		
			プロローグ

			　

			　助けてくれ、助けてくれ、助けてくれ――。

			　俺は、久(く)保(ぼ)たもつ。34歳だ。ここは会社にあるトイレの個室。なぜ、俺がこんなところから助けを求めているのか。それは、今の俺がヤバイ状況にあるからだ。マジでヤバイ。シャレにならんのだ。言っておくが、紙がないからとか、水が流れないからとか、そんなことじゃない。もっとヤバイ状況なのだ。

			　俺はプログラマーという仕事をやっている、いわゆるＩＴ戦士というやつだ。この仕事は、世間では華やかなイメージがあるようだが、実際の仕事はそんなもんじゃない。泥(どろ)臭(くさ)い仕事の繰り返しだし、何より、楽じゃない。なぜなら、ある程度仕事ができるようになると、いくつものプロジェクトを掛け持ちさせられ、ひたすら納期に追われる毎日になるからだ。余裕のあるスケジュールが引かれることはなく（もっとも、客には余裕のあるように見せているのだが）、ひたすら残業と徹夜を繰り返して作業に没頭する。そんな仕事だ。

			　今日も俺は、火だるまになったプロジェクトに苦しめられている。客にデモ画面を見せたら、ボツを食らったのだ。理由は、設計書を書いた担当者が、客の要望の一部を設計書に記載していなかったという、完全にこちら側の手落ちだった。客は納品日を待ってはくれない。せっかく終わりかけていると思っていたプロジェクトに、また新たな幕が開いてしまった。納品日は４日後に迫っている。問答無用で夜を徹しての作業が続けられる。当然家に帰ることなどできるはずもない。そして、その作業が３日を過ぎた頃、俺のデスクの電話が鳴る。

			「久保さん、僕は限界です。辞めます」

			　は？　何言ってんのお前？　退職を電話一本で済まそうとする行為はどうよ？　と思われるが、意外とこの業界にはそんなヤツは多い。しかし今はマズい。納品日は明日なのだ。電話の彼はメインプログラマー。彼なくしては最早、明日の納品は完全に間に合わない。

			　コイツ、いつの間にオフィスを出たんだ？　という疑問を感じながら必死で説得をしてみるも、彼は走りながら電話をしているようで、雑音がひどい。そして、この仕事から一切の関係を断つかのごとく、突然彼との電話は切れた。そしてそれ以降、連絡は途絶えた。有効な打開策は、ない。頭の中が真っ白になる。ここは一旦、心を落ち着けなければならない。俺はフラフラとトイレの個室に入り、大きなため息をつく。

			　一体、何でこんなことになるんだ？　どうすんだよ？　あー休みてぇ。ゆっくり休んだのはいつ以来だ？　定時に帰宅したのはいつだ？　休みたい、とにかく休みたい。女子とデートしてぇ。ＩＴ業界は女にモテるんじゃなかったのか？　全く寄り付かん。社内の女どもはみんな死んだような眼をしてるじゃねぇか。一体何なんだ？　本当にもう誰か、助けてくれ、助けてくれ、助けてくれ――。

			　ゆっくりと、俺の意識が遠くなっていく。

		

	
		
			第一話　奴隷

			　

			　男の大声で目を覚ます。

			　ああ、トイレで寝ちまったのか。わかったよ。起きるよ、うるせぇな。

			　突然大きな手が俺の胸倉を掴み、持ち上げる。何だ、一体何なんだ。慌てて目を開けると、そこには、髭(ひげ)面(づら)の大男がいた。

			「よし、生きてやがんな！　奴隷の分際で俺様の手を煩(わずら)わすんじゃねぇ!!」

			　髭は乱暴に俺を馬車の中に投げ込む。いてぇじゃねぇか。マジで一体どうなっているんだ？

			　慌てて起き上がろうとすると、馬車が動き出した。その拍子にバランスを崩して、仰向けにひっくり返る。ガタガタと揺れる馬車の中で何とか体を起こし、ふと周りを見回すと、そこには数人の子供がいた。大体５歳から10歳くらいだろうか。みんな目が死んでいる。着ている服はみんなボロボロで、全員が痩(や)せている。外国人のような風(ふう)貌(ぼう)で、金髪もいれば茶髪もいる。どうやら男は俺一人で、あとはみんな女の子のようだ。これは一体何なんだ？　何で俺は、こんな子供らと一緒に馬車に乗っている？　この様子じゃ全員、まさか攫(さら)われてきたんじゃないだろうな？　いや、これは夢か？　……にしては、このリアリティーは何なんだ？　手をつねると痛い。とりあえず、この状況を確認しなければ。俺はこの馬車の中で、一番年上に見える女の子に話しかけてみる。

			「あの～ちょっとよろしいでしょうか？」

			　焦点が定まっていない、うつろな目をしていた少女が、目だけをこちらに向ける。

			「死ねばよかったのに」

			　何言いやがんだこのガキ。あまりに予想外の答えが返ってきたから、絶句しちまったじゃねぇか。

			「死ねば、楽になれたのに。楽に死ねる、最後のチャンスだったかもよ？」

			　何ちゅう物騒な言葉を吐きやがるんだ。死ねる？　一体どういうことだ？　その言葉の意味を理解しようとするが、思考が追い付かない。少女は俺から目を離し、再び馬車の天井に視線を泳がせた。俺は、もうそれ以上、彼女に話しかけることができなかった。かなりの長い時間、少女を呆(ぼう)然(ぜん)と見ながら固まっていると不意に馬車が止まる。

			「オラァ！　ガキども!!　メシだ!!　降りてこい!!　早くしねぇとメシ抜きだぞ!!」

			　あの髭面が大声で喚き散らしている。子供たちはビクッと体を震わせて、オロオロと馬車から降りていく。そして俺も、それにつられて馬車を降りた。

			　あたりを見まわすと、そこは広い草原だった。地平線の彼方(かなた)まで草原が広がっている、実に雄大な景色だ。ここは北海道か？　いや、俺は確かに東京にいた。あそこのトイレから北海道に移動できるわけはない。やっぱり夢だろうか？

			　俺を馬車に投げ込んだバカでかい髭面は、相変わらず喚いている。その前に女の子たちが一列に並び、何かの食べ物が入った皿を受け取っている。俺もとりあえずその後ろに並ぶことにする。

			　並んでみて驚いたのは、子供たちの背が異常に高いことだ。俺の身長は１７０センチだが、全員俺よりデカイ。１８５センチくらいはあるんじゃないだろうか。身長１８５の小学校低学年なんて聞いたことがない。やっぱりこれは、夢だ、きっと夢なんだろう。

			　そんなことを考えていると、俺の番になった。

			「オラァ！　さっさと食え！」

			　髭面が乱暴に俺に皿を差し出す。何だこれは？　パン……のようなもの？　あとは、干し肉のようなものか？　初めて見る、不思議な食べ物だ。ナイフもフォークもないところを見ると、どうやら手づかみで食べるらしい。

			　女の子たちは草原に腰を下ろしていた。誰かと喋(しやべ)るわけでもなく、全員がバラバラに座っている。とりあえず、先ほど話しかけた女の子の傍に座ってみようとしたとき、俺は見たこともない服を着ていることに気が付いた。

			　確かに、ついさっきまで俺は、スーツを着ていたはずだ。しかし、今の俺は短パンにサンダルのような靴を履いている。そして上着には、見たことのない模様があしらわれた、長袖の服を着ていた。何じゃこりゃ？　やっぱり、これは夢だ。夢なのだ。

			　そんなことを考えながら、目の前の女の子を見る。彼女は、話しかけてくるなという雰囲気をあらわにし、一切俺を見ない。さすがにこの子に話しかけるのは躊躇(ためら)われた。仕方なく俺は、黙ってその食事を食べることにする。

			　与えられたメシはクソ不味(まず)かった。一口食べてオエッとなるレベルで、これは人間の食べるものじゃない。子供たちは作業のごとく、淡々と食べ物を口に運んでいる。俺は残りのメシを、目の前の女の子にすべてくれてやった。

			　先ほどまで雨が降っていたと見えて、あちこちに水たまりができている。その中でも俺の近くにある水たまりは、かなり大きなものになっている。その水たまりを眺めていると、水面に子供の姿が映っていた。

			　俺の動きに合わせて水たまりに映る子供が動く。右手挙げて、左手挙げて、右手下げる。

			　……これは、俺？

			　どう見ても５～６歳にしか見えない子供になっていた。一体、何で、どうしたんだ!?　……ちょっと心を落ち着けよう。深呼吸だ。深呼吸……。

			　何だこれは一体？　マジでどうなってやがんだ？　夢……だろ、これ？　でも、夢……にしちゃ、風の音が聞こえるし、ちゃんと匂いも感じる。土の手触りも感じる。痛みも感じる。リアルだ。すげぇリアルだ。これはまさか、現実なのか……？

			　固まる俺を、後ろから髭面がつまみ上げる。

			「オラァ！　メシの時間は終わりだぁ！　さっさと乗れい！　このウスノロがぁ!!」

			　またしても乱暴に馬車に放り込まれる。いてぇ！　マジで怪我をしそうだ。

			　ガタガタと動く馬車の中、俺は蹲(うずくま)りながら必死で現状を整理する。何で子供になっているんだ？　ここはどこだ？　何でこんなところにいるんだ？　仕事はどうなった？

			「食べないと、買い手がつかないわよ？」

			　不味いメシをあげた女の子が呟(つぶや)く。

			「どういうこと？」

			「男は体が大きくないと、兵士にも、鉱山にも売れないって、あの奴隷商人が言っていたわ。さっき馬車から落ちたとき、怪我でもしたの？　怪我や病気だと処分されちゃうかも」

			「馬車から？　……いや、怪我は大丈夫だと思う」

			「そう？　ご飯を食べなかったから、ひどい怪我をしているのかと思ったわ」

			　この子は唯一の男の子である俺を、心配してくれていたらしい。その後、この少女から色々な情報を得ることができた。

			　・髭面は奴隷商人。

			　・馬車の中の人間は全員奴隷（もちろん俺を含む）。

			　・女の子の奴隷は、基本的に娼(しよう)館(かん)に売られるか、もしくは貴族や金持ちに買われてメイドになるが、稀(まれ)に冒険者になる人もいる。

			　・男は兵士か鉱山などで肉体労働に従事することになる場合が多い。

			　・奴隷の将来は所有者によってすべてが決まる。変態や殺人狂に買われて廃人や死体になることもあるらしい。

			　この少女曰(いわ)く、５～６歳の男の子が奴隷に売られるのは珍しいとのことだった。男は働き手として貴重であるため、少々家が貧しくても、大抵は村の人たちが協力して育てるのが普通なのだそうだ。

			　ちょうど昨日の夕方、とある小さな町から俺は連れて来られたのだという。髭面に無理やり引きずられながら、ただひたすらに泣きわめき、いやだいやだと繰り返した。子供が奴隷に売られる場合、一般的には、その子の家族が見送りに来るものらしいが、俺は誰一人見送る者がなかったそうだ。馬車の中に投げ込まれた後もひたすらに泣きわめき、泣き疲れるようにしてその夜は眠ったのだという。そして朝になり、目を覚ました俺は、誰とも口を利(き)くことなく、ただ呆然と馬車の入り口付近に座り、今来た道をじっと眺めていたのだそうだ。そのとき、ふとした拍子に頭から外に転落した。この女の子が馬車を止めてくれなかったら、間違いなくそこで俺の人生は終わっていた。実際、しばらくの間、俺はピクリとも動かず、女の子は、この子はマジで死んだと思っていたらしい。ただ、このまま死ぬことができれば、それはそれで楽だろうなと思いながら状況を見守っていたところ、俺は、乱暴に体をゆすられて目を覚まし、先ほどの髭面とのご対面に相成ったというわけだ。

			「明日の朝には王都に着くみたい。私はもう寝るわ。きっと、私が自由に寝られるのは、今日が最後だと思うから」

			「逃げないの？」

			「バカね。逃げたところで魔物の餌(えさ)になって終わりよ。私は餌になって死ぬのはイヤ」

			「魔物!?　魔物って？」

			「この辺だと、大ネズミやグルーバードがいるみたい。森に入ると、もっと強力な魔物がいるみたいね」

			　大ネズミって……。マジか……。

			「あの……君の名前を聞いても……」

			「私の名前？　聞いても無駄よ」

			「どういうこと？」

			「奴隷になれば、買った人が新しく名前を付けるのよ。もうすぐ名前が変わるのに……無駄なことね」

			「……」

			　俺は何も言うことができずに絶句してしまう。しばらくすると少女はスヤスヤと寝息を立て始めた。この揺れる馬車の中で、よく寝られるものだと思いながら見回すと、どうやらほかの少女も寝ているらしい。

			　俺は一人、真っ暗な馬車の中で考える。この風景、この衣服、周りの少女たちや髭面の人種。どう考えても、日本ではない。奴隷という制度があると考えると、ここは海外か？　いや、そうでもないだろう。皆が喋っているのは日本語だ。俺ときちんと会話ができている。その上、魔物がいるという少女の話から考えると、ここはいわゆる異世界なのかもしれない。そう、物語なんかでよくある、アレだ。どうやら俺は異世界に転生してしまったようだ。そう考えると、すべてのつじつまが合う。

			　しかし、ここは一体、どういう世界なんだ？　魔物がいるっていうのはどんな世界だ？　俺はこんなよくわからん世界で生きなければならないのか？　この非力な子供の体で。しかも、奴隷という身分で。

			　色々な考えが頭の中をグルグル回る。結局俺は、朝まで眠ることができなかった。

		

	
		
			第二話　奴隷商

			　

			　日が昇る頃に、俺たちは王都に着いた。

			　王都は高い城壁に守られており、東西南北に設置された大きな城門から出入りするらしい。馬車が止まったタイミングで逃げ出せるのでは？　と考えていたが、その考えは甘かった。王都に着く直前に、髭面は馬車を停め、俺たち奴隷の子供たちに何やら呪文をかけたのだ。どうやら奴隷の動きを縛る呪文らしく、その直後に、座ったまま身動きが取れなくなった。

			　ある程度は予想していたが、この世界には魔法というものもあるらしい。よくＲＰＧのゲームに出てくるアレだ。俺も魔法が使えるのではと思い、試しに色々な呪文を唱えてみたが、全く何も起きなかった。どうやら、異世界転生モノにありがちなチート能力は、俺には備わっていないらしい。

			　俺たちは、西門と呼ばれるところから王都に入るようで、髭面が鎧(よろい)を着た門番と何やらやり取りしている。

			「奴隷商人でございます！　証明書はこれでございます！」

			「うむ、では、積み荷を確認する。……何だ、子供ばっかりだな。よし、通れ」

			　西洋風の鎧を着た、金髪イケメンの兵隊だ。何かちょっとイラッとする。

			　ガタガタと馬車は石畳の通りを進む。体は動かないが、外の景色は馬車の中からでも見ることができる。外を覗(のぞ)いてみると、今入ってきた西門が見える。とんでもなくデカイ門だ。大きな門は基本的に馬車や騎馬、荷台を曳(ひ)いている者が出入りするようで、その門を挟むようにして、両側に小さな門が設(もう)けられていた。徒歩の人はそこから王都に入るようだ。馬車に揺られながらボンヤリと王都の風景を眺めていると、そこには多種多様な人々が行き交(か)っていた。そう、いうなれば、コスプレ会場。鎧姿の兵士、貴婦人のようなドレスを着た人、神父のような格好の人、コックのような服を着た人……などなど。俺が今着ている硬い生地で作られたシャツとハーフパンツは、かなりみすぼらしい格好のようだ。

			　どうやらこの世界は西洋風らしい。金髪や茶髪が多い。時々、若いが銀髪になっている人もいた。ちなみに俺はというと、黒髪である。ここだけは前世の特徴を引き継いだらしい。

			　しばらくすると馬車が止まり、髭面は再び俺たちに呪文をかけた。どうやら王都に入る前にかけた魔法を解除したらしい。すぐに体が動くようになった。ホッとしたのもつかの間、俺たちは追い立てられるようにして馬車の外に出される。まるで家畜のような扱いだ。この世界には人権というものはないらしい。あ、奴隷だからそもそも人権なんかあるわけないよな。そんなことを考えながら視線を上げると、大きな商館風の建物が見える。どうやらこれが奴隷商の店らしい。店の奥から、小ぎれいな格好をした初老の男性が現れた。この人が、ここの店主なのだろうか。

			「ガイムよ、帰ったか。ご苦労だった。うん？　皆ずいぶんと汚れているな？　王都に入る前に水浴びなどをさせなかったのか？　……そうか。ならば、仕方がないな。女の奴隷は汚れを落とし、見(み)栄(ば)えを良くせねばならんな。井戸に連れていけ。入念に磨くのだ。男は……。今から儂(わし)が市(いち)で売る」

			「では旦那様、奴隷権を移動させます」

			　ガイムと呼ばれた髭面が俺の腕を取り、何やら呟いた。すると手の甲が一瞬だけ光った。

			「これでこのガキは旦那様の所有になりました。じゃあ残りのガキは井戸に連れていきます。おい！　グズグズするな！　俺に付いて来い!!」

			　ゾロゾロと女の子たちは移動していく。不味いメシをあげた少女は、俺の姿を見ることなく、淡々とガイムの後に付いて行った。

			「では、来なさい」

			　旦那様、と呼ばれた男性が歩き出す。俺もそのあとを歩いて付いていく。

			　……一見すると、ただの散歩だ。俺を縛っているわけでもなく、手を引いているわけでもない。これはもしかしたら、逃げられるんじゃないだろうか？　この人通りの多さだ。俺を見張っているヤツもいるように見えないし、見たところ、この旦那の戦闘力は高くなさそうだ。やるだけやってみようか。

			　旦那は全く俺を振り返らない。マジでこれはいけそうだ。俺は、少しずつ旦那と距離を取る。よし、いい感じに距離が開いてきた。チャンスだ、と思った瞬間、俺の体に電流のような衝撃が流れ、激痛が走る。叫び声すら上げることができず、その場に蹲る。気が付くと、旦那が薄(うす)笑(わら)いを浮かべて俺の目の前に立っていた。

			「ああ、奴隷魔法で縛っているから気を付けるように。儂と一定の距離が空くと痛みが走る。逃げだしたり、殺意を儂に向けたりすると、凄まじい激痛が走ってしばらくは動けなくなる。嘘だと思うならもう一度、試してみるといい」

			　必死で首を振る。あれ以上の痛みが走るのか……ありえねぇ。これは完全に詰んでるじゃねぇか。

			　旦那から距離が離れないように必死で付いて行く。彼は比較的ゆっくりと歩いているようだが、こちらは子供だ。歩幅がまるで違うので、かなり速足で歩かねばならない。マジでキツい。

			　ちょっとヤバイと思ったそのとき、旦那の足が止まる。どうやら「市」についたらしい。旦那は門番のような男と話をしている。かなりデカイ、ガタイのいい門番がピョコピョコお辞儀をしている。どうやらこの旦那は、この市ではかなりの顔が利くようだ。

			「付いて来なさい」

			　旦那は俺の方を振り返って、呟いた。そして、すぐに踵(きびす)を返して建物の中に入っていった。ヤバイ、早く付いて行かなければ、またあの激痛に襲われる。俺は駆け出すようにして旦那の後を追いかけた。

			　中に入ると、旦那は別の男と話をしていた。でっぷりと太った体。一見して金持ちとわかる派手な服と、体中に光る宝石類。俺の大嫌いなタイプの男だ。ヤツは旦那と恭(うやうや)しく話をしていたが、どうやら俺のことを話したのだろう、チラチラと俺に視線を向けだした。

			　やがてヤツは俺をじっと見つめる。そして、視線を上下に動かし始めた。完全に俺を値踏みしている。しかしやがて男は、フッと鼻で笑ったかと思うと、ゆっくり首を左右に振り、旦那に何かを話してその場から去っていった。

			「やはり、無理か」

			　そう呟いた旦那は、ちらりと俺に視線を向けたかと思うと、また再び歩き出した。俺は慌てて付いて行く。しばらくすると、ガヤガヤと人の話す声が聞こえてくる。何だと思っていたそのとき、旦那の足が止まった。

		

	
		
			第三話　奴隷市

			　

			　市はすでにたくさんの人で溢(あふ)れかえっていた。

			　売買予定の奴隷は、俺を含めて８人。皆、若い。目を惹(ひ)くのは、筋骨隆々の男が二人と、アイドル並みの美(び)貌(ぼう)を備えた美少年。そして猫の獣人らしい人物もいる。かなりいい体をしているので、この人も戦闘向きなのだろう。子供は俺一人だった。

			　旦那は、市の関係者と話をしている。どうやら俺の開始値を決めているようだ。

			「１０００Ｇから始めてくれ。なければ下げても構わない。服は……そのままでいい。とにかく売れればいい。売れなければ……処分してくれ」

			　……完全に価値がないんですね、俺。馬車で聞いた話と違うじゃねぇか。男は貴重なんじゃないのか？　……まあ、冷静に考えてみると、何もできない子供は普通買わんよね。どこかの名家や名族で後継ぎがいないから子供の奴隷を買って仕込んで……なんて話はあるわけないか。強制労働に出すにしても重たいものは持てないし、兵士として、なんてまず役に立たない。冒険者……無理だな。何をするにしても、ある程度まで育てなきゃ使い物にならないよね。俺の体が５歳か６歳だとして、少なくともあと５年は育てなきゃ何もできないだろう。そんな奇(き)特(とく)な人は……いないんだろうな。それにしても、売れなければ処分って……。俺、死ぬの？　これはいよいよヤバイかもしれない。

			　いきなり腕を取られた。痛い痛い！　ズルズルとひきずられていく。でっぷりと太った大柄な男が無表情で俺の腕を掴んでいる。オイ！　子供なんだからもっと優しく扱えよ！

			　気付いたら、舞台の上に引っ張り出されていた。

			「まずは１番、男！　６歳！　１０００Ｇから始めます！」

			　あれだけ騒がしかった客席が静(せい)寂(じやく)に包まれる。誰も俺を買おうとはしない。

			　舞台の上から客席がよく見える。誰も俺と目が合わない。そりゃそうだ。俺を見ていないのだから。大半の客は、俺が出てきた入り口を見ている。興味はすでに俺の後に出てくる奴隷に移っているのだ。その他は、手元のメモを見ているか、隣の客と話をしているかのどちらかだ。俺に興味を示す人は、この会場内では皆無なのだ。

			「では、９００Ｇでは？　……８００Ｇ！　……７００Ｇ！」

			　カウントダウンが始まる。きっと、この値段がゼロになったとき、俺の命は終わるのだろう。わけがわからないうちに異世界に転生して、いきなり奴隷落ち。最後に見る景色が奴隷市とは……。

			　ぼんやりと客席を見ながらそんなことを考える。そのとき、一人の老女と目が合った。きれいなグレーの髪、ふくよかで小柄だが、強い意志を感じさせる目だった。しかし、彼女は俺から目を離し、隣の、髭を蓄えた白髪の男性と話を始める。

			「では、５００Ｇ！　これが最低価格になります！　……どなたもいらっしゃいませんか??」

			　完全に、詰んだ。

			「よろしいですか？　では、１番終了！」

			　その声が聞こえたと同時に、舞台の隅から先ほどの大男が俺に近づいてくる。そして俺はそいつに腕を取られて、舞台から降ろされる。相変わらず乱暴だ。振りほどいて逃げたいが、とてつもない握力で俺の腕を掴(つか)んでいる。最早、逃げることもできないようだ。

			　乱暴に部屋の中に連れ込まれる。俺、ここで死ぬんだな……。

			「こちらがお求めの商品になります。バーサーム様」

			　男の声で思わず顔を上げる。そこには先ほど旦那と開始価格の話をしていた、市の関係者がいた。コイツも恰幅がいい。奴隷売買関係者ってのは、デブばっかりか？　そう思いながら視線を移すと、二人の人間が目に入った。

			　そこには、客席の老女と白髪の男性がいた。

		

	
		
			第四話　購入者は侯爵夫人

			　

			　バーサーム・フォン・エルザ。御年60歳の侯爵夫人である。バーサーム家は代々、魔術に優れた当主を輩出することで有名であり、２５０年前のヒーデータ帝国との大戦においては数多くの武功を立て、ジュカ王国を勝利に導いた立役者でもあった。その功により平民から侯爵に取り立てられ、現在に至る。

			　……とまあ、これが俺の落札者の簡単な経歴だ。彼女に引き渡されるとき、市の人が教えてくれたのだ。

			「あ、ありがとうございます」

			　一応は命の恩人だ。お礼は言わないといけない。

			「ご主人様と呼ぶのだ」

			　確かコイツは、老女の隣にいた白髪の男だ。一体誰だ、このオッサン。

			「私は、ファルコという。バーサーム家で魔導士をしている。同時に、エルザ様の護衛でもある。お前は、エルザ様の慈悲によってバーサーム家の奴隷になったのだ。喜べ」

			「ありがとうございます。ご主人様」

			「バーサーム様、この度は誠にありがとうございます。早速ですが、この奴隷の所有権変更手続きを行います」

			　いつの間にか奴隷商の旦那が近づいて来ていた。恭しくバーサーム夫人に一礼をすると、彼女に向かって呪文を唱え始める。それを聞いて彼女も旦那に手を差し出すと、その手が光る。そして、俺の手も光っている。

			「これで、この奴隷の所有権はバーサーム様に変更されました。お気に召さなければ、奴隷の買戻しも承(うけたまわ)ります。その節は是非、ご用命ください」

			　売れなければ処分、と言っていたので、買戻しの話は社交辞令だろう。奴隷商の旦那は、夫人に何やら一枚の紙を渡している。それを彼女はじっと見ている。

			「……この子のことはこれだけなのかしら？　持ち物も……ないのね。着の身着のまま、ということね。……わかりました。当家が買戻しをお願いすることはありません。ですので、この子の所有権の変更は、私の一存でできるように。あ、あとこちらのファルコも管理者として登録してちょうだい」

			「畏(かしこ)まりました。それでは」

			　夫人の体が再び光る。同時に、先ほどファルコと名乗った白髪の男性の体も光る。どうやら手続きは完了したみたいだ。

			「ご主人様、この奴隷の名前はいかがいたしましょう」

			「そうね……リノス。リノスと名付けましょう。じゃ、ファルコ。あとはお願いね」

			　夫人は踵を返して馬車に乗り込んだ。どうやら、馬車の中には護衛の兵士もいるようだ。馬車を最敬礼で見送るファルコ。俺もそれに倣(なら)って馬車に頭を下げる。

			「では、お前を屋敷に連れていく。その前に、お前をきれいにしなくてはな。顔も、足も、服もずいぶんと汚れているな。これでは屋敷に入れることはできん」

			　井戸の前に連れていかれ、強制的に裸にされる。そして頭から水をぶっかけられること３回。ファルコと名乗る男は、懐(ふところ)から大きな布を出して、俺に渡す。

			「体を拭け。その布はお前にくれてやる。好きに使え」

			　暑くもなく寒くもない気候だが、いきなり頭から水をかけられたので、かなり寒い。硬い布だがないよりはマシだ。ガシガシと体を擦(こす)り、汚れと水を一気に拭(ぬぐ)う。

			　服を着るとファルコは「クリーン」と呪文を唱える。すると、服の臭いや小さな汚れがなくなった。洗浄魔法というもので、多少の汚れであればきれいにしてくれる魔法らしい。

			「ではリノス。付いて来い」

			　さすがに従者は徒歩で行くらしい。彼の後に付いてしばらく歩くと、大きな湖が見えてきた。その直後、はるか先に浮かぶ巨大な城が目に入り、俺はしばし呆然としてしまった。

			「あれは国王陛下がおわすジュカ城だ。よく見ておくがいい」

			　西洋風の城だが、何しろ巨大すぎる。聞けば、難攻不落を謳(うた)われる有名な城なのだとか。城の中では農業も行われていて、ある程度は自給自足の生活ができるようになっているらしく、その区画の城壁が突破されない限り、飢(う)えることはないのだそうだ。しかも湖には、貴族たちが住む東地区に向かって１本の橋が架(か)けられており、必然的に城への出入り口はそこだけになるために、ここを力(ちから)業(わざ)で攻め落とそうとするのは、かなりの困難を伴うことになる。

			「あの……何で俺を買われたのですか？」

			「何だお前、自分のスキルを知らんのか。お前には『結界スキル』があるのだ。まだＬＶ１だがな。お前がいた町には魔術師はいなかったのか？　わからん？　……まあ、その年では無理もないか。通常は結界スキルを持っていれば、売るにしても高く値をつけるのだがな。そう言えば、奴隷商も何も言っておらんかったな。買い付けたヤツがボンクラだったのか？　ところで、なぜお前は奴隷として売られたのだ？　……言いたくなければ言わなくてもいい。もうそれは過去のことだからな。お前はこれからのことだけを考えるのだ。お前を買った理由は、侯爵家である我がバーサーム家は政敵も多い。エルザ様の護衛のため、お前の結界スキルを活用しようと考えたのだ」

			　ええ？　俺、魔法を使えるの??　キョトンとする俺を見てファルコはニヤリと笑みを浮かべる。

			「魔力の使い方を学べば、相手のスキルを見ることができる。『鑑定』というやつだ。お前も魔力はそこそこありそうだから、鍛えがいがある。奴隷だから結界魔法だけでもいいんだが、せっかくだ、色々な魔法を覚えてもらおう。覚悟しておけよ？」

			　ファルコの笑いが獰(どう)猛(もう)さを帯びている。白髪の老人が、狂気を帯びた笑みを浮かべているのだ。その不気味さは半端ではない。これはマジで、俺の寿命は長くなさそうだ。

			　しょんぼりと肩を落として歩くこと小一時間、俺たちはようやくバーサーム家の屋敷にたどり着いた。大きな、立派な門構えだが、そこは来客用らしく、ファルコは門を通り過ぎてしばらく歩き、小さな、屈んでやっと潜れるような入り口から屋敷に入っていった。俺の背丈では問題なく通ることができるために、何の迷いもなく門を通ると、その瞬間、体中に電流のような衝撃が流れる。

			「うぐぁぁぁぁ！」

			　全く体が動かない。呼吸が苦しい。それを見てファルコは大爆笑している。

			「ウハハハハハ！　そうだ。この使用人用の勝手口は、許可のない者が入ると電流が流れる仕掛けになっていたのだな。久しく新しい使用人が来ていなかったので忘れていたわ。ほう……体が動かせんか？　儂のウデもなかなかのもんだな。……おっと、この奴隷、白目を剝(む)いているな？　いかんいかん。早く回復魔法をかけてやらねば。……天上におわす慈悲深き神よ、この者に祝福を与え給え！」

			　一瞬俺の体が光り、呼吸が楽になり、体が動くようになる。なんて仕掛けしてやがんだ。マジで死ぬところだったじゃねぇか！

			「これが回復魔法だ。お前も早く扱えるようになるのだぞ？　さて、使用人の部屋に案内しよう。付いて来い」

			　ファルコはすぐ前にある建物に向かって歩いていく。俺は再び彼の後に付いていく。

			「何だいファルコ！　また悪さをしに来たのかい？」

			　建物に入ると、相撲(すもう)取りのような体格をしたおばさんが仁王立ちしていた。
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			「い……いや。今日は奴隷を連れてきたのだ」

			「奴隷？　ああ、エルザ様が仰(おつしや)っていたヤツだね？　いいよ、アタシが預かるよ」

			「ああ、ちょっと待ってくれ。リノス、メイド長兼コック長のワラサだ」

			　俺はビビりながら、大女に挨(あい)拶(さつ)をする。

			「リ……リノスです」

			「リノスというのかい？　ちょっと目つきが鋭いけど、悪い子じゃなさそうだね。炊(すい)事(じ)、掃除、洗濯……全部アタシが仕込んでやるから、しっかり働くんだよ？」

			「いや、このリノスは、儂が預かるのだ。コイツには結界スキルがある。儂が育てて、エルザ様専属の結界師にするのだ。これからは魔法の修行に専念することになる。ここには寝に帰って来るだけになるだろう。お前たちメイドのどうでもいい雑用をするために買ったのではないのだ。だから……ぐふっ！」

			　気が付くと、ワラサの右腕が深々とファルコのみぞおちに食い込んでいた。

			「ファルコ、アンタ、気をつけてモノをお言いよ？」

			　悶(もん)絶(ぜつ)するファルコに一(いち)瞥(べつ)をくれながら、彼女は俺に視線を向ける。

			「そうかい。エルザ様の護衛用にねぇ。そりゃいいこった。このファルコは魔法にかけちゃ超一流さ。しっかりと学んで、エルザ様を守っておくれよ？　ただし、見習うのは魔法だけだよ？　コイツは隙(すき)あらば若いメイドの胸や尻を触ろうとするからね。そういうところを見習うんじゃないよ。全く、胸や尻だったら、いつでもアタシのを触らせてやるって言っているんだけどねぇ。どうして若い女にいくのかねぇ。胸も小さいのに。アンタも、今はいいかもしれないけど、どうしても女の体を触りたくなったら、アタシのところに来るんだよ？　いつでも触らせてあげるからね？」

			「……は、はい」

			「よーし。リノスとか言ったね？　ご飯は食べたのかい？」

			「いいえ、まだです」

			「じゃ、何か食べさせてあげようかね。お腹すいているだろ？　おっと、その前に、この男を片付けなきゃね」

			「ぐっ……。わっ儂は……」

			「今日はアタシが添い寝してやるよ。一晩中抱きしめて寝てやるからね。楽しみにしてなよ？」

			「なっ……それは……それだけはやめろ。それはイヤ……がはっ！」

			　ワラサの手刀がファルコの首に落とされていた。そして彼はピクリとも動かなくなった。その流れるような動き、一切の無駄なく急所を突く正確さ。このオバさんはタダ者ではない。プロだ。間違いない。

			「ちょっと待っといで。コイツをベッドに放り込んでくるからね」

			　ドン引きして固まる俺に、そんな物騒な言葉を言い残して、ワラサは、ファルコを抱えて行ってしまった。

			　その後、俺にはシチューのような食べ物と、パンが与えられた。それは奴隷商の髭面が出してくれたメシとは雲泥の差で、とても美味しいものだった。

			「マジで頑張らねぇと死ぬな。あと絶対に、ワラサさんには、逆らわないでおこう……」

			　俺は心密(ひそ)かに、覚悟を決めるのだった。

		

	
		
			第五話　７歳になりました

			　

			　７歳になった。中身は35歳なのだが。

			　バーサーム家に奴隷として購入されて一年。俺は結界師となるべく、日々修行に明け暮れている。

			　大体、結界師というのはレアジョブである。なかなか結界スキルの持ち手がいないのだが、人気は低い。理由は、防御専門職だから。戦場で先陣を切って突っ込むわけでもなく、高い統率力が必要なわけでもない。言わば、とても地味な職業であると言える。

			　結界師は基本的に、王様や当主の傍にいて、弓矢の物理的攻撃や魔法などの攻撃から、彼らを守るための魔法結界を張るのが任務なのだ。従って、動けない。極端な話、トイレにも行けない。ただひたすら、解除の命令があるまで結界を張り続けるという精神的にとても疲れる仕事なのだ。

			　結界を張ると当然、ＭＰを消費する。ＭＰが枯(こ)渇(かつ)すれば結界は消える。超一流といわれる、国王専属の結界師でも、12時間が限界なのだという。従って、結界を張るタイミングと解くタイミングを見極めるのが難しく、運用を間違えれば主従そろって討ち死にというのも珍しくない。

			　で、現在の俺はどんな修行をしているのかというと、

			「ファイヤーボール！」

			「バースト！」

			　ファルコさんの魔法の攻撃に対して、ひたすら防御結界を張って耐えしのぐ、というものだ。

			　最初は結界の張り方どころか、魔力の扱い方自体もわからず、かなり苦しんだ。さすがにそこで終わってしまっては５００Ｇが無駄になる。無駄、と言っても、５００Ｇとは日本円にすると５００００円だ。バーサーム家にとっては、痛くもかゆくもない金額であるのだが。

			　ファルコさん、いや、師匠の教え方は雑なようでツボはしっかりと押さえていた。教えるのがとても上手だったのだ。

			「体の中に流れる血を意識しろ。その中に熱を感じるだろう。それが魔力だ。その熱を体の外に出すイメージをしてみろ。イメージが大切なのだ」

			　こうして魔力を体の外に出す稽古を続けること２ケ月、ようやく俺は「低結界」をマスターすることができた。

			「２ケ月で低結界を習得するとはスジがいいな。子供だけあって、覚えが早いのだろうな」

			　ウキウキの師匠であった。しかし、その喜びが仇(あだ)となった。テンションＭＡＸで攻撃を繰り出してくる師匠の魔法。「低結界」ではあっという間に砕(くだ)かれて魔法の餌(え)食(じき)となる。師匠は火魔法が得意とあって、最初の頃は全身火だるまになることもよくあった。いや、ほぼ毎日であったと言っていいだろう。

		

	
		
			[image: p004-297_34.jpg]
		

	
		
			　ちなみに、師匠のスキルはこんな感じだ。

			　

			【ファルコ（魔導士・52歳　男）ＨＰ：１８４　ＭＰ：３９５】

			　火魔法ＬＶ４　水魔法ＬＶ３　風魔法ＬＶ３　土魔法ＬＶ２　雷魔法ＬＶ１　回復魔法ＬＶ３　鑑定魔法ＬＶ２　生活魔法ＬＶ２　肉体強化ＬＶ３　詠唱ＬＶ３　ＭＰ回復ＬＶ３　威圧ＬＶ３

			　

			　一般的にＬＶ３に到達すれば一流だ。ＬＶ４に至っては超一流。ＬＶ５に至っては神級と呼ばれ、習得している人はＬＶ４に至る人の中でも１％程度しかいない。一億人に一人くらいの割合でしか、そのレベルには到達できないとされている。師匠のスキルは火魔法が高いのだが、その他の魔法のレベルも高い。ＭＰも多く、回復も速いので、日中全力で稼働しても、一晩寝ればＭＰは完全に回復する。

			　従って師匠は、暇(ひま)を見つけると俺を外に連れ出して、嬉(き)々(き)として魔法をぶつけてくる。さすがにＬＶ２程度の魔法だが、たまにＬＶ３の魔法をぶつけてくる。怪我をすれば回復魔法で治してくれるが、最近はそれもしてくれなくなった。自分の傷は自分で治せ、というわけだ。しかも、結界を張りながら回復魔法をかけろ、などと素晴らしい無茶を言ってくれる。それができると、「移動ホスピタル」となるわけで、戦略的にとてもプラスになるのだと言う。その理屈は俺にもわかるのだが、如何(いかん)せん俺のＭＰは少ない。必死で防御しても結局は魔力切れで吹っ飛ばされてジ・エンドというのが最近までのパターンだ。

			　ちなみに、魔力切れを起こすと、とてつもない睡魔に襲われる。結局は睡魔に負けて気絶し、魔力が１Ｐ回復したところ（約５分）で無理やり起こされる、というのを繰り返している。

			　ちなみに、現在の俺のステータスは、こんな感じだ。

			　

			【リノス（奴隷結界師・７歳　男）　ＨＰ：38　ＭＰ：１２２】

			　結界魔法ＬＶ２　回復魔法ＬＶ１　生活魔法ＬＶ１　詠唱ＬＶ１　鑑定魔法ＬＶ３

			　

			　同じ７歳の子供と比べれば破格のステータスだ。一般的に、ＨＰにしろＭＰにしろ、１００を超えれば一人前の世界なのである。ＭＰが少ないのは、師匠と比べたらということだ。大人顔負けのＭＰ値はあるが、毎日これが０になるのだ。どれほどハードな修行であるか、想像ができるだろうか。

			　あとは、気が付いたら、鑑定魔法のレベルがすごく上がっていた。師匠の魔法がいつ発動されるのかを必死で探っていたら、魔力の流れが何となくわかるようになったのだ。今ではほとんどの人間のステータスがわかるようになっていて、うれしい誤算だ。ただ、この鑑定魔法は意外とＭＰを消費する。従って最近では、むやみやたらとこのスキルを使わないようにしている。

			　鑑定魔法は極めると、その人のステータスを把(は)握(あく)することはもちろん、その人の過去も見ることができる。さらには、自分のスキルも隠すことができるのだそうだ。それだけでなく、一定のエリアにいる人間の人数、動き、果ては敵か味方かまでわかるようになるらしい。

			　この魔法は、バーサーム家を興(おこ)した初代当主が持っていたそうで、現在では伝説の魔法と言われている。是非是非、マスターしたいものだ。

			　こんな感じで、日々凄まじいファルコ師匠との修行で、ボロボロになりながら部屋に戻る俺に、バーサーム家のメイドさんたちはとても優しく接してくれる。俺が何とかこの修行に耐えていられるのも、この人たちあってのことなのだ。

			　通常、奴隷の食事は粗末なものと決まっている。大抵は、パンにスープが付く程度だ。しかし、バーサーム家のメイドさんたちは、俺に食事の差別を一切せず、彼女たちと同じ食事を出してくれる。これは、エルザ様の計らいもあるようだが、食事だけでなく、皆一様に、俺に対しては概(おおむ)ね好意的で、悪口を言われたり、意地悪なことをされたりしたことは一度もない。それどころか、日中、師匠は俺との修行で外出しており、夜になるとフラリと外に出て行ってしまう。メイドたちにとっては、師匠のセクハラが減ったと大喜びなのだ。

			「リノス、あんた、結界を張れるようになったんだってね！　え？　ファルコにすぐ破られる？　まあ、最初はそんなもんさ。でも、早くファルコにも破れない結界を張れるようになっておくれよ？　そうすりゃ、アタシたちはもっと助かるんだから！　そのためには早く大きくならないとね！　いっぱい食べるんだよ！」

			　ワラサさんはそう言ってバシバシと俺の肩を叩(たた)いた。あまりの衝撃に息ができなくなったが、彼女たちも俺のことを心配してくれて、期待をしてくれていることが伝わってくる。服の破れた部分が、朝起きるときれいに繕(つくろ)われていたり、俺があまりに調子が悪そうなときは、敢(あ)えて雑用を言いつけて師匠の修業を休ませてくれたりするなど、奴隷とは思えないほどの、優しい扱いをしてくれている。

			　ファルコ師匠はワラサさんが本当に苦手のようで、なるべく彼女に接触しないようにしている。魔法を使わせれば最強の師匠が、なぜそこまでビビるのか。あるとき、俺は師匠に聞いてみたのだ。

			「どうしてワラサさんを避けるんですか？」

			「バカ者！　ヤツは儂を見ると必ずブン殴りおるのだ。身を守るためには、近づかないのが一番だ」

			「でも、師匠には魔法があるじゃないですか」

			「大バカ者！　この屋敷で儂の魔法を全力でブッ放してみろ！　屋敷が火の海になるわ！」

			　……いやアンタ、何で全力が前提なんだよ。

			　実を言うと師匠は、屋敷の中で魔法を打つことをエルザ様から禁止されているのだという。その理由は当然、師匠の魔法の威力が高すぎるというのもあるが、その魔法の腕を見せびらかして、人を脅すようにして自分の思い通りにしようとする、師匠の悪いクセをエルザ様が諭(さと)すためという理由もあるらしい。

			「何もない草原でワラサと一対一になるというのなら、遠慮なくヤツを黒焦げにできるのだがな。リノス、お前、何とかそんな状況を作れないか？」

			「無茶言わないでくださいよ。逆に俺がワラサさんにブン殴られますよ」

			「アイツはあんな体をしているが、掌空拳の達人なのだ。素手で勝負をしては、さすがの儂も分が悪い。リノス、お前、早く結界のレベルを上げろ。そして儂にワラサの攻撃に耐えられるだけの結界を張るのだ。今のお前の低結界では、ヤツは易々と壊してくるだろう。早く結界魔法ＬＶ３くらいにしないとな。それさえできれば、メイドたちの乳や尻は……ウヒヒヒヒ。リノス、明日から本気で修行するぞ！」

			「し……師匠……」

			　師匠の宣言通り、次の日から修行のレベルが一気に上がり、俺は何度も命の危険にさらされた。そのおかげで、魔法のレベルは徐々に上がっていったのだった。

			　そんな日々を送っていると、あっという間に時間は経(た)ち、気が付けばバーサーム家に来て二年が経とうとしていた。

		

	
		
			第六話　８歳になりました

			　

			　８歳になった。バーサーム家の暮らしにもかなり慣れた。

			　奴隷という身分、最初はかなりひどい扱いを受けることを覚悟したのだが（師匠の訓練は虐(ぎやく)待(たい)そのものだが）、予想以上に待遇はいい。

			　バーサーム家は侯爵という立場だけあって、城のある湖のほとりに広大な敷地を有している。俺と師匠の修行は基本的に、この広大な敷地内で行われている。しかし、住居となる屋敷自体はそんなに大きくない。普段エルザ様が過ごす母(おも)屋(や)の他に、使用人専用の建物があるくらいだ。使用人といっても、意外に多くはなく、メイド長兼コック長のワラサさんを筆頭に、メイドが４人と執事が１人、そして師匠のファルコという構成である。

			　母屋は二階建てで、一階が玄関ホールと応接室とダイニング、キッチン、そして風呂とトイレがあり、どちらかと言えば来客用のスペースだ。どの部屋も広く、調度品も一流だ。ダイニングなど、１００名は収容できるんじゃないかと思うくらいの広さだ。ここでパーティーなども開かれるらしい。

			　二階は住居スペースで、エルザ様の私室もここにある。十いくつかの部屋があるが、使われていない部屋も多い。

			　８歳になるふた月ほど前のある日、いつものように師匠との修行を終えてボロボロになって使用人用の建物に帰ってきたとき、不意にエルザ様と顔を合わせた。俺はこれまで教えられた通り、膝(ひざ)をつき、頭を下げたのだが、何もお言葉をいただけない。恐る恐る顔を上げてみると、マジマジと俺を見ている。そして、静かに口を開いた。

			「当家は侯爵家です。奴隷といえどもバーサーム家の一員ですから、それ相応の格好をしなさい」

			　エルザ様のこの命令で、新しい服が支給され、毎日行われていた師匠との修行も、三日に一度はお休みになった。お休みといっても修行がないだけで、その日はエルザ様が居る母屋のお屋敷で、メイドたちの雑用を手伝うことになった。雑用といっても、俺の主な仕事は、最近覚えた水魔法と火魔法を使ってお湯を出すことくらいで、基本的には行儀見習いのようなものだ。とはいえ、屋敷内での俺の普段着は、執事と同じようなスーツ姿なのだ。実際、かなりカッコイイ。もちろん修行着もこれまでよりも多めに支給され、夜はパジャマもある。食事もきちんと３度あり、さすがにエルザ様と同じものとはいかないが、それでも食糧事情はかなりいい。毎日きちんと、パンとスープ、そしてもう一品のおかずらしきものが出てくる。そのおかげか、最近少し背が伸びたような気がする。

			　師匠は師匠で、修行が休みの日はどこかふらりと出かけてしまう。時によっては、その前の晩から帰ってこないこともあった。どうやら、「大人の社交場」に出かけているらしく、そこで英(えい)気(き)を養っているらしい。

			　帰ってこないと言えば、この屋敷の主人であるバーサーム侯爵も同様なのだ。エルザ様の夫であるバーサーム侯爵は城に常駐しており、そのため、この屋敷に帰ってくることは、あまりない。俺もここに来てから二度しかお目にかかったことがない。屋敷の中でのバーサーム侯爵は基本的に寝ていて、明け方早くには城に帰ってしまう。侯爵は普段、城の執務室で寝泊まりしている。執務室といってもかなり広くて部屋数も多く、風呂やトイレもあるらしい。それだけでなく、いくつかの部屋を与えられており、そこに多くの侍女や部下たちとともに暮らしているのだそうだ。

			　その昔は最強国として名を馳せたジュカ王国だが、内部は腐敗しつつある。現王である、ジュカ・ヨーク・ファン４世は38歳という若さでありながら、暗君であると専(もつぱ)らの評判であり、後宮にこもりっぱなしで、ほとんど政務を顧(かえり)みることがない。自身の傍に美女を侍(はべ)らせて、朝から晩までヤリまくっているらしい。

			　最初、この話を聞いたときはさすがに驚いた。よくある、秘密警察などに聞かれでもしたら、牢屋にブチ込まれるのではないかと思ったが、これはジュカ王国に住む者はもちろん、近隣諸国にも周知の事実らしい。

			　しかし、今年19歳になる王太子、ジュカ・ヨーク・オルレンは大変に聡(そう)明(めい)な人物であり、王宮内ではすでに、この王太子が政務を執る体制が着々と整いつつある。

			　エルザ様は、このオルレン王太子の家庭教師であり、言ってみれば彼の育ての親みたいなものだ。当然、彼女に対する王太子の信頼は厚く、彼女の方も折に触れて王宮に赴(おもむ)き、王太子の相談相手となっている。そして、夫であるバーサーム侯爵は王太子の右腕として、政務を補佐する立場に立っている。

			　要はこの国は、王太子と、その彼を育てたバーサーム夫婦が背負っていると言って過言ではないのだ。その結果、何とか国としての体制は保っているものの、バーサーム家の失脚を狙う家も多く、実際に刺客を送られたこともあるのだという。

			　普段は師匠・ファルコが護衛についているため、刺(し)客(かく)の類(たぐい)は問題なく排除されているのだが、王宮内にいるバーサーム侯爵とエルザ様が同時に狙われた場合、護衛の数が足りない。そのために結界スキルを持つ俺が、奴隷として買われたというわけだ。

			　貴族社会とは派閥の社会である。ジュカ王国は、王太子を筆頭とする派閥が最大勢力を誇っているものの、王弟であるヒーラ公爵や王国軍のカルギ元帥もそれぞれ派閥を持っており、油断がならない。それらの派閥に正面から対応できる体制構築が急務というわけだ。

			　春になると、師匠との修行の他に、「行儀作法」や「読み書き」といった教養の時間も設けられるようになった。さすがに、中身は36歳である。読み書き、算数はあっという間に習得した。だって言葉は日本語だし、文字はローマ字なのだ。ちょっと頭の中で漢字変換が必要だが、きちんと句読点があり、読むのに不自由はない。

			「もう少し結界のレベルを上げて、このままこの家の執事になれたら、平和な暮らしができるんだけどなぁ」

			　ぼんやりとそんなことを考えながら、俺はベッドに入る。もちろん、そんな甘い考えはすぐに崩壊することになるのだが……。

			　

			【リノス（奴隷結界師・８歳　男）　ＨＰ：45　ＭＰ：１４３】

			　結界魔法ＬＶ３（師匠の火魔法〈ＬＶ３〉は効かなくなった！）　火魔法ＬＶ１（小さな火の玉が出せるようになった！）　水魔法ＬＶ１（水が出せるようになった！）　回復魔法ＬＶ１　生活魔法ＬＶ１　詠唱ＬＶ２　鑑定魔法ＬＶ３　行儀作法ＬＶ１　教養ＬＶ３（二ケタの掛け算をやったら付いていた）

		

	
		
			第七話　エリルお嬢様

			　

			　暑い夏が終わり、過ごしやすい秋の季節になった。俺は９歳になった。

			　日本と同じようにこの世界でも四季はある。夏は暑いし冬は寒い。電化製品などは皆無だが、この世界では魔法があり、大抵の暑さや寒さは魔法でカバーができてしまう。

			　執事見習いの姿も、かなり板についてきた。今ではバーサーム家に訪れた貴族を、玄関から応接間まで案内する役目もできるようになった。もっとも、古くから仕(つか)えている執事のワイトンが折に触れて俺にアドバイスをくれたり、さりげなくフォローを入れてくれたりするお陰で、どうにかできるように見えているにすぎないのだが。

			　そんなある日、師匠との特訓の最中に来客があった。それは、かなり乱暴な登場だった。

			　師匠が放つ３つの「ファイヤーボール」が高速で俺に向かってくる。ＬＶ４にもなると、込める魔力に応じて、大きさ、距離、威力が自由に調整できるようになる。師匠が放ったファイヤーボールは、かなりの魔力が込められている。ほぼ、本気の一撃である。

			　三方向からバラバラに飛んでくるファイヤーボールに対して、分厚い結界を張る。その直後、大爆発が起きる。広いバーサーム家の庭（たぶん東京ドームと同じくらいの面積）でなければ大惨事になるレベルの威力だ。俺の全力で張った結界が破られそうになるが、何とか耐えきった。その直後、

			「甘い」

			　という声とともに、バリンと結界が砕け、脳天に衝撃が走る。一瞬意識が飛びそうになるが、何とかこらえる。慌てて後ろを振り向くと、木剣を振り下ろした女性の姿が目に入った。

			「ずいぶん丈夫な結界を張るけど、まだまだムラがあるわね。後ろがガラ空きよ？」

			「エリルお嬢様！　お戻りになられたのですか！」

			「久しぶりねファルコ。あなたは変わらないわね」

			　お嬢様？　ひょっとして、エルザ様の娘？　いや、それにしては若い。孫か？

			「リノス、ご挨拶をしないか。こちらは、バーサーム・フィル・エリル様だ。エルザ様の姪御様のご息女だ」

			　俺はすぐさま片膝をつき、手を胸に当て、頭を下げて

			「これは失礼を致しました。奴隷のリノスでございます」

			「ずいぶん躾(しつけ)が行き届いているのね。私よりきちんとしているかも」

			「１年ほど前から、執事のワイトンに付けて作法を習わせておりますからな。すでに読み書きは習得済みですし、算術もできるようです」

			「まだ子供じゃないの!?　結界が張れて、算術もできるって……」

			　お嬢様はしばらくポカンと口を開けて俺を見ていた。ゆっくりと頭を上げる俺と目が合う。お嬢様がキッと俺を睨(にら)む。おお、意外と胸がデカイ。

			「ファルコ、この奴隷のスキルは？」

			「火・水・土・風の魔法がＬＶ１、結界魔法がＬＶ３。詠唱も短縮できますし、回復魔法も使えます。他に鑑定魔法もＬＶ３ですので、かなり高い防御力になりますぞ」

			「この奴隷はいくつ……９歳!?　９歳でＬＶ３が二つって……」

			　ドン引きのお嬢様。そりゃ毎日死にかけながら魔法を使ってたしな。そこいらの奴隷とはワケが違いますよ。何せお払い箱になればそのまま処分されちゃいますから、必死にもなりますよ。

			「……で、この奴隷、剣術の方はどうなの？」

			「いや、全くですな。ここに来て２年、ひたすら儂と魔術の特訓をしておりましたから」

			「け、剣の対応を教えていないのは不手際ね。何も戦いは魔術だけじゃないでしょ？」

			「まあそれはそうですが……。儂は、剣は使えませんが、全く不便を感じたことはないですぞ？」

			「ファ、ファルコは特別よ。さっきもこの奴隷の結界を見たけど、後ろから攻撃したら簡単に砕けちゃったわよ？　きちんと剣への対応を教えるべきよ」

			「そうですな……。まあ、リノスにとってもいい機会でしょうから、今後は剣の対応も教えていきましょう」

			　何かしれっとハードル上がっていませんか??

			「その奴隷の相手は、私がしてあげてもいいわよ。その前に、大伯母様にご挨拶に行ってくるわ」

			　一体何者なんだこの女？　ここは一丁、鑑定してみるか。

			　

			【バーサーム・フィル・エリル（免許皆伝剣士・24歳　女）　ＨＰ：３８７　ＭＰ：77】

			　剣術ＬＶ４　肉体回復ＬＶ４　肉体強化ＬＶ４　生活魔法ＬＶ１　行儀作法ＬＶ１

			　

			　バッ、化け物だ。免許皆伝じゃねぇか。ＨＰが完全に師匠を超えている。そりゃ結界が壊れるよな。待てよ？　この女が相手っていうことは、剣でフルボッコ確定ってことじゃねぇか！

			　目の前が真っ暗になりそうになる。ポン、と俺の肩を叩く師匠。満面の笑みを湛(たた)えてやがる。この世界の人間はドＳばっかりか！

			　その後、師匠からエリルお嬢様について詳しく教えてもらった。

			　彼女はエルザ様の妹の孫に当たる。生まれてすぐの子供を亡くしているエルザ様は、エリルを、我が子同然に目をかけて育ててきた。本来、貴族の子女は礼儀作法や教養を学ぶことに生活の大半を費(つい)やす。しかし、彼女は子供の頃から剣に興味があり、しかもその才能を持っていた。それをいち早く見抜き、剣を学ばせたのは、他ならぬエルザ様なのだ。

			　だが、やがてエリルは12歳となり、ジュカ王国の貴族の風習に従って、とある貴族に嫁ぐことになった。結婚した後はしばらく疎遠になったのだが、16歳のとき、子供がなかなか生まれないエリルに業を煮やした嫁ぎ先は、彼女を離縁した。そうなると後は実家の屋敷に押し込められるか、どこかに後妻に入るのが一般的なのであるが、エルザ様は迷うことなくエリルを、ジャク王国の剣聖、ガンボールに弟子入りをさせたのだ。そこで激しい修行の末、彼女は才能を開花させ、何と入門わずか８年にして免許皆伝を受け、めでたく帰還を果たした、というわけだ。

			　ちなみに、この世界で成人は12歳である。平均寿命が50歳なので、必然的に成人や結婚適齢期は低年齢化する。しかし、12歳で結婚して16歳で子供ができないから離縁っていうのはすごい。というより、あまりにも腕っぷしが強すぎたために亭主と合わなかったのだろうというのは、師匠の推測である。

			　

			「大伯母様、ただいま戻りました」

			「ずいぶん早かったわね。ジャク王国からここまで半年はかかると思っていたけど、まさか２ヶ月で戻ってくるとは思わなかったわ」

			「はい、一刻も早く大伯母様の許(もと)に着きたくて、日中ずっと馬を飛ばしていました。乗る馬、乗る馬、虚弱体質の馬ばかりで、思った以上に時間がかかりました」

			「まさか、一日中馬を飛ばしていたの？」

			「ええ、そうしたかったのですが、日暮れになると馬が倒れてしまうのです。そんなことが10回ほどありましたでしょうか」

			「馬はさぞ、大変だったでしょうね。もちろんエリル、あなたも……大変だったわね」

			「いいえ、私は心配ありません。これから大伯母様は、私がこの剣で守ります。ファルコさんは心置きなく王宮へ行っていただけます。これで大伯父様と王太子殿下の警護が、さらに強力になります」

			「ああ、そのことなのですが、今は比較的落ち着いていますから、しばらくはこのままにしておこうと思います」

			「ツっ！　でっ、では私は……」

			「いいのよ。あなたがここにいてくれるのであれば、それはそれで、うれしいことです」

			「では……しばらく大伯母様のお屋敷でお世話になります。聞けば大伯母様、ファルコが奴隷を鍛えているのだとか」

			「ああ、リノスね。あれはとても優秀でね。すでに結界が張れるのですが、読み書きと算術もかなりできるのです。寧(むし)ろ執事として……」

			「いえ、大伯母様、剣術を教えるべきです！　男は力が必要です。魔術だけでは守れるものも守れません」

			「ああ……そうね。では、あなたからリノスに剣術を教えてもらえるかしら。ただし、あの子は結界師として育てることが第一です。そこを忘れないでちょうだいね」

			「はい。お任せください、大伯母様」

			　エリルは心の中から溢れる喜びを感じていた。リノスは強い。これからどれほど強くなるのかわからない。リノスと一緒に修行を積めば、それだけ自分も強くなるのだ。この機会を逃す手はない。明日からリノスをどう鍛えてやろうか。そんなことを考えながら、彼女は部屋に向かった。

			　

			「……リノス、エリルお嬢様が呼んでいるわよ」

			　エリルがやってきた次の日の朝、メイドの一人から彼女が呼んでいると伝えられた。ちょうどファルコ師匠との修行に出ようとしていたところだったので、思わず師匠の顔を見る。

			「仕方ないだろう。お嬢様のお呼びだ。行ってこい」

			　俺は師匠に一礼をして、メイドに連れられて母屋に向かった。案内されたのは、二階のエルザ様が居る部屋の、斜め向かいの部屋だった。おそらくここがエリルの部屋なのだろう。

			「お嬢様、リノスを連れてまいりました」

			「入ってちょうだい」

			　エリルの声を聞き、メイドに促(うなが)されて俺は扉を開けて部屋の中に入る。……なんとそこには、上半身裸の、下着一枚の姿になったエリルがいた。朝日に照らされたエリルの体はとてもきれいだった。俺は思わずその場で固まる。

			「ちょっと、何？　どうしたのよ？」

			「あっ……あのっ……。すみませんでした！」

			　思わず俺は扉を開けて部屋から出ていく。着替え中ならそう言えよ。ビックリするじゃねぇか。久しぶりに見た若い女性のヌードで、心臓がドキドキする。心を落ち着けようと深呼吸をしていると、ものすごい力で襟(えり)首(くび)を掴まれ、そのまま部屋の中に引きずりこまれた。

			「なっ……何をするんですか！」

			　相変わらず上半身裸のエリルがいた。しかも、両手を腰に当てて俺を睨んでいるので、きれいなおっぱいが丸出しだ。どうやらその、大きな胸を隠す気は毛頭ないらしい。

			「ちょっと、手伝ってよ」

			「なっ……何をでしょうか？」

			　エリルは無言で板に巻き付けられた布を差し出す。

			「これよ」

			「あっ……あの……」

			　エリルが動くたびに、形の良い大きな胸がプルンプルンと揺れる。おじさんにはたまらない光景だ。そんな俺の困惑には一切気を遣うことなく、エリルは淡々とした口調で俺に命じる。

			「これを胸に巻くから、手伝ってちょうだい」

			「え？　胸に巻くんですか？」

			「そうよ。今日からあなたと剣術の修行をするのよ？　剣を使うのに、この胸は邪魔だわ。だから布で巻いて胸をつぶさないとね」

			「そんな！　勿(もつ)体(たい)ない！」

			　俺は思わず叫んでいた。だって、こんなきれいでデカイおっぱいを隠すなんて……。しかし、エリルは俺の当惑などお構いなしに、慣れた手つきで布を胸に巻いていく。

			「早くこの布の端っこを引っ張りなさいよ」

			　俺は胸をドキドキさせながら、言われるがまま手伝う。そして、数分もしないうちに布は巻き上がり、エリルの胸は見事になくなった。
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			「あなたは男なのに力がないのね。明日から手伝わなくていいわ。その代わり、今日からみっちり鍛えてあげるわ！」

			　木剣を片手に笑顔を見せるエリル。しかし、その眼は全く笑っていなかった。俺はこれからの自分の境遇を想像して、思わず天を仰(あお)ぐのだった。

		

	
		
			エピソードその一　バーサーム侯爵の不眠不休生活

			　

			　バーサーム・フォン・アルデン。彼はジュカ王国の侯爵にして宰(さい)相(しよう)を務める人物であり、その手腕の見事さは、国内のみにとどまらず、その周辺諸国まで広く知られている。彼は抜群の頭脳と豊富な知識を駆使して、膨大な仕事量をこなしており、それは、齢60を超えた今でも、全く衰えることがない。

			　実際、彼が携わる仕事は国政の大半に及んでおり、国の財政状況を始めとして、農作物の管理、王都や王城を始めとする王国内の各都市の管理、それらの国政に関する一切の法令の管理を行い、果ては諸外国との調整や交渉まで担当している。さしずめ日本でいえば、総理大臣、財務大臣、総務大臣、外務大臣、法務大臣、経済産業大臣を兼任している、というところだろうか。

			　通常の人間であれば、間違いなく過労死するレベルの仕事量だ。と、いうより、それを遅(ち)滞(たい)なく行うこと自体が難しい。

			　しかしこの侯爵は、それが可能である。それは、彼が眠ることもなく、休むこともなく、ほぼ不眠不休で政務に没頭しているからに他ならない。朝は各機関の責任者との会議をこなし、昼は自分の許(もと)に上がってくる案件の決裁処理を迅(じん)速(そく)にこなしていく。そして夕方から夜にかけては、諸外国の使者や王国の貴族たちとのパーティーを精力的にこなし、深夜は、会議などで挙げられた懸案事項の解決策を執務室で練る……というスケジュールを日々、送っている。当然そこには突発的に発生する事案もあり、そのときは、仕事の優先順位を入れ替えて対処し、すべてが効率よく成果が出せるように、常に臨機応変な対応も行いながら日々の仕事に邁(まい)進(しん)している。

			　まさしくこの国は、この侯爵一人によって支えられていると言って過言ではなかった。そのあまりの多忙ぶりに、ジュカ王国内では彼のことをアンデッドであると考える者も多い。すでにバーサーム侯爵は死んでおり、別の人間の肉体を借りて、この世を生きているのではないかという噂(うわさ)が、まことしやかに流れているのだ。

			　確かに、彼の風貌は生気を感じさせない。王国軍の長であるカルギ元帥と比べると、全く真逆だ。ガリガリに痩(や)せた体、うつろな目。そして、ほぼ表情の変わらない不愛想な顔。一見するとアンデッドのような雰囲気だが、彼は誰にもマネができない、一つの特技を持っていた。それは、「いつでもどこでも、寝たいときに寝たい時間だけ、熟睡できる」というスキルだ。

			　そのスキルが存分に発揮されるのは、移動のときだ。ジュカ王国の王城は広い。そのため、城内にある別棟の建物、例えば迎(げい)賓(ひん)館(かん)などに赴くときは、警備の関係上、常に馬車が使われている。移動時間自体は十分から十五分という比較的短い時間ではあるのだが、侯爵はこの時間に睡眠を取る。バタンと馬車の扉が閉まった瞬間にガクンと頭が下がり、小さないびきをかきながら熟睡する。そして、目的地に到着し、従者の手が馬車の扉にかかる瞬間に彼は目覚める。

			「ご苦労様でした」

			　今まで眠っていたのがウソのように、いつも通りの振る舞いで彼は馬車を降りる。一瞬で熟睡できるのと同時に、瞬間的に起きることもできるのだ。このスキルを存分に活用して、侯爵は殺人的なスケジュールをこなしているのである。

			　そんな侯爵の執務室に、一人の来客があった。妻である、エルザだ。彼女はほとんど帰宅せず、王城で泊まり込み生活を続ける夫のために、週に一度、必ず一週間分の着替えを持って王城にくることを習慣としていた。この日も屋敷のメイドを伴って、彼女はやってきた。彼は忙しそうにペンを走らせながら、彼女に話しかける。

			「屋敷の様子は、どうだい？」

			「ええ。エリルが剣の修行を終えて戻ってまいりました。今は屋敷に留まっております」

			「ほう……。彼女はアサインシアに帰るのかな？」

			「いいえ。屋敷にいたいと申しましたので、許可いたしました。私の警護をすると言っておりましたので……」

			　侯爵は相変わらずペンを走らせながら、ニヤリと笑みを浮かべる。

			「そうかい。それはいいね。エリルが居てくれれば、君の警護はより盤(ばん)石(じやく)になる。ところで……結界師の方はどうかな？」

			「リノスのことでしたら、先日も申しました通り、非常に優秀です。魔法のレベルもファルコが驚くほどに上達していますわ。あの子が結界師として活躍するのも、そう遠くはないと思います。それに……」

			　エルザは言葉を切り、主人である侯爵をじっと見つめる。

			「それに……何だい？」

			　相変わらず彼は机に向かってペンを走らせたままだ。しかし、その声は何かを期待するかのように、楽しそうな雰囲気を持っている。

			「エリルが剣を教えると言いまして、今は、ファルコとエリルがリノスの修行を行っています」

			　侯爵のペンが止まる。そして、すっと彼の顔が上がり、目の前に立っているエルザに視線を向ける。

			「ほう、エリルが他人に剣を教えるとは……珍しいね。そうか、彼女もそういう年齢か……。リノスのような子供がいてもおかしくはないからな」

			　そんな夫の言葉に、エルザはゆっくりと首を振る。

			「いいえ。エリルはむしろ、弟のようにリノスを扱っています」

			「弟？」

			「ええ。何かというとリノスリノス。リノスに色々と無理なことを言っているようですわ。そして、リノスが上手にエリルを扱っています」

			「フフフフ。さしずめ、私たちみたいだね」

			「あなた、御冗談を」

			　そう言って夫婦は笑顔を交わす。そして、エルザは夫から視線を逸(そ)らし、遠くを見るような眼をする。

			「ようやく、エリルの心の傷が、消えたようですわ」

			　その言葉を聞いて、侯爵も遠い目をする。

			「そうか、それはよかったね」

			　そう言って侯爵は再び視線を机の書類に移し、カリカリとペンを走らせる。そして、その姿勢のまま、彼は言葉を続ける。

			「イヤがる彼女を無理に結婚させたのは私たちだ。王の勅(ちよく)命(めい)とはいえ、あの子にはかわいそうなことをした。まさか、毎晩暴力を振るわれて、事を無(む)理(り)強(じ)いされていたとは……。今思い返してみても、私の不覚だった」

			「いいえ。あなたのせいではありませんわ。エリルもそれはそれは抵抗したようでしたし」

			「いいや。何事も暴力で解決するのはよくない。成人まもない娘に、十も年の離れた男であれば猶(なお)更(さら)だ。でも、よかった。我が屋敷に帰ってきたときのエリルと比べれば、雲泥の差だ」

			「……そうですわね。男性が近づくと震えていましたからね。あなたでも、ファルコでも」

			「そうだな。そんな子を剣の修行に行かせると聞いたときは驚いたけれどね」

			「あれはエリルが言い出したのです。この恐怖を克服したいと。あの子は、自信のあった剣や力が、夫に対して全く歯が立たなかったことが悔しかったのです。だから、剣の聖地への修行を考えたのです」

			「でも、わずか数年で免許皆伝を受けるとは、私も思わなかった」

			「ええ、もう、男性への恐怖心は克服していますわ。あとは、エリルが幸せを掴んでくれればいいのですけれど……。でも、そこはリノスが上手にやってくれると思いますわ」

			「そうかい。では、彼にも一度、お礼を言わなければいけないね。そして、君を守ってくれるようにお願いしなければ」

			「私は、大丈夫ですわ」

			「私のわがままで、屋敷の者の大半をこちらに連れてきてしまった。我が家の中でも手(て)練(だ)れの者を残したけれど、ファルコ一人では心配だったのだ。そこに、エリルと、リノスが君を守ってくれるというのは、私も心強い。なにせ私は、君がいないと生きていけないからね」

			「また、ご冗談を」

			　そう言って二人はフフフと笑いあった。その後、エルザは短い挨拶のあと、たまった洗濯物をメイドたちに持たせて執務室を後にしていった。彼は相変わらず、書類に視線を落としたままだ。

			　誰もいなくなった執務室。不意に侯爵のペンが止まる。彼はゆっくりと顔を上げ、今、エルザが出て行ったばかりの執務室のドアに視線を向ける。

			「やっぱり、エルザは大したものだね。彼女の周りにいる人すべてが幸せになっていく。私の目に狂いはなかった。きっと、エリルもリノスも、幸せになることだろう。特にリノスは不思議な子供だ。これまで頑(かたく)なに奴隷を使うことを拒(こば)んでいたエルザが突然、彼を買ったのだから。でも、エルザはこういう未来を予想していたのかもしれないな。きっと彼は、大物になるだろう。何といっても、リノスという名前は、生まれてすぐ死んでしまった、僕たちの子供に付けようとしていた、名前だったのだからね。リノスの成長も、楽しみだ。……ええと、この事案は片付いた。これは、あとでいい。よし……今は誰もいないから、ちょっと寝るか」

			　そう言い終わるか終わらないかのうちに、侯爵の頭がガクンと落ちる。まだまだ続く不眠不休の生活の中での、つかの間の休息だ。彼はもうすでに、小さないびきをかきながら熟睡している。誰かの手が、執務室のノブにかかるそのときまで。

		

	
		
			第八話　まあ、合格らしい

			　

			「エクストラファイヤー！」

			「うりゃうぁぁぁぁぁぁっ!!」

			　周辺一帯を焼き尽くす巨大な火の玉が俺に向かって放たれる。しかも、鉄をも溶かす超高温が凄まじいスピードで向かってくる。その後を、これもとんでもない速度で剣を構えた女が突っ込んでくる。

			「全結界」

			　俺は右手に剣を持ちながら左手を掲(かか)げ、素早く結界を張る。俺の周りを完全に覆(おお)い尽くす球体の結界、言ってみれば、透明なボールの中に俺がいる状態だ。

			　結界を張ってすぐ火の玉が着弾する。凄まじい轟(ごう)音(おん)と灼(しやく)熱(ねつ)。周囲の草木が燃えるどころか蒸発してしまっている。全身に衝撃波が走る。体が飛びそうになるが、何とか耐えきった。そう思った直後、煙の中から凄まじい速度で剣が突き出される。エリルだ。

			　ガキィィィィィン!!

			　数百枚のガラスが一気に割れるような音がする。突き出された剣は結界で受け止めたが、すぐにそこからヒビが入り、崩壊する。それを予想していたかのように、エリルの目にもとまらぬ斬撃が俺の脳天に向かって振り下ろされる。

			　その直後、俺は右手の剣をエリルに向かって振り上げる。狙うは腕。腕ごと剣を叩き落とす。しかし、エリルはなんと剣を手放して両手を広げ俺の斬撃を躱(かわ)す。一瞬、俺の体勢が崩れる。それを見逃すエリルではない。素早く空中の剣を掴み、そのまま必殺の斬撃を俺に打ち込む。

			　バシィ!!

			　エリルの剣は、俺の目の前で止まっていた。エリルが剣を止めたのではない。体勢を崩した直後、俺が薄い、しかも丈夫な結界を張り直したのだ。

			「ちょっとファルコ！　どうして魔法で攻撃しないのよ！」

			「無理ですよ、お嬢様。一度結界を張っちまったら、もう崩すのは難しいですから」

			「チッ！」

			　忌(いま)々(いま)しそうに俺を睨み、渋々剣を収める。

			「まあ、いいんじゃないの？」

			「ああ、儂もそう思います。まあ、合格ということだリノス」

			「あっ、ありがとうございます。エリルお嬢様、ファルコ師匠」

			　膝をつき、頭を下げる。いつもより丁寧にお礼を言う。

			「うりゃあ!!」

			　いきなりエリルが斬りかかってくる。全く反応できなかったが、彼女の剣は再び俺の目の前で止まる。俺は結界を解除していないのだ。

			「全く、油断も隙もないわね。可愛げってものがないのよ、あなたは」

			「可愛らしさを出してしまいますと、私の命がいくつあっても足りません。エルザ様のお許しなく、この命を他の方に差し上げるわけにはまいりません」

			「最近、本当に大人のような口をきくようになったわね。忌々しいわ」

			「まあまあお嬢様。儂でさえ破れぬリノスの結界をお嬢様は破ったのです。誇っていいですぞ」

			「これだから男は嫌いなのよ。何もわかってないのね」

			　すたすたとエリルは自分の部屋に帰って行った。

			「あーでも、この模擬戦はもうできないな。この屋敷が砂漠になってしまうからな」

			　屋敷からかなり離れているとはいえ、周囲は砂と岩とクレーターだらけだ。もともとはだだっ広い野原だったのだが。

			　エリルが俺の修行に加わるようになってから、過酷さが増した。師匠の魔法、しかも、ＬＶ４の全力の火魔法が降り注ぐのと同時に、エリルの斬撃にひたすらさらされるようになったのだ。

			　しかもこの二人の息がピッタリなのだ。確実に俺の結界の弱点を突いてくる。エリルが修行に加わった当初、結界を張るときは、どうしても目の前に意識がいってしまい、全方位に均一な強度で結界を張ることができなかった。背後などは特にそうだった。その強度のムラを二人は一瞬で見破り、見事な連係で着実に突いてきたのだ。エリルも最初こそ木剣を使っていたものの、「調子が狂う」との理由で、早々と真剣を使ってくるようになった。お陰で何度結界を割られ、切り刻まれたかわからない。何度か致命傷を食らい、あと一歩遅れたら完全にあの世行き、という場面もあったのだ。

			　しかも、師匠からは常に結界を張っておくように命じられ、寝ているときも結界を張り続ける毎日を過ごすことになったのだ。当然、結界を張るとＭＰを消費するのだが、熟睡すれば回復力こそ落ちるものの、ＭＰは確実に回復するということがわかったのだ。とはいえ、完全に意識を失えば結界は消える。それを見張るために深夜、抜き打ちでエリルが俺に斬撃を打ち込む、という正気の沙(さ)汰(た)とは思えない修行も行われていたのだ。救いといえば、このときだけは手加減をして、木剣を使ってくれたことである。当然俺に打ち込まれる力は、全力であるのだが。お陰で何度顔面を割られたことか。

			　こちらとしても必死である。安眠が妨害されるのだ。しかも大怪我付きで。死に物狂いで取り組んだ結果、熟睡しながら結界を張り続けるコツを掴むことができた。副産物として、気配探知と魔力探知の能力も得ることができた。今ではエリルだけでなく、師匠も襲撃してくるようになったが、気配探知か魔力探知に掛かった瞬間、無意識に結界の強度を高めることができるようになっているので、二人の襲撃の被害は実質ゼロである。

			　こんなことをしていたので、三人で修行を始めた当初は、すぐに俺のＭＰがカラになってしまうことがよくあった。そこで師匠は俺に、ほぼ無理やりに、自分のＭＰを吸い取るスキルを習得させた。そのやり方は師匠らしく、とても効率的なものだった。なんと、腕に炎をまとい、そのまま俺の胸ぐらを掴んだのだ。

			「熱いか？　この炎も魔力でできているのだ。熱けりゃ儂からＭＰを吸い取るのだ！　そうすりゃ炎は消えるぞ？　ハッハハハ!!」

			　……すぐにスキルはゲットできた。それだけでなく、回復魔法のレベルも上がったのだった。

			　エリルもエリルで、俺に真剣を与えたかと思うと、それで模擬戦を行うようになった。二人にフルボッコにされた後に、である。当然最初はエリルの斬撃をいやというほど浴びせられたし、激しい筋肉痛にも苛(さいな)まれた。俺としても痛いのはイヤなので、必死で剣を躱すことを覚えた。

			　あれから１年、10歳になった俺は、二人の攻撃をかなり躱せるようになり、死を覚悟するような傷を負うことはなくなりつつあった。そうしたこともあって、ここ最近では、エルザ様の警護も、たまに任されるようになった。王宮に向かうときなどに、俺も一緒の馬車に乗ってお供をするのだ。普段は腕の立つメイドが同乗しているのだが、時折エルザ様直々に俺にご指名があるのだ。

			　馬車の中では常に結界を張り続けているが、今のところエルザ様が襲われたことはない。王宮に着くと、エルザ様は大手門から王宮内に入っていく。俺はご主人様が帰ってこられるまで、大手門近くにあるバーサーム家専用の詰め所で待機しなければならない。俺は王宮内に入ることができないため、エルザ様はその間は無防備になるのではと思っていたが、王宮内に詰めているバーサーム家の腕の立つ者が大手門まで迎えに来ていて、彼女を護衛しているのだそうだ。

			　従者の詰め所には何もない。ただ、椅子と机が置いてあるだけの殺風景な施設で、ただ座っているだけだ。さすがにそこで居眠りをブッこくわけにもいかず、さりとて、こんなところまで来てエリルの剣術の復習をする気にもなれない。待っている間、暇を持て余した俺は外に出て、街ゆく人々をのほほんと観察することにしている。俺を縛っている奴隷魔法はあまり強力ではないが、それでも、主人から逃亡しようとしたり、主人に危害を加えようとしたりすると体に電流が走るらしい。今のところその被害にはあってはいないし、バーサーム家に恩義を感じている俺は、逃げる気はない。

			　詰め所から広場を見ていると、様々な光景が目に入る。ガリガリに痩せた、俺とそう変わらない年齢の子供が、豪華な服を着た男の後ろを、荷物を持って歩いている。よく見ると顔には痣(あざ)があり、彼はおそらく食べたいものも食べさせてもらえず、失敗すると折(せつ)檻(かん)されているのだろう。そう考えると俺は、それなりの服を着させてもらい、食事も与えられ、一般市民と変わらない生活を送らせてもらっている。何より、エルザ様に買われなければ、俺は死んでいたのだ。彼女は俺にとって命の恩人である。確かに、師匠やエリルの修行は地獄以外に形容する言葉が見当たらないが、それでも、二人とも愛情をもって俺に接してくれている。俺のスキルでエルザ様たちが守られれば、それに越したことはない。期待され、目をかけてもらっているだけに、俺はそれに応(こた)えたいと思うのだ。

			　と、そんなことを考えていると、広場にファルコ師匠らしき人間を発見する。よく見ると、手に炎の球を作っている。まさかアンタ、ここで魔法ブッ放すつもりじゃないだろうな？　いや、師匠ならばやりかねない。しかも、何でニヤニヤと笑っているんだ？　俺は慌てて自分に結界を張る。それに気が付いた師匠は、チッと舌打ちをして姿を消した。当然、近くにはエリルもいるだろう。結局俺は、エルザ様が帰ってくるまで、結界を解除することができなかった。

			　その帰り道、エルザ様とともに屋敷に帰る馬車の中で、俺は思いがけない言葉をかけられた。

			「リノス、あなたにはお礼を言います」

			「どうされたのですか、ご主人様？」

			「エリルがとてもいい笑顔を見せるようになりました。あなたのお陰です」

			「そんな……。お嬢様には、私の修行に付き合っていただいておりますので、お礼を申し上げるのは、私の方です」

			「これからも、エリルの傍にいてやってちょうだいね。あの子は……もっと幸せになってほしいと思っているのよ」

			「……畏まりました」

			「あなたも、何か困ったことがあれば私に遠慮なく言うのですよ？　どんな些(さ)細(さい)なことでも構いません。あなたはバーサーム家にとって、なくてはならない人なのですから」

			「ご主人様……」

			「これからも、私たちを、助けてちょうだいね」

			「ハイ……」

			　俺は頭を下げながら、必死で涙をこらえていた。

			　その後、師匠とエリルの修行は続けられた。これまでは実戦形式であったが、魔術論や護衛論などの座学の時間も増えていったのだ。ちなみに、今の俺のステータスは、こんな感じだ。

			　

			【リノス（奴隷結界師・10歳　男）　ＨＰ：77　ＭＰ：２１３】

			　結界魔法ＬＶ４（師匠の火魔法〈ＬＶ４〉は効かなくなった！　自分の思い通りの結界が張れる！）　火魔法ＬＶ２（大きな火の玉を発射できるようになった！）　水魔法ＬＶ２（大きな水球を発射できるようになった！）　土魔法ＬＶ１（簡単な穴を掘ったり埋めたりすることができるようになった！）　回復魔法ＬＶ３（重度の火傷や傷を完全に治(ち)癒(ゆ)できる。ついでに病気も治癒できる！）　生活魔法ＬＶ１　詠唱ＬＶ３　鑑定魔法ＬＶ３　剣術ＬＶ２　ＭＰ回復ＬＶ２　気配探知ＬＶ２　魔力探知ＬＶ２　魔力吸収ＬＶ１　肉体強化ＬＶ１　回避ＬＶ２　行儀作法ＬＶ１　教養ＬＶ３

			　

			　10歳にして、王宮の結界師と同レベルである。良い師と、効果的な修行のお陰で奇跡のような成長を遂げたが、良い子はゼッタイにマネしない方がいい。そしてあるとき、俺は師匠からこんなことを言われたのだった。

			「まあ、儂が教えることもほぼなくなってきた。従って、お前には儂の修行からの卒業実習をやってもらおうと思う」

			「卒業実習ですか??」

			「そうだ。お前、三日後にルノアの森に行って魔物を狩ってこい」

			　ルノアの森??　マジかよ。そこって有名な魔物の巣(そう)窟(くつ)じゃねぇか。俺、本当に死ぬかもしれない……。

		

	
		
			第九話　初陣

			　

			　ルノアの森。ジュカ王国の北東に位置する、広大な森である。そこは魔物の巣窟と化しており、多くの種類が生息している。

			　魔物については、王国が調査の上、その強さや魔力、そして過去に国に与えた被害などを考慮して、ＳランクからＥランクまで分けられており、ルノアの森にはＡランクからＥランクまでの幅広い魔物が生息する。しかも、森の最北に位置するルノア山脈から西のジュカ山脈にかけては、数多くのドラゴンが生息しているのだ。また、ジュカ山脈はかなり標高が高いため、ここを越えてニザ公国に至るのは非常な困難を伴う。従って、ニザ公国との交易はあるにはあるが、山脈を迂(う)回(かい)するルートを通るため、年に一度、新年を祝う使者が商人に同行して来たときに両国王の親書が取り交わされる程度だ。

			　そんな森の前に、俺は立っている。なぜかエリルも一緒だ。俺が森に向かう前日、いきなり同行すると言い出したのだ。

			「強力な魔物に出会う可能性もあるのよ？　リノスの警護も必要でしょ？」

			　かなりすったもんだがあったのだが、エリルは強引に押し切った。

			　そして当日の朝、無理やり馬車用の馬を引っ張り出してきて、俺を自分の後ろに乗せた。

			「しっかり掴まっていなさいよ！」

			　そう言うと、いきなり馬を全力で走らせた。王都の、貴族屋敷が並ぶこの地区で馬を全力で走らせることは、通常禁じられている。例外的に緊急の早馬だけはその限りではないため、下手をすると何かの緊急事態が起こったと思われてもおかしくない行為である。たまたま早朝で、人がいなかったのが幸いしたのか。さしたる混乱は起こらなかったのだが。

			　バーサーム家の屋敷からルノアの森までは、徒歩で約５時間の道のりである。俺はまだ子供でもあるため、時間がかかろうということでかなり早朝に出発したのだが、エリルの馬移動のおかげで、30分程度で到着してしまった。あまりにも乱暴に馬を扱うために舌を噛(か)んでしまい、エリルに見つからないようこっそり回復魔法で治療したのはナイショの話である。

			「さあ、大物を狩るわよ！」

			「お嬢様、魔物を狩るのは私ですが」

			「リ、リノスが倒せない魔物に出会ったら助けてやらなきゃって意味よ」

			「ええ、そうならないように、頑張ります」

			　魔力探知で森の中を探ってみる。まだまだＬＶが低いため、探知できる範囲は狭いが、結構な数が森の入り口付近にいる気配を感じる。どれも小さな魔力なので、ゴブリンか何かだろうか。

			　魔物、というだけあって、どんな小さい、弱い個体でも魔力を持っている。一説によると、この魔力が魔物の体を構成しているとも言われ、魔力が強ければ強いほど、より強力な魔物になるのだそうだ。

			　周囲の魔力を意識しつつ、森の中に入っていく。奥に進むと薄暗くて視界が悪い。普段から結界を張りっぱなしなのだが、ちょっと結界の強度を上げておこう。

			　道に迷わないよう、慎重に森の中を進む。エリルはキョロキョロと周囲に目を向けっぱなしだ。迷子になっても知らないよ。

			「何か拍子抜けね。何も出てこないじゃない。魔物に襲われて大乱戦を予想していたのに。せっかく剣を手入れしたのに、残念だわ。早く魔物を斬って斬って斬りまくりたいわ」

			　一体アンタ、どれだけ戦闘狂なんだよ。

			　魔物が襲ってこないのは、おそらくエリルが原因だ。何しろ免許皆伝の腕前だ。襲い掛かった瞬間にエリルの剣の餌食になる。魔物も本能的にわかるのだろう。ゴブリンあたりをサクッとやっつけて帰ろうと思っていたのに、残念至極である。

			　ゆっくり歩を進めていくと、奥から大きな魔力を感じる。立ち止まって、目を凝らして見てみると、二つの赤い光が見えた。その直後、

			「グモオォォォォー」

			　ものすごい咆(ほう)哮(こう)とともに、バカでかい牛が現れた。３メートルはあろうかという巨体に大きな角が生えている。

			「カッ、カースシャロレー!?」

			　目を見開いて驚くエリル。そんなにヤバイ生き物なのか？

			「普段は森の奥深くに生息しているのに、何で森の入り口近くまで出て来ているのよ！　討伐しないと……。こいつは硬い皮を持っているから、剣も魔法も通じない相手よ。Ｂランクの魔物だからアンタには無理よ。後ろに下がってなさい」

			　エリルが抜剣しながら俺の前に立つ。巨大牛は前足で地面を蹴りながらすでに臨戦態勢である。

			「りゃぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　一瞬のうちにエリルが動いた。剣を上に向かって撥(は)ね上げる。狙うはカースシャロレーの首だ。

			　ガキィィィン!!

			　金属がぶつかるような音が起こる。エリルの剣はカースシャロレーの首を傷つけはしたものの致命傷には至らない。一旦距離を取るエリル。しかしその瞬間、今度はカースシャロレーが動いた。

			　エリルにも劣らぬスピードで、エリルに角を突きつけながら突撃してくる。

			「引っかかったわね!!」

			　カースシャロレーの眉(み)間(けん)に向けて、必殺の突きを繰り出すエリル。

			　パァン！

			　何かが弾けるような音がした。カースシャロレーの動きが止まる。しかし、エリルの剣も眉間を砕けずに止まっている。俺の結界を砕く威力のあるエリルの突きを受け止めるとは、この牛の防御力は半端ない。

			「リノス、逃げなさい。あなたじゃ無理よ！」

			「ええと、逃げる前に一つ、試してみたいことがあります」

			　俺は左手を大牛に向ける。そしてヤツを結界の中に閉じ込める。

			「カースシャロレーを結界に閉じ込めておいて逃げるのね！　やるわね！」

			「しっ！　ちょっと静かにしてください！」

			　俺は注意深く結界を操作する。大牛は俺に突撃しようとするが、結界の中に閉じ込められているので身動きが取れない。しかし、このまま暴れられ続けると、結界が壊れる可能性がある。ちょっと急いだ方がいいか。

			　暴れている大牛の動きが止まる。瞳(どう)孔(こう)が開き、口が大きく開かれていく。しばらくすると大牛の瞳から光が消える。そして、大牛はゆっくりと倒れていった。

			「ふぅ～。どうやら成功したようです。ちょっと操作が難しいですね」

			「……一体、何をしたの？」

			「ええ、結界の中の空気を抜きました。空気がなければさすがに窒(ちつ)息(そく)するんじゃないかと思っていましたが、やっぱりでしたね。デカイので、真空状態を維持するのが大変でしたけど」

			「空気を抜いたって……」

			　剣を持ったまま呆然と立ち尽くすエリル。その隣で俺は、このバカでかい牛をどうやって持って帰ろうかと考えを巡らすのだった。

		

	
		
			第十話　狩った魔物を運ぼう！

			　

			「ちょっとこの牛は、持って帰るのは無理ですね」

			　３メートルの巨牛を前に俺は呟く。

			「でもファルコ師匠に倒した証拠を持って帰らなきゃいけないですし……どうしましょうか」

			　とりあえず何とか切り落とすことができる部位だけでも持って帰りたい。

			「その必要はないわ」

			　エリルが腰にぶら下げている袋を取って、俺に手渡す。

			「その袋に魔力を通して、アプト、と唱えてみなさい」

			　言われるがままに魔力を通し、アプトと唱える。すると、目の前の巨牛が一瞬で消える。

			「え？　え？　どうなっているんですか？」

			「これは無限収納よ。バーサーム家に伝わる家宝の一つで、使用者の魔力に応じて、生き物以外であれば、どんなものでも無限に収納できる袋よ。私の魔力は少ないから扱えないけど、リノスのＭＰは、ＭＰ回復と魔力吸収でほぼ無(む)尽(じん)蔵(ぞう)だから大抵のものは収納できるわね」

			　自分のステータスをチェックしてみると、ＭＰが30ほど減っている。

			「出すときは袋の中から牛を取り出すことをイメージすれば出てくるわ。お屋敷に帰るまでその袋は、持っておくのよ。落としたり失くしたりしたら……わかっているわね？」

			　コクコクと頷(うなず)く。こえぇよ、エリルお嬢様。

			　森を出て、再び馬に乗って帰路につく。さすがに朝のように全力で馬を飛ばすようなことはなく、ゆっくりのんびりと屋敷までの道のりを帰った。

			　行きはエリルの腰に掴まることで精いっぱいだったが、帰り道はずいぶんと余裕がある。エリルの腰に掴まっていると、意外にきれいな肌をしていることがわかる。外見は10歳とはいえ、中身は30代。スケベ心がムクムクと湧(わ)き上がってくる。

			「本当にあんたって気持ち悪いわね」

			　うぇっ！　俺の心を読みやがるのか!?

			「10歳でそれだけのスキルを身に付けるなんて、人間離れもいいところだわ」

			　エリル曰く、10歳でＬＶ４のスキルを持っていること自体、ありえないことなのだという。

			　本来、ゼロからスキルを身に付けようとすると、真面目(まじめ)に修行しても５年はかかるのだそうだ。そこからさらに５年ほどの修行を経(へ)てようやくＬＶ２。さらに上のレベルに至るには、またさらに10年の歳月が必要とされる。さらにＬＶ４に至るには20年、ＬＶ５は30年の歳月がかかるとされている。つまり、全くスキルのない状態からＬＶ５に至るのには、約70年の修行が必要になることになる。しかもこれはすべての修行が順調にいってのことであるため、平均寿命が50年のこの世界でＬＶ５に至るのは、それはそれはレアケースなのだ。

			　稀に、スキルを持って生まれてくる者もいる。それはいわゆる「才能がある」ということであり、そういう者はスキルのレベル上昇も比較的速いとされる。ちなみに、エリルも「剣術ＬＶ１」を持って生まれてきている。

			　そのエリルでさえ、一時は修行を休んでいたものの、ＬＶ４になるまで約20年の歳月がかかっている。もっとも彼女の場合は剣聖の下(もと)で修行を始めてから飛躍的にスキルが伸びたらしい。実際ＬＶ２からＬＶ４までかかった期間は、たった８年間である。

			　こうして見るとエリル自身も人間離れしているのだが。エリル曰く、「死にかけるとスキルは上がりやすい」のだそうだ。剣聖の下での修行がどれほど過酷なものであったのか、容易に想像できる。

			　しかし、俺とて毎日毎日死ぬほどの修行をしてきたのだ。火に焼かれ、爆発に巻き込まれ、吹っ飛ばされ、真剣で切り刻まれてきたのだ。骨折など何度したかわからない。自分でも生きているのが不思議なくらいである。

			「そりゃ私だって、何回も死にかけています。だからレベルが上がるのが速かったのかもしれません」

			「そう？　倒れたらすぐにファルコが治療していたから、死ぬようなことはないと思っていたけど？」

			　いや、致命傷ですがな。完全に意識が飛んでいたでしょうに。白目剝(む)いていたでしょうに。呼吸止まっていたことも何回かあったでしょう。しかもそれは、アンタの斬撃を食らったときでしたよ？

			　俺がどれだけの怪我をし、治癒を重ねてきたのかを、噛んで含めるように説明して、ようやくエリルは納得してくれたのだった。

			　屋敷に着くと昼過ぎだった。俺たちが帰還したと聞いたファルコ師匠が、満面の笑みで屋敷から出てきた。そのあとから、エルザ様も姿を見せた。

			「おーおー。もう帰ってきたのか！　ちゃんと魔物は狩れたんだろうな？　ゴブリン１匹などと言いおったら、承知せんぞ？」

			「リノス。ご苦労様でした。怪我はなさそうね？」

			「はい、ご主人様。大きな怪我を負うことなく帰還しました。師匠、ちゃんと魔物を狩ってきました」

			「お嬢様に手伝ってもらったのではあるまいな？　ほう、自分で倒したと。よし、では見せてみろ！」

			「ファルコ、ここではなくて、庭の方がいいわね」

			「そうですな。屋敷の前で魔物の死骸を出すわけにはいきませんな。よし、庭にいきましょう！」

			　そして、庭で無限収納から狩った巨牛を取り出す。

			「こっ、これはカースシャロレー!?」

			　ファルコ師匠がマジで驚いている。

			「そうよ、私でさえ動きを止めるのが精いっぱいだったのに、リノスは一人で倒しちゃったのよ」

			「カースシャロレーの動きを止めた？　リノスは一人でそれを倒した？」

			　呆然とする師匠。後で聞いた話では、カースシャロレーを見たら全力で逃げろというのが一般的な常識なのだそうだ。討伐には王国軍が出動するレベルらしく、これが群れをなして町を襲うと、強固な城壁を持たない町などは、あっという間に蹂(じゆう)躙(りん)されてしまう。それどころか、ひとつ対応を間違うと、軍隊ですらその勢いに飲まれてしまい、国が亡ぶほどの大災害になることもあるのだという。

			「二人そろって化け物、失礼、凄まじい力ですな」

			「化け物はリノスよ。私は全く歯が立たなかったのよ。まだまだ修行が足りないわ」

			「それにしても、二人ともよく戻ってきました。ご苦労様でした。しかし、こんな大きな魔物、どうしましょうか？」

			「大伯母様、カースシャロレーの肉は絶品なのです。是非皆で食べましょう！」

			　エリルがとんでもないことを言い出す。エリルの剣でさえ弾いてしまう強力な皮を持っているのだ、解体などできるわけがない。

			　しかしそれは杞(き)憂(ゆう)だった。カースシャロレーは肛門の周囲は皮が薄く、そこから皮を剥いでいき、あっという間に解体されてしまったのだった。

			　メイド長兼コック長でもあるワラサさんと、その配下のメイドたちの手際の良さが職人レベルだったのを特筆しておく。そして、カースシャロレーの肉は、俺が前世の時代から食べた肉の中で最も美味であったことを特に記しておく。肉も、内臓も、特級品の美味さであった。

		

	
		
			第十一話　平穏な？　日々……

			　

			　ルノアの森で巨牛を狩ってから、俺の環境は少し変化した。

			　一番の変化は、部屋が替わったことである。模様替えをしたのではない。使用人用の離れの部屋から母屋に一部屋を与えられたのだ。

			　これまで屋敷の執事を務めていたワイトンが、王宮に住むバーサーム侯爵の許に行くことになり、替わって俺が執事代行の任に就くようになったのだ。

			　きっかけは、エリルの意地っ張りだった。いつも剣を振り回している彼女だが、あれでも一応はバーサーム侯爵家につらなる女性なのだ。従って彼女はよく、他の貴族たちが開催するサロンのお誘いを受ける。そういう場所が苦手なエリルは、色々と理由をつけて断りの返事を出すのだが、とはいえ、断り続けてばかりいると付き合いの悪い人間だと思われ、ひいてはその家自体も付き合いが悪いとみなされて、貴族たちからの評判が落ちる。歴史ある侯爵家であるバーサーム家がそのような誹(そし)りを受けることはないが、それでも、この家に世話になっている以上、彼女も家の名前を落とすような振る舞いは許されない。そして、どこをどう間違ったのか、エリル主宰のサロンをバーサーム家の屋敷で開かねばならないことになったのだ。しかも、間の悪いことにエルザ様が不在のときに。

			　当然、バーサーム家ではお茶とお菓子を用意し、エリルのドレスを用意して、万端の準備を整えてその日を迎えた。

			　だが、全く慣れないサロン、しかも主宰者という立場でエリルは最初からガチガチだった。それでも何とか貴婦人たちとの会話を無難にこなしていたが、いざ、お茶を飲み、お菓子を食べている最中に事件は起こった。

			　なんと、あろうことか、エリルが食べこぼしをやってしまったのだ。

			　クッキーのようなお菓子を食べようとしたとき、ちょっと嚙んだクッキーが細かく砕け散ったのだ。しかも、それに驚いたエリルはさらに持っていたクッキーを握りしめたために、右手に持っていたクッキーも砕け散るようにボロボロと床に落ちたのだ。まさに、貴族の子女としてはあるまじき振る舞いであり、当然のごとくその場はシラけてしまった。

			　こんなことで怯(ひる)むエリルではなく、何とか会話をつないでいたが、参加者の一人であるサワーヌ伯爵夫人は明らかに冷め切っていた。そして彼女はお手洗いに中座してしまった。

			　この段階ですでにエリルの敗北は決定的だった。招いた客がシラけてお手洗いに行ってしまったのだ。これはこの国の貴族の間では、人をもてなす力はゼロだと言われたに等しいことになる。

			　そのとき俺は一計を案じ、メイドの一人に頼んで一芝居打つことにした。サワーヌ夫人が入ったお手洗いの前に立ち、メイドとともにちょっと声を張りながら会話をする。

			「お嬢様も意地悪なことをなさいますね」

			「どうされたのです？　リノス殿？」

			「いえ、お嬢様が先ほど、ポロポロリをなさいましたもので」

			「ポ……ポロポロリ？」

			　メイドは、何言ってんのよ！　と言わんばかりに睨みつけてくる。俺は右手の人差し指を口元に持っていき、彼女に静かにするように合図を出し、そして、言葉を続ける。

			「その昔、ある帝国の皇帝が、いつも食べこぼしをしながらお食事をされていたそうです。それはご自分が飼っておられた猫に餌をやるために、わざと食べこぼしをされていたのです。以来その国では、食べこぼしをするという行為、ポロポロリは最高のもてなしとなったのですが……。果たしてこの故事をご存知の方は、あの中に何名おいでやら……。お嬢様の意図が伝わればよろしいのですが……」

			　そう言うと俺はメイドとともに、お手洗いの前から離れた。

			　サワーヌ夫人は何食わぬ顔で席に戻る。そして、それと入れ替わるようにマンクーミ子爵夫人がお手洗いに立つ。彼女が退出した頃を見計らって、サワーヌ夫人が口を開いた。

			「エリル様、この度は過分なるおもてなしをいただき、ありがとうございます。私(わたくし)、感激いたしましたわ」

			「ヘ？　え……ええ……。ありがとうございます……」

			　エリルは目を泳がせながら返答している。そして、どうにかこうにか、この日のサロンは無事に終えることができたのだった。

			　後日、俺はエルザ様から呼び出され、この日の顛(てん)末(まつ)を褒(ほ)められたのだった。

			「リノス、あなたはずいぶんと機転が利くのね。これならば執事として十分やっていけそうね」

			　このとき、エルザ様は俺を執事代行にしようと決めたのだそうだ。

			　執事ワイトンの王宮への派遣については、以前から計画があったのだが、彼に代わる有能な執事はそうはいないために、なかなか実行できなかった。しかし、現在の状況がそれを許さなかった。

			　いよいよ王太子の派閥を盤石なものにするため、バーサーム侯爵は多忙を極めていた。これまでは２週間に一度は屋敷に帰って来ていたが、現在では数ケ月に１度程度にまで減ってしまっている。そのため、身の回りの世話をするために、敏(びん)腕(わん)執事であるワイトンが王宮に投入された、というわけだ。

			　侯爵はすでに60歳を超える年齢である。平均寿命が50歳のこの世界での60代は、かなりの老齢だ。エルザ様ともども、末永く息災であることを祈るのみである。

			　ワイトンが居た部屋は豪華である。広さはこれまでの部屋とそう変わらないが、ベッドなど、天(てん)蓋(がい)付きである。映画以外で初めて見た。

			　とはいえ、さすがにベッドのシーツ交換など、基本的な身の回りのことは自分でしないといけないのだが、これまでとは生活スタイルが一変した。

			　何故、こんな好待遇になったのか。理由は簡単である。俺の仕事が、執事代行以外にもう一つ増えたのだ。今の一番の仕事は、屋敷全体に結界を張る、というものだ。

			　基本的に殺意などの邪念を持った人間が入れないように結界を張っている。そのために、ご機嫌伺(うかが)いに来たとある貴族の使者などは門の中に入れず、門を潜ろうとしたところから激痛を訴えて動けない、という出来事もあった。

			　この使者、バーサーム家の動向を探りに来たスパイでもあったらしい。もっとも、わざわざ邪(よこしま)な心を隠しもしないでやってくる段階でスパイ失格なのだが。

			「結界魔法ＬＶ４」はかなり使えるスキルだった。俺だけでなく、他の人にも結界を張ることが可能なのだ。しかも遠隔操作が可能という優れものである。その結果、現在はエルザ様と、バーサーム侯爵に俺の結界をかけている。近いうちに王太子にも結界をかける予定だ。さすがに、奴隷である俺が王宮に行くわけにもいかず、王太子がお忍びで王宮の外に出る必要があるのだが、なかなかその機会がなく、延び延びになっているのが現状だ。

			　また、修行内容もかなり変わった。これまで屋敷の庭であったものが、ルノアの森になったのだ。

			　基本的にエルザ様の護衛は、師匠、エリル、俺、の三人がローテーションを組んで行っている。師匠は、俺に対しては特に教えることはない、といって放任主義に徹するようになった。自分のレベルは自分で上げていけということだ。しかし、気が付いたことは指摘してくれたり、アドバイスしてくれたりする。何だかんだ言いながら、きちんと師匠として、俺を見守ってくれているのだ。

			　そのお陰で俺は、執事代行の仕事もこなせるようになっている。しかし、エリルはルノアの森に行きたがる。従って、俺が休みのときは、必然的にエリルに森に連れていかれることになる。

			　ルノアの森は苛(か)酷(こく)だ。森に棲(す)む魔物が恐ろしいのではない。一番の脅威は、エリルの食材への興味だ。

			「ねぇ！　このキノコ美味しそうじゃない？　リノス、焼いてみてよ！」

			「この果実きれい！　絶対に美味しいわよ！」

			　剣聖の下ではかなり粗食であったそうで、もともと「食べるの大好き」なエリルは巨牛の一件以来、食い道楽に拍車がかかるようになった。

			　必然的に俺が調理を担当することになる。まあ火魔法が使えるのと、水魔法が使えるため、調理をすることは問題ないのだが、一番の問題は、

			「毒味役も兼ねている」

			　ことであった。エリルは俺が「美味しい」という食材しか食べない。当然、俺が食べて何ともない食材であることは言うまでもないことだが。

			　お陰で、最初はかなり毒性のあるモノを食べた。ルノアの森に自生している、毒を持った植物の一番恐ろしいところは、無味・無臭なのだ。咀(そ)嚼(しやく)して、飲み込んだ段階で毒や麻(ま)痺(ひ)が有効になるようで、歩き出そうとした瞬間に血を吐いて倒れる、体に異常な湿(しつ)疹(しん)が出る、体が痺(しび)れる、というようなことが何度もあった。あるときなどは、目の前に大量のゴ○ブリが湧いて出る幻覚を見て、思わず絶叫して錯(さく)乱(らん)したこともあった。

			　そうしたときは、ひたすら回復魔法をかけまくる。そんなことをしているうちに、こうした毒や麻痺に対する耐性が付くようになった。症状は軽減されたのだが、なるべく、無味・無臭の食べ物は、顔をしかめてさも不味そうな顔して、吐き出すようにしている。

			　魔物もずいぶんと狩った。さすがに、カースシャロレーのような魔物はあれ以来一度もお目にかからないが、バカでかい蜘(く)蛛(も)や大きなカマキリなど、かなりの種類を倒している。たまに肉薄されて強力な攻撃を受けることもあるが、今のところ俺の強力な結界のお陰で、戦闘における被害は皆無である。

			　気が付けば冬が終わり、春が来て、暑い夏が過ぎていった。俺は11歳になっており、もうすぐ12歳になろうとしていた。あと少しで、成人だ。

			　

			【リノス（奴隷結界師・11歳　男）　ＨＰ：１１２　ＭＰ：６３９】

			　結界魔法ＬＶ４（自分の思い通りの結界が張れる！　他人にも結界付与が可能）　火魔法ＬＶ３（炎の大きさや発射スピードが操作できるようになった！）　水魔法ＬＶ２　土魔法ＬＶ２（穴を掘ったり埋めたりすることがかなり早くできるようになった！）　回復魔法ＬＶ４（欠損部分も治癒できる！）　生活魔法ＬＶ１　詠唱ＬＶ３　鑑定魔法ＬＶ３　剣術ＬＶ２　ＭＰ回復ＬＶ３（３時間程度の休憩でＭＰが全回復する）　気配探知ＬＶ３　魔力探知ＬＶ３　魔力吸収ＬＶ３　肉体強化ＬＶ２　回避ＬＶ２　行儀作法ＬＶ１　教養ＬＶ３　麻痺耐性ＬＶ２　毒耐性ＬＶ２　精神耐性ＬＶ２

		

	
		
			エピソードその二　リノスとエリルの秘密基地

			　

			「エヘヘ、ウヘヘヘヘ……」

			　およそ子供とは思えないゲスい笑い声を漏らしながら、俺は真っ暗闇の中を駆けていく。頭には大きな樽(たる)を載(の)せ、両手でそれを支えながら小走りに走る。そして、目的地と定めた場所に来ると樽を下ろし、キョロキョロとあたりを注意深く見まわす。念のため気配探知と魔力探知を発動させて、周囲の様子を入念に窺(うかが)った。

			「師匠は……いないな。きっと夜の遊園地だろう。エリルは……部屋にいるようだな。今頃は腹を出して寝ている頃か……。おあつらえ向きだ。よしっ！」

			　俺は樽を愛おしんで撫(な)でる。これを手に入れるのに本当に苦労したのだ。外国の貴族から贈られてきたこの樽は、中にとてもニオイのキツイ酒が入れられていた。俺はこの樽を見た瞬間に、コイツは使えると直感したのだ。

			　すぐにでも活用したかったのだが、現実は甘くなかった。この樽の中の酒が、なかなか減らなかったのだ。

			　バーサーム家の人々は基本的に酒を飲まない。例外的に師匠は浴びるほどに飲むのだが、その師匠でさえ、この酒は好みに合わないと飲まなかった。活用法を失った酒。そんなものは早く捨ててしまえばいいものを、メイド長兼コック長のワラサさんは、頑なにそれを捨てなかった。お屋敷でパーティーなどが催(もよお)されて、多くのお客様が来られたときにお出しするという理由で、その酒は保存され続けたのだ。

			　しかし、俺がルノアの森でカースシャロレーを狩ったときから、その状況は一変した。ダメもとで俺がワラサさんに、肉を酒に浸(つ)けると柔らかくなり、味わいがよくなるとアドバイスしてみたのだ。料理に関して研究熱心な彼女は、半信半疑でそれを実行してみたらしい。数日後、俺の前に仁王立ちした彼女は、ジロリと俺を睨みながら口を開いた。

			「あんたの言う通りやってみたよ。……確かに美味しくなるね。肉も柔らかくなる。リノス……あんた、やるじゃないか！」

			　その瞬間、俺の左肩にとんでもない衝撃が走った。あまりの威力に肩から左腕にかけての感覚が一瞬でなくなったくらいだ。思わずワラサさんを見ると、そこには黄金の右腕とも言われ、師匠の意識を何度も刈り取った彼女の腕が、きれいに振りぬかれた姿があった。俺はこれ以降、結界を一瞬たりとも解除しなくなった。

			　そしてこの度、めでたく酒を使い切り、俺はワラサさんから樽が捨てられることを確認し、晴れてゲットすることができた。この樽を見たときから計画していたことが、ようやく日の目を見るのだ。俺は興奮を隠し切れないまま、じっと夜が更けるのを待った。

			「よし、やるか！」

			　真っ暗闇の中、パシャパシャと水が飛び散る音だけが聞こえてくる。俺はその音に耳を澄ませながら、ハアハアと息を荒くしていく。もうすぐだ。もうすぐなのだ。そして、時は来た。

			「では、イカせていただきます」

			　誰に言うともなく呟いて、俺は全裸になって樽のふちに上がる。そして、軽く飛び跳ねるようにして樽の中に入った。

			「ああ～うわぁぁぁ～はあああ～あっ、ああああ～」

			　思わず喘(あえ)ぎ声が漏れてしまうほど、俺は感動していた。何年ぶりだろう。本当に、ずっとずっと我慢し続けていたのだ。

			「はああ～極楽や～極楽やぁ～」

			　声にならない声を漏らしながら、思わず呟いてしまう。この姿を人に見られたら、間違いなく俺はバーサーム家のすべての人間から嫌われるだろう。今まで築き上げてきた信頼を一瞬で失うことになる。それほど、俺の顔はユルユルになっていた。

			　そんなとき、俺の気配探知に何かが引っかかった。母屋の方向からだ。これはおそらく、エリルのものだ。ヤツめ、気が付きやがったか！　おかしい、何故だ？　何故気付く？　……チッ、気付かれては仕方がない。名(な)残(ごり)惜(お)しいが、今日は止めにするとしよう。俺は後ろ髪をひかれる思いで、全裸のまま迅速に現場の証拠を隠(いん)滅(めつ)し、注意深くエリルの気配を確認しながら手早く服を身に着け、エリルが帰り着く前に母屋の自分の部屋に帰り、眠りについたのだった。

			　翌朝、何食わぬ顔で起きて、いつものようにエルザ様の朝食の給(きゆう)仕(じ)をしながら、執事の仕事をこなしていく。エリルは起きてこない。彼女は朝起きるのが苦手であり、起こしに行かないと昼まで寝ていることなどしょっちゅうなのだ。この日も、エルザ様のご命令で俺がエリルを起こしに行く。当然彼女の寝起きのご機嫌は最悪である。起こしに行き始めた当初はブン殴られたり、蹴り飛ばされたりしたものだが、今となっては慣れたものである。結界を張っていれば、その攻撃は防御できるのだ。

			「お嬢様、朝でございます。起きてくださいませ。起きてくださいませ」

			　いつものようにエリルの部屋に入り、枕元で声をかける。彼女は頭まですっぽりと毛布をかぶり、起こしてくれるなと言わんばかりに一切反応を示さない。これもいつも通りのことなので、俺は問答無用で、ゆっくりと毛布を剝ぎ取っていく。彼女は握力が強いので、頭側から剥ぎ取ることは困難を極める。そこで今日は足側から毛布をまくることにした俺は、一気に剥ぎ取った。そして、そのまま固まってしまった。

			　……なんと、そこにはエリルが目をパッチリ開けて、爛(らん)々(らん)と瞳を輝かせて俺を見ていた。

			「うわっ！」

			　俺の一瞬のスキを突いて、エリルの両足が俺の腰に回される。そしてそのまま俺は彼女の豊満な胸の上に崩れ落ちるように覆いかぶさる。その直後、両腕が俺の背中に回されて、がっちりロックされる。完全にエリルの胸に抱きしめられている体勢になっていた。
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			「お……お嬢様、何をなさるのです！」

			「昨日の夜、一人で何をしていたの？　言いなさい！」

			「なっ……何にもしていません」

			「何もしていない？　私が何も知らないとでも言うのかしら？」

			「誤解です、お嬢様！」

			「昨日何していたの？　言いなさい！」

			「何もしていませんって」

			「フフフ。じゃあ、この体勢のままで人を呼ぼうかしら？　この姿を見たら、家の人たちはなんて思うかしらね？」

			　何考えてやがるんだ、この女！　俺がエリルを襲っているようには……見えないだろうな。どう考えても、エリルが俺を襲っているように見えるだろう。しかし、女と抱き合っているのは、いかにもマズイ。後々の説明がややこしくなりそうだ。

			「何も言わないってことは、やっぱり何かやましいことをしていたのね？」

			「違いますよ。わかりました。言いますよ。風呂ですよ。お風呂に入っていたのです」

			「お風呂？　何で、外でそんなことをしているのよ！　お屋敷のお風呂を使えばいいじゃない」

			「そうではありません、お嬢様。お屋敷のお風呂は、盥(たらい)にお湯を入れて、布で体を拭くだけでしょう？　私は、樽の中にお湯を入れて、そこに入っていたのです」

			「樽の中にお湯？　何でそんなことをするのよ！」

			「そうした方が気持ちいいのですよ。疲れが一気に飛ぶのです」

			「……それ、私も使わせなさい」

			「お嬢様の体では無理ですよー」

			「なっ！　あなた、私が気にしている胸のことを言うのね！」

			「ちっ、違います！　樽は小さいので、私の体くらい小さくないと入れないのですよ」

			「じゃあ、大きな、私が入れるくらいの大きさがあればいいのね？」

			「それはそうですが……」

			「わかったわ」

			　そう言うと、エリルはやっと俺を解放してくれた。彼女は淡々と服を身に着けて、エルザ様が待つ階下のダイニングに降りて行った。

			　その数日後、エリルと二人でルノアの森に行くと、彼女は突然こんなことを言い出した。

			「今日は狩りはやらないわ」

			「どういうことです、お嬢様？」

			「その代わり、付いて来てちょうだい」

			　彼女はズンズンと森の中に入っていく。俺は必死に彼女のあとを追いかける。そして、小一時間ほど歩いた頃、突然彼女の足が止まる。

			「お嬢様？」

			「ここよ」

			　見ると、バカでかい切り株がそこにあった。中は抉(えぐ)れており、かなり深い。幹の中が腐って空洞になったのだろうが、外側はまだ丈夫そうだ。

			　俺が丁寧に切り株の中を調べていると、後ろからエリルの声がする。

			「そこなら、私が入ることができる風呂を作れるでしょ？」

			　確かに、ここなら大丈夫そうだ。エリルは俺の返事を待たずに、早く湯を出せだの、風呂を作れだのと矢継ぎ早に指示を出してくる。仕方なく俺は魔法を使って切り株の中に湯を注いでいく。予想以上に密閉度が高く、どんどん水位が上がってくる。そして、すぐに切り株は、お湯で満たされたのだった。

			「じゃ、入るわね」

			　振り返ると、全裸になったエリルがいた。コイツには羞(しゆう)恥(ち)心というものがないのだろうか。逆に俺が恥ずかしくなり、目のやり場に困る。そんな俺を彼女は全く意に介さず、スタスタと切り株まで歩き、何の躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく、その中にザブンと浸かった。

			「……いいわね、これ。ああ、血が体中を駆け巡るようだわ」

			　エリルはしばらく無言で、目を閉じたまま、上を向いて風呂の中に入っていた。あまりにも無防備な姿であったため、俺は静かに、彼女の周囲に中身が見えない結界を張った。

			　やがて、思う存分風呂を堪(たん)能(のう)して、彼女は切り株の湯船から上がってきた。上気して白い肌がピンク色に染まっている。実に色っぽい。彼女は、全く恥じらいを見せずに、俺の目の前でテキパキと衣装を身に着けていく。そして、いつものエリルの格好に戻ったとき、彼女は俺に振り返りながらこう言った。

			「ルノアの森に来たときは、お風呂に入って帰るわ。ここは、私とリノスの秘密の場所にしましょう」

			　エリルは、見たことのない、美しい笑顔を見せていた。その姿に俺も無言で頷きながら、彼女に笑顔を返すのだった。

		

	
		
			第十二話　ハイ、喜んで！　ご注文承りました！

			　

			「リノス、ご主人様がお呼びです」

			　メイドの一人からジュカ王国の歴史の話を聞いている最中に、突然エルザ様からお呼びがかかった。ハテ、何の用だろうと思いを巡らすが、何も思い当たることはない。しかし、エルザ様が俺を呼ぶときは、必ず何らかのちゃんとした用向きであることが多い。前世の上司のような人ではないのだ。思い出す、あのクソ課長のことを……。

			　

			「オイ、久保」

			「なんスか、課長？」

			「６缶パックになっている３５０ｍｌのビール買って来てくれ。金はこれだ」

			「はぁ……」

			　徹夜続きの６人チームの現場。きっと今日の夜は早めに仕事を終わらせて、みんなでちょっとビールでも飲んでから帰ろうや、とでもいうのだろうと思い、俺は近くのスーパーにビールを買いに走った。しかし課長は、買ってきたそのビールをすぐさま自分一人だけで、無言で次々と空にしていったのだ。勤務時間中だったのにもかかわらず、だ。

			　それに引き換えエルザ様は、俺が理不尽に感じるような命令は出したことがない。それどころか、俺が用事を済ますと、どんなに些細なことであっても、必ずお礼を言ってくれるのだ。主人が奴隷にそんなことをするなど、聞いたことがないが、彼女は俺を大切な戦力と考えているためか、ぞんざいに扱うことはない。時には、ご褒美をいただくこともある。エルザ様が使われていたペンや諸国から贈られた布、パーティーやお茶会で余った料理やお菓子など、人が見れば大したものではないのだが、そういったちょっとしたものを、さりげなく、そっと下さるのだ。この間などは中々いい布をいただいたので、ワラサさんに頼んで、執事服で身に着けるネクタイを作ってもらった。それをご覧になったエルザ様は、いい心がけだと、またご褒美を下さったのだ。こうしていただいた品々は、俺の宝物だ。そんなお優しいエルザ様が、無(む)闇(やみ)に俺を使うわけはないのだ。

			「ご主人様、リノスでございます」

			　コンコンと部屋の扉をノックし、到着を告げる。一呼吸の間があって、

			「入りなさい」

			　失礼しますと、エルザ様の部屋に入った俺は、予想外の出来事に絶句してしまった。ファルコ師匠が部屋に居たからではない。なんとそこに、王太子殿下がおられたのだ。直接話をしたことはないが、この人は深夜にちょくちょくお忍びでこの屋敷にお見えになるのだ。当然、俺などはお目通りも許されない。たまたま夜、トイレに起きた時に、その帰り際を見たことがあるくらいなのだが、一度見たら忘れられないくらいに整った顔立ちで、俺が女なら一瞬で惚(ほ)れるだろう。噂では、暗(あん)愚(ぐ)な国王に代わってこの人が政治を主導するともいわれており、この屋敷に頻(ひん)繁(ぱん)にお忍びで来られるのも、そのためではないかと薄々思っていたところだったのだ。

			　固まっている俺に気が付いた殿下が顔を向ける。そして目が合ってしまった。ふと我に返り、慌てて片膝をつく。

			「こっ、これは失礼いたしました。ご無(ぶ)礼(れい)、ご容(よう)赦(しや)くださいませ」

			「ああ、そんなに畏まる必要はない。今日は私用で出向いただけだから。立ってくれ」

			「ハッ、恐れ入ります。それでは失礼致します」

			「この度はリノスに、殿下が内々にお願いしたいことがあって、この屋敷にお越しになりました。実は殿下は近く摂(せつ)政(しよう)に就任なさいます。そのことについて、是非、あなたの力を貸して差し上げてちょうだい」

			「それはおめでとうございます。また、ご主人様、誠に勿体ないお言葉です。王太子殿下、ひいてはご主人様をお助けできることならば、何でもさせていただきます。不(ふ)肖(しよう)の身ですが、全身全霊を以(もつ)て務めさせていただきます」

			「本当に彼は11歳かい？　ここまで教育が行き届いているバーサーム家が恐ろしいね」

			　そう言って王太子殿下は俺を見る。この人、顔は笑っているが、目は笑っていない。こういう人物は要注意だ。敵と見なした人間には容赦がない。だからこそ俺はこの人に、過剰なまでの忠誠心を見せる。まあ、今のところ敵に回る気はサラサラないのだけど。

			「本題に入ろう。君に頼みたいのは、黄金鳥だ。数は１００羽ほど」

			　黄金鳥……。ルノアの森の奥深くに生息する、黄金の嘴(くちばし)と羽を持つ首長鳥だ。一説には黄金を餌にしているとされ、その身は豊(ほう)潤(じゆん)で柔らかく、鳥類の肉の中では最高の味わいを持つとされる。個体自体はＦランクに分類される魔物であるが、警戒心が強く、しかも逃げ足が恐ろしく速い。その速度は光の速さに達するという。逃走に入った黄金鳥を捕まえるのは、ＬＶ５の人間でも不可能とされている。その上その肉は足が早く、死んでから５分後には腐敗が始まり、１時間後には完全に腐ってしまう。そのため、黄金鳥の料理が食卓に上るのは皆無なのだ。たまたま運よく見つけたら、その時点でイチかバチかで狩る、というのが一般的な方法だ。一説には死期を悟った黄金鳥は、群れから離れて森の入り口付近に移るとされており、年に数度、完全に腐った黄金鳥の亡(なき)骸(がら)が森の入り口付近で発見される。この鳥が狩られると、すぐさま解体されてその場で食べられるか、運よく「無(む)限(げん)収(しゆう)納(のう)」を持つ者や、空間魔法の術者がいれば、腐敗させずに持ち帰ることもある。そのときは肉一切れに何十万Ｇという法外な値段がつけられるのだ。そんな幻の鳥が１００羽である。かなり無茶な注文だ。

			「私の摂政就任に際して、式典を行うことになった。そのときに、主立った貴族や諸国の使者を招いて晩餐会を開くことになっている。そのメインとして、黄金鳥の料理を出したいと思っているんだ。期限は２週間後。それ以上は待てないんだ。どうだい、やってくれないか？」

			「これは殿下の御威光を示す絶好の機会なの。これができるのはリノス、あなたをおいて他にいないわ」

			　確かに、狩るのが極めて困難な黄金鳥を、しかも１００羽も揃えるということは、それだけでとんでもない戦力を保有していることを、諸国に暗に示すことができる。抑止力として見せるのは、打ってつけだろう。

			「師匠ではダメなのでしょうか？」

			　俺は恐る恐るエルザ様の傍に控えていた師匠を見る。さすがに俺一人で狩るのは難しい。王太子殿下の摂政就任というビッグイベント。これは何としても成功させなければならない。そう考えると、ここは万全を期して師匠に助太刀してもらわねばならないだろう。師匠にしても、自分の腕の見せ所ということで、行きたくてウズウズしているに違いないと思ったのだ。しかし、師匠の返事は意外なものだった。

			「バカ者。儂が行けば狩れるには狩れようが、大量に狩るのは無理だ。数羽狩ったところで逃げられて終わりだろう。群れを見つけても、儂の火魔法では羽を焼いて捕らえるのが一番効果的だが、そんなチマチマ狩っておっては他の黄金鳥にはすぐに逃げられてしまう。かと言って、大規模な火魔法を使えば、黄金鳥ごと森が丸焦げになってしまうのだ」

			「師匠のお力がなければ、弟子の私では荷が重いかと思いますが」

			「得意の結界魔法があるだろう。黄金鳥の群れを見つけて、そいつらをまとめて結界で縛って、そのまま連れてくればよいのだ」

			　無茶ぶりも甚(はなは)だしい。まず警戒心の強い黄金鳥の群れを見つけること自体が困難だし、仮に見つけてもかなり広範囲に結界を張らなければならない。結界がバレた瞬間に黄金鳥は消えてしまう。師匠の言う方法は難しいだろう。う～ん、どうしたものか。

			「大丈夫よ。リノスだったら何とかするわ。殿下、大船に乗った気持ちでお待ちください。黄金鳥１００羽、必ずお手元にお届けします」

			　エリル！　いつの間にこの部屋に入ってきやがった？　今、なんていったんだ？　他人事だと思って勝手なこと吹いてんじゃねぇぞ!!

			「うん、それを聞いて安心したよ。でも、腐敗した状態で持ってくるのはやめておくれよ」

			「当然ですわ、殿下。バーサーム家には、無限収納がございます。狩ってすぐにその袋に入れてしまえば、肉が腐ることはありませんわ」

			「うん、私もそれがあるから先生に頼もうと思ったんだ」

			「殿下、先生はおやめください。エルザとお呼び捨てください」

			「いや、私に真(しん)摯(し)に意見をしてくれるのは、先生とバーサーム侯爵ぐらいだ。自分への戒(いまし)めでもあるんだ。やっぱり先生と呼ばせてくれ」

			「殿下、勿体のうございます」

			　俺以外の人たちの間で、穏やかな談笑が始まる。もう注文はお済みのようですね。俺に残された選択肢は、「ハイ、喜んで！」と返事をする以外ないようだ。

		

	
		
			第十三話　黄金鳥をゲットせよ！

			　

			　王太子殿下の無茶ぶりから２日後、俺は黄金鳥を狩るべく屋敷を出た。その出発の前日、俺は再びエルザ様の部屋に呼び出されていた。

			「今回は大変な任務を与えますが、何としても成功させてほしいの。頼むわね、リノス」

			「畏まりました。全力を尽くします」

			「ファルコは、リノスに任せておけば絶対大丈夫。こういう大事なところで失敗する弟子ではないと言っていたので、その言葉を信じることにします」

			　こうして俺は、完全に退路を断たれた後、エルザ様から三つの装備品を与えられた。一つは下(か)賜(し)され、あとの二つは貸与という形だ。

			　貸与された二つの装備品は、バーサーム家に家宝として保管されているレアアイテムだ。一つが言わずと知れた「無限収納」であり、もう一つが「千(せん)里(り)鏡(きよう)」と呼ばれるものだ。こいつは、望遠鏡のような筒状の、何やら得体のしれない黒い木製のものであり、魔力を通すと、魔力量に応じて遠方の景色が見られるというもので、それこそ俺の魔力では千里先まで見える代物だ。

			　そして、エルザ様から直々に下賜されたものは、黒色のフード付きのローブだった。以前俺が狩ったカースシャロレーの皮をなめして作ったものらしく、とても薄い生地だが、防刃性と魔法の防御性はかなりのものになる。試しにＬＶ３の火魔法をぶつけてみたが、全くの無傷だった。俺の12歳の成人のお祝いにと、エルザ様がわざわざ王都一と言われる職人に作らせたのだそうだ。もっとも俺には結界があるので、あまり活用することはないだろうが、ただの奴隷ごときにここまでの心配りがありがたい。エルザ様が自らくれた逸品である。大切にしようと思う。

			　ちなみに、千里鏡も試しに覗いてみた。湖の対岸にある屋敷に狙いを定めて魔力を込めると、運よく使用人同士が逢(あい)引(びき)している現場を見つけることができた。大チャンス！　とばかり魔力をさらに込めてみたが、やりすぎたらしく、ピンク色の芋虫のような物体が見えたかと思えば、同じような物体がぶつかり、グチャッと潰れていく場面が見えてしまい、思わずギャァ！　と悲鳴を上げてしまったのは、ナイショの話である。

			　そんなことがあったため少々寝不足気味ではあったが、気合を入れて眠気を振り払い、ルノアの森に向かって出発した。何せ俺は、黄金鳥を１００羽狩るまでは帰還しないのだ。黄金鳥の難易度から考えれば、ヘタをすると２週間帰還できないことも十分に考えられる。そのため、狩りにＭＰをすべて注げとの師匠の助言により、現在かけている屋敷とエルザ様、バーサーム侯爵、王太子殿下の結界を解くことになった。さすがにそれでは危険、とのことで、俺が戻るまでの間は、師匠とともにエルザ様も王宮に入り、バーサーム侯爵の執務室で過ごすことになった。エリルは、当然屋敷の警備だ。

			　出発した俺は城壁を左に見ながら、まずは王都の北門に向かった。城門の兵士に無理を言って城壁に上がらせてもらうと、そこからルノアの森がよく見える。

			　森に向けて丁寧に魔力探知を行う。黄金鳥は魔力こそ低いが、群れで行動しているので、小さな魔力が密集しているはずだ。そう考えながら探っていると、見つかった。城壁の前を流れる川を渡って、北東に約20㎞。ルノア山脈の麓(ふもと)に魔力の塊がある。ゴブリンやオークの集落かと思ったが、どうも彼らの魔力とは質が違うようである。おそらくここであろうと当たりをつけ、俺は城壁を降りてルノアの森に入った。

			　森に入ってすぐ、人の気配を探知する。これはエリルだ。追いかけてきやがったな。

			　このまま撒こうとも思ったが、あとが面倒くさいので待つことにする。

			「お屋敷の警備を放り出してしまって大丈夫なのですか？」

			「さすがはリノスね。気付いていたのね？　相変わらず可愛げがないわね。お屋敷は大丈夫よ。メイドたちが何とかするわ。彼女たちはあれでも優秀なのよ？　何といっても、ワラサがいるから、まず、お屋敷で何かが起こることはないわ」

			「本当ですか？」

			「アラ、あなたが来る前までは、ワラサが大伯母様を守っていたし、馬車で移動するときは、服の中に鎧を着たメイドが一緒に乗って大伯母様の警護をしていたのよ？　だから大丈夫よ。それより黄金鳥よ！　多めに狩って、私たちも食べるのよ！」

			　やっぱり食い気か……。頭の中が飯の一文字で満たされているな。こうなると帰れといっても帰るわけがない。仕方がないので、エリルも連れていくことにする。

			　彼女を連れて行ったのは、結果的に大成功だった。何せ、魔物が出るなり問答無用でブッた斬るのだ。むしろ、その殺気と威圧感で、魔物の方から接触を避けるのである。エリル自身もこの状況には驚いていて、どうやら俺との修行を通して、彼女自身もかなり強くなっていたようだ。

			　俺の方と言えば、ＭＰを節約する必要があるので、結界の運用も最小限だ。もっとも、結界を活用することは全くなかったのだが。

			　道なき道を進み、ちょっと迷ったために森で一夜を明かし、朝から注意深く歩き続けること数時間。ついに俺たちは黄金鳥の群れと思われる小さな魔力が集まる場所に到達した。あとは黄金鳥の姿を確認するだけだ。

			　警戒心が強い鳥とのことなので、万全を期してちょっと遠くから群れを観察する。エリルとともに木に登り、千里鏡を使って覗いてみると……いた！　黄金の嘴と羽を持つ鳥が何十羽と木々の間に犇(ひし)めいている。しかも範囲が広い。これらすべてを結界に閉じ込めるとなると、他の魔物も巻き込む可能性がある。さて、どうしたものか……。

			　思案に暮れていると、一羽の黄金鳥がこちらに向かって飛んでくる。どうやら餌を探しているらしい。注意深く森の中を見ている。

			「黄金鳥よ!!　早く捕まえましょう！　リノスが風魔法で落として、その下で私が羽を落として逃げられないようにするわ。羽を落としたくらいで死ぬことはないから、肉も……」

			「静かにしてください。そんなことしたら鳴き声で群れに気付かれますよ」

			　むーんと頬を膨らますエリル。おお、ちょっと可愛い。

			　俺たちに気付くことなく黄金鳥は近づいてくる。黄金を食べているといわれるこの鳥だが、毎日黄金を食べるわけにもいかないため、普段の主食は果物だといわれている。さらには、この鳥はグルメであり、旬の食材の中で、最も美味なものしか口にしないのだそうだ。キイチゴやラズベリー、ブルーベリーなどを好んで食べるそうだが、この黄金鳥がかじった跡が見つかると、その果物は一番美味しい時期で、最高の味わいであるという証拠となるため、果物を狩る人にとってはとても重要な鳥でもあるのだ。俺は無限収納から、持参した選(よ)りすぐりの果物の中からマンゴーを取り出し、地面に放り投げた。

			　黄金に似た珍しい果物であるためか、それともマンゴーの甘い香りに誘われてか、黄金鳥がゆっくりと地面に降りてくる。俺はそのスキを見逃さず、鳥が餌に気を取られている間に、素早く結界を張る。退避行動を取るときに結界に衝突して死なれては困るので、鳥の形きっちりに収まる結界を作る。そして鳴き声が漏れないよう、結界を厚くしていく。そのまま俺たちは木から降りて、黄金鳥を無事に捕獲する。

			　逃げようと必死にもがく黄金鳥。しかし体が動かないのでどうすることもできない。俺は少しずつ結界を薄くしていく。すると、黄金鳥の鳴き声が聞こえ始めた。

			「キェーッ!!　キエエェェェェェェェェェェーッ！　キキキェーーーーーーー！」

			　どうやら仲間に危機を知らせているらしい。これが群れに聞こえては不味い。俺は再び木に登り、群れを観察する。今のところ、群れに変化はない。まだ仲間が捕まったことを知らないようだ。

			「ねぇ、この鳥どうするつもり？　先に食べちゃう？　それとも、この鳥に群れまで案内させる？」

			「いや、逃げられたら追いかけられませんよ。私に考えがあります」

			　黄金鳥の魔力を探る。先ほどの、飛んでいるときに纏(まと)っていた魔力とは違う。どうやら魔力の質を変えることで仲間に情報を伝えているらしい。そうであれば、仲間に、ここが良い場所、素晴らしい場所だという情報を伝えさせれば、仲間の黄金鳥が集まるのではないか？　そう考えた俺は、結界の中を黄金鳥が、居心地のいい空間になるよう作り替えていく。

			　温度や匂い、明るさや音、様々な環境を変化させ、あらゆるパターンを試してみること３時間。ついに黄金鳥の鳴き声が変わった。

			「ピーヨロロロロロロロー。ピピーヨロロロロロー。ピリリリリー」

			　よし、ずいぶんとリラックスしている。いや、リラックスしすぎているようにも見えるか。ともあれ、黄金鳥の好みの環境はわかった。あとは仲間がこの声を聞いて飛んでくるかどうかだ。

			「お嬢様、黄金鳥の群れを呼びます。私がいいというまで、他の魔物が来たら撃退してください。お願いしますね？」

			　エリルは呆然と黄金鳥を見ている。結界の中で、トロンとした目をして、嘴からよだれを流しながら鳴き続けている黄金鳥にショックを受けているようだ。しばらくして俺の視線に気付いたエリルは、剣の柄に手を添えて臨戦態勢を取る。そして俺は、黄金鳥の首から上の部分だけ結界を解除して、鳴き声が遠くに響き渡るように調整をしていく。

			　そしてこの鳥が鳴き続けること数十分。ついに群れの一部が動いた。おそらく斥(せつ)候(こう)部隊なのだろう。数羽の群れがこちらに向かって飛んでくる。そして、鳴き続けている黄金鳥の近くに降りてくる。その瞬間、俺はそれらの黄金鳥を素早く結界に閉じ込めて、鳴き続けている鳥と同じ環境を作る。しばらくするとこの黄金鳥たちも、目がトロンとして、嘴がパカッと開いてくる。

			「ピーヨロロロロロロロー。ピピーヨロロロロロー。ピリリリリー」

			　先ほどの鳥と同じ声で鳴き始めた。数が多いのでかなりの音量だ。しばらくすると今度は、群れの大半がこちらに移動してくるのが感じ取れた。こうなっては、こちらは大忙しである。片っ端から結界に閉じ込めて環境を作る、という作業を繰り返していく。どのような結界を作るのかがわかってしまえばイメージがしやすい。ほぼ流れ作業だ。黄金鳥はまさか仲間が捕らえられているとは思わず、気持ちよく鳴き続ける仲間を観察している間に、気が付けば自分も捕らえられていく。そうして俺は、瞬く間に数百羽の黄金鳥を捕らえた。

			　さすがに群れを全滅させてしまうと、種の絶滅を招きかねないので、およそ１００羽は逃がしてあげた。夢から覚めた黄金鳥は本当に一瞬でいなくなった。キラリと光ってスッと消える。そんな見事な逃走劇だったのだ。

			　そしてエリルは捕らえた黄金鳥を早速試食し始めた。首を落とし、血を抜き、羽を毟(むし)る。ものの数分でそれを完了させ、俺に丸焼きを作るように催促してきた。言われるがまま俺は火魔法で黄金鳥の丸焼きを作る。調味料は何もないのだが、食べてみるとマジで美味い。ジューシーで、濃厚な旨味が口いっぱいに広がり、いくらでも食べられる。俺とエリルは、黄金鳥のけたたましい鳴き声の中、数十羽をあっという間に平らげたのだった。しかも、嘴の中に金を含んでいる個体もあり、ゲットした金はありがたくいただくことにした。

			　結界に閉じ込めた大量の黄金鳥であるが、さしもの無限収納も生き物は収納できないため、今回はこいつを使うことはできなかった。お陰で俺は、数百羽の黄金鳥を運ぶハメになったのだ。

			　まず、黄金鳥の鳴き声がうるさいので、眠らせる。その間にエリルは一旦屋敷に帰り、荷馬車を仕立てて戻り、黄金鳥をすべて運び込むという離れ業をやってのけた。一度歩いた道は絶対に忘れない特技があるとはいえ、屋敷との往復、しかも森の中を荷台付きの馬で走るという悪条件にもかかわらず、わずか８時間で輸送を完了させたエリルを、俺は心から尊敬したのだった。

			　幻の鳥が数百羽も運び込まれたバーサーム家と王宮は大騒ぎとなり、俺は晩餐会まで黄金鳥の世話に四苦八苦することになる。

			　当然ながら、晩餐会は大成功に終わり、王太子殿下とバーサーム侯爵は、大いに自らの権威を高めることに成功したのだった。

			　ちなみに、王宮内において黄金鳥を調理する際に見つかった金については、その半分が、バーサーム家に下賜されたのだそうだ。そして、晩餐会が終わった次の日の夕食後、俺はエルザ様の部屋に呼び出された。

			「ご主人様、リノスでございます」

			「入りなさい」

			「失礼いたします」

			　部屋に入ると、エルザ様はじっと俺を見ている。そして、ニコリと微笑みながら口を開く。

			「この度の、晩餐会のための黄金鳥の調達と管理、本当にご苦労様でした」

			「ありがとうございます」

			「あなたのお陰で、晩餐会は大成功でした。主人に代わって、礼を言います」

			　エルザ様は俺に頭を下げる。驚いた俺は慌てふためきながら言葉を返す。

			「そそそそそそんな！　とんでもないことでございます！」

			「よいのです、リノス。私は正直、殿下のご命令は無理難題だと思いました。しかし、あなたはそれを見事にやってくれました。おかげで殿下も、これから先の政務が行いやすくなります」

			　聞けば、エルザ様は俺が失敗したときのことを考えて、ファルコ師匠に黄金鳥に代わるレア素材を狩ってくるように依頼していたのだそうだ。そういえば、師匠の姿が見えないなと思っていたが、そのためだったのか。

			「リノス、これは主人からの命令ですが、あなたにこれを与えます」

			　そう言ってエルザ様は俺に、大きな布袋を渡した。思っていた以上に重く、ずっしりとした感触がある。促されて袋を開けてみると、中にはコインくらいの大きさの金がたくさん入っていた。

			「ご主人様、これは……」

			「黄金鳥を調理したときに出てきた金です。殿下から当家に下賜されたものです。それをすべてあなたに与えなさいと主人からの命令です」

			　俺は絶句してしまって何も言えないでいる。さらに驚くことには、この黄金鳥の体内から採れた金は純度が極めて高く、また、この鳥の希少性も相まって、市場ではかなりの高額で取引されるのだという。袋の中には１１２個の金が入っており、日本円にして約１億円に相当するらしい。12歳の奴隷が、大金持ちになってしまった。

			「リノス」

			　エルザ様が静かに口を開いた。

			「あなたは、私と夫が死ねば、奴隷の身分から解放したいと思っています」

			　俺は何も言うことができずに、頭を下げるしかなかった。

			「私も主人も、60を超しています。もう、そんなに長くはないでしょう。私たちが死んだあとで、リノス、あなたが路頭に迷うことはないようにしたいと思っています。そのために主人と相談した結果、これを与えることにしました」

			「あ……ありがとうございます」

			　エルザ様は、目を細めている。

			「これからも、よろしくお願いね、リノス」

			「畏まりました」

			　俺はエルザ様に涙を見られるのがイヤで、お辞儀をしたまま、部屋を後にした。

			　

			「うぉぉぉぉりゃあ！」

			「ゴウッ！　ゴウッ！　ゴアァァァァァァ!!」

			　リノスが感動の涙を流していた頃、ファルコはとある大陸で、イエロードラゴンと死闘を繰り広げていた。エルザの命令を受けて密かに旅立ち、順調にイエロードラゴンの巣を見つけたまではよかった。しかしそこで戦闘を面倒くさがり、成竜を狙わずに巣の仔竜を狙ったことで、ファルコの予定は大幅に崩れていた。逃げても逃げても追ってくる親竜。それどころか、追いかけてくるドラゴンが４匹に増えていた。決死の覚悟でドラゴンに決戦を挑むが、ファルコの魔力をもってしても、４匹のドラゴンを倒すのは至難の業だった。

			　結局、彼にはドラゴンから逃げるしか選択の余地は残されていなかった。しかし、嗅覚と魔力探知に優れたイエロードラゴンからは、なかなか逃げ切れるものではなかった。彼は、逃げては追い付かれて戦い、それを繰り返すこと数十回。ズタボロになりながら、命からがらバーサーム家の屋敷に帰還したのは、晩餐会が終わった一週間後のことであった。

		

	
		
			第十四話　大人になったら色々あるのよ

			　

			　12歳になった。俺もいよいよ成人だ。

			　こちらの世界では、12歳の誕生日は盛大にお祝いをするらしい。だが、それは上流階級のお子様たちの話であって、奴隷である俺はそんな祝い事とは無縁……のはずだった。

			　誕生日、俺はいつものように執事の仕事を終え、メシを食いに使用人用の建物に向かった。扉を開けた瞬間、メイドのお姉様たち全員が出迎えてくれたのだ。皆からお祝いの言葉を贈られ、わざわざ俺のために腕によりをかけたご馳走を作ってくれていたのだ。これにはさすがの俺も感動した。

			　メイド長兼コック長のワラサさんを始め、ほかのメイドたちとは、俺が母屋に移ってからは、会話はあるにはあるのだが、この屋敷に来たときのように、何でも相談するということはなくなっていた。しかし、みんなの顔を見ていると、ここに来たときのことを思い出す。俺のためにエルザ様に内緒でおかずを増やしてくれたこと、ファルコ師匠との修行でボロボロになった俺を負ぶってベッドに運んでくれたこと、朝起きると服の破れを繕ってくれていたこと……色々なことが走馬灯のように思い出されてくる。

			　そして、彼女たちの笑顔、笑顔、笑顔……ワラサさんがちょっと泣いている。彼女たちも俺の家族なのだ。ああ……ゴメン。もっと恩を返さなきゃいけないのに……。そんなことを考えていると、俺も自然に涙が溢れてくる。そして、俺は心から彼女たちに、泣きながらお礼を言ったのだった。

			　しかし、完全にツボにはまってしまった俺は、なかなか泣き止むことができなかった。結局は、泣いたまま料理に手を付けない俺に業を煮やした、ワラサさんを始めとしたお姉様方から怒りの鉄拳を振る舞われてしまったのだが、それは、ここだけの話である。

			　ある夜、夕食が終わったダイニングで、エリルとルノアの森に狩りに出かける日取りの打ち合わせをしていると、突然、エルザ様から部屋に来るようにと命じられた。エルザ様が直接部屋に来いと言ってくるのはあまりないことで、俺たちは何事かとドキドキしながら部屋に向かった。中に入るとすでに、師匠がいつになく神妙な顔で控えており、その奥には、摂政に就任したばかりの王太子殿下の姿があった。
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			　この殿下の登場はいつも出し抜けだ。多忙で王宮をなかなか抜けられないためか、暇ができると思い立ったかのようにバーサーム家を訪れる。もっとも、エルザ様が不在のときはお見えにならないため、一応、彼女の在宅は確認しているようだ。

			　とはいえ、摂政就任以来、この殿下のお渡りは以前に比べてかなり少なくなった。よほど政務が忙しいのだろう。ここ最近は、エルザ様の夫であるバーサーム侯爵の姿も全く見かけない。

			　先日開催された、殿下の摂政就任式は盛大だった。王都は貴族たちが普段とは違う屋根のない、まるで前世の結婚式場で見るような装飾を凝らした馬車を仕立てて、王都をぐるりと一周し、着飾った自分たちの姿をこれでもかと見せつけながら、就任式が行われる王城へと向かったのだ。しかも、王都は王国軍が美々しい鎧を身に着けて警護し、さらにその華々しさに花を添えていたのだが、10万の兵士が厳重な警備を敷いていたので、緊張感も半端ない、物々しい雰囲気でもあった。殿下は俺を見つけると、相変わらず目は笑っていない笑顔を見せながら近づいてきた。

			「いや、久しぶりだね。君が成人を迎えたと聞いて、祝いの言葉を贈りに来たよ」

			　俺は一瞬絶句する。成人したとはいえ、何で俺のような奴隷に、この国の摂政がわざわざ祝いの言葉を言いに来るんだ？　これはきっと何かあるに違いない。

			　イヤな予感しかしないが、対応を間違うとエライことになりそうだ。ここはおとなしくしておくに限る。そう思った俺は、膝をついて礼を述べる。

			「もったいのうございます、殿下。この奴隷にそのようなお言葉をいただくなど」

			「いや、私にとって君は恩人だからね。このくらいのことは当然だよ」

			　そういえば、摂政就任を祝う晩餐会では、生きた状態の30羽の黄金鳥を来賓の貴族たちに見せたのだ。幻の鳥が生き生きと鳴き、飛び交う様子は、参加した人々のド肝を抜いた。そのために俺は、再びエリルとともにルノアの森に向かい、黄金鳥を捕獲してきたのだ。

			　一度経験があったため、捕獲は思いのほかスムーズだった。捕らえた黄金鳥には巨大な結界を張り、その中にルノアの森と同じ風景を映し、気温などの環境をできるだけそこに近づけた。しかも、この仕掛けは徹底的に秘(ひ)匿(とく)され、捕らえた鳥たちはすぐさま城の中に運び込まれた。鳥たちの元気な姿を見せることが今回の狙いであったため、鳥の納品は晩餐会の前日の夜と細かく指定されていた。しかも、できるだけ新鮮な状態でとの条件付きで。

			　相変わらず無茶ぶり甚(はなは)だしい摂政殿下の注文だったが、エリルのお陰で万事予定通りに納品することができたのだった。まあ、そう考えれば、摂政自ら俺に礼を言いに来ても、バチは当たらない気がする。

			「リノス、成人おめでとう。ささやかですが、私からもお祝いを贈ります」

			　エルザ様がほがらかに笑いながら、一枚のカードを俺に手渡す。

			「西地区へ通じる南地区への通行手形です。これからは自由に街に出入りすることを許可します」

			　王都は約１００万人の人口を抱える巨大都市である。西門がある城西の区画は庶民が居住しており、商業地域と住宅地域が中心の街並みだ。俺が最初に王都に連れてこられたのも西門であり、俺を仕入れた奴隷商のお店も西側の区域にあったのだ。東側は貴族の屋敷が並ぶ区域であり、北と南は王国軍関係者の屋敷が並ぶ地域だ。

			　貴族屋敷街に隣接している北と南の区画は、その東端に隔壁と検問所が設けられ、東地域へは許可書がないと通行できない。当然王都の東門は、最も堅牢な造りになっており、よほどの慶事がない限り基本的に開かれることはない。先日の殿下の摂政就任式が行われたときには、この門は開かれたのだが、それでも約20年ぶりのことだったという。

			「リノス！　今度儂が街へ連れて行ってやろう！」

			　ご機嫌の師匠である。師匠が遊びに行くというと……アレか。もう、12歳で大人の階段を登っちゃいますか??

			「ただし、門限を設けます。日暮れまでには必ず屋敷に帰ること。それ以降の外出は、必ず私に許可を取るようにしてちょうだい。ファルコもエリルも、わかったわね？」

			　二人は何とも言えない顔をしている。まだまだ俺はお子ちゃまでいなければならないようだ。

			「私は王宮の大手門から外に出ることがない。この屋敷とて、門の外には出してくれそうにないから、自由に動ける君たちは、うらやましいな」

			　殿下はちょっと寂しそうな表情を浮かべると、俺たち全員の顔を見ながら声をかけてくる。確かに、殿下は基本的には外出できない。湖を渡ってバーサーム家の屋敷に来ることも、かなりきわどいのだ。もっとも王宮は10万の兵士を余裕で収容できるくらいに広く、基本的には何でもそろっているため、本来は、わざわざ王宮の外に出る必要がない。

			　そんなことを考えていると、エルザ様が口を開いた。

			「リノスには、もう一つ仕事を任せたいと思います。それは、当家の宝物庫の管理です」

			　その言葉に俺は心の中で唸っていた。歴史あるバーサーム家には数多くのお宝がある。特に初代バーサーム公が着用していた武器・防具は国宝級であり、凄まじい力を秘めていると言われる。つまり、それが盗まれると、国を揺るがす大事になる可能性がある。責任重大な役目を仰せつかってしまった……。

			「宝物庫の開錠方法は、あとで伝えます。かなり複雑だけれど、あなたなら大丈夫よ」

			「バーサーム家の宝物庫の管理者か。彼ならば、まず盗まれることはないだろうね。適任だ。しかしそれでは私の祝いが無駄になりそうだ」

			　そんなことを言いながら、摂政殿下はニヤリと笑みを浮かべて俺を見る。エルザ様も俺を見ながら、目をスッと細めて口を開く。

			「そんなことありませんわ。殿下の、リノスへのご厚情が無駄になるなど、あるはずがございません」

			「うん、先生にそう言ってもらえると安心するね。実を言うと、今日は彼への成人祝いの他に、もう一つ先生にお願いがあって来たのだ。というより、バーサーム家に対してのお願いになるかな？」

			　ですよねー。まさかこの国の最高権力者が、わざわざ奴隷を祝うためだけに、忙しい合間を縫ってお越しにはならないよね。バーサーム家へのお願い、と言ったよね？　俺は関係ないってことかな？　……んなわけないか。どうせまた、無理難題を仰せになるのだろうが、俺には拒否権はないし、結局やることになるのだろうけど。

			　そんなことを思っていると、エルザ様が優しい声で殿下に口を開く。

			「当家に対してお願いなどと……。遠慮なくお命じくださいませ」

			「そう言ってくれると、助かるね。お願いというのは他でもない。彼、リノスの奴隷身分を解放して欲しいんだ」

			　え？　アンタ今、なんて言った？　ドレイミブンヲカイホウ……？　それは……？　どこかの奴隷を「介抱」するんじゃない……よね？　ということは……おおっ！　俺の身分を解放してくれるのか!!　殿下、アンタはエライ！　しかし、次の言葉でそれは、ぬか喜びだと思い知ることになる。

			「そして、彼をバーサーム家の養子に迎え、その後に、王宮結界師として私の下に出仕させて欲しいんだ」

			　……は？　バーサーム家の養子？　王宮結界師？　一体何がどうなっているんだ？

			　混乱する俺を尻目に、殿下は俺に向けていた視線を外し、エルザ様に向き直る。

			「先生や侯爵の話を聞いて、彼の実力は相当なものだと認識していたが、今回の黄金鳥の働きを見るにつけ、その評価を大幅に上方修正せざるを得なかったね。彼の結界師としての実力は超一流だ。魔力量も人並み外れている。こうした優秀なスキルは、この国のために役立てて欲しいのだ。彼にはこの国の、大いなる盾になってもらおうと思っているのだよ」

			　エルザ様はちょっと驚いたような顔を見せたが、すぐにいつもの冷静な顔になり、殿下に向き直る。

			「ありがたいお話でございます、殿下。しかしそれは、私の一存では決めかねます。一度、主人と相談の上、お返事を致したく存じます」

			「まあ、急がないので、返事はゆっくりでいい。私としても、いきなりリノスを王宮内に迎えるわけにもいかないからね。早くても２年は先になるかな。その間、侯爵と先生でよく話をしてみてほしい」

			「畏まりました」

			「いい返事を期待している。実はもうすでに、新しい王宮結界師の名前は決めてあるんだ。この家の初代当主が、ジュカ王国に仕える前に名乗っていた、ダーケの名前を復活させて、バーサーム・ダーケ・リノス。どうだい、いい案だろう？」

			　ご満悦の王太子摂政殿下。そして、恭しく頭を下げるエルザ様。もしもし？　この話、俺の意思が全く反映されていないのですが……。まあ、奴隷だから人権や職業選択の自由なんかないのは十分知っていますが、それにしても、いきなり王宮結界師って何？　どうなるの、俺？

			　別に俺は社会的地位には興味はないし、ただ平穏に暮らせる人生が送れれば、それでいいんだけどなぁ……。

			　

			【リノス（奴隷結界師・12歳　男）　ＨＰ：１６８　ＭＰ：８５９】

			　結界魔法ＬＶ４（自分の思い通りの結界が張れる！　他人にも結界付与が可能）　火魔法ＬＶ３（炎の大きさや発射スピードが操作できるようになった！）　水魔法ＬＶ２　土魔法ＬＶ２（穴を掘ったり埋めたりすることがかなり速くできるようになった！）　回復魔法ＬＶ４（欠損部分も治癒できる！）　生活魔法ＬＶ１　詠唱ＬＶ３　鑑定魔法ＬＶ３　剣術ＬＶ２　ＭＰ回復ＬＶ３（３時間程度の休憩でＭＰが全回復する）　気配探知ＬＶ３　魔力探知ＬＶ３　魔力吸収ＬＶ３　肉体強化ＬＶ２　回避ＬＶ３（結界がなくてもエリルの攻撃は躱せます！）　行儀作法ＬＶ２（洗練された動きができるようになりました。マドモワゼール？）　教養ＬＶ３　麻痺耐性ＬＶ２　毒耐性ＬＶ２　精神耐性ＬＶ３

		

	
		
			エピソードその三　エリル、賭けの対象になる

			　

			「おや……これは？」

			　俺は思わず声を上げた。その日、俺はエリルとともに王都の西地区に行こうとしていた。途中、設けられた検問所には、恐ろしく長い行列ができており、俺は思わず頓(とん)狂(きよう)な声を漏らした。これって、今日中に街に入れるのか??

			　エルザ様から12歳になったお祝いに、西地区への通行許可書を貰っていたのだが、なかなか来る機会がなく、手に入れてから約１年を過ぎてようやく来ることができた。屋敷から距離があるとはいえ、何故１年間も外出できなかったのか。その理由は簡単で、俺がずっとお屋敷の仕事をしていたからだ。

			　休日はあるにはあるのだが、基本的にその日はエリルとともにルノアの森に狩りに行っていた。そのために、必然的に俺の自由になる時間はなかったのだ。とはいえ、たまには修行を休んで街に出かけてもよさそうなものだが、バーサーム家の事情がそれを難しくしていた。

			　王太子殿下の摂政就任以来、バーサーム家の交際範囲は大きく広がり、屋敷で開催される晩餐会の数も一気に増えた。これまでは新年を始め、年に数回程度の開催であったのだが、ここ最近は２週間に一度、下手をすれば毎週開催されることもあるくらいだったのだ。そうなると、毎回同じ料理を出すわけにはいかず、森に修行に行く俺とエリルには、必然的にレアな食材を狩ってくることを期待される。もちろん俺はその思いに応えたいとは思うし、特にエリルは森の中での露天風呂に完全にハマっていたこともあって、休みごとに森へ行っていたのだ。

			　そんな日々が続いて、気が付けば俺は13歳になろうとしていた。ここ最近になってようやくバーサーム家も落ち着きを取り戻し、今月はもう晩餐会の予定はなかった。そこでふと俺は、今度の休みに街へ出たいと考えた。最初は一人でブラブラと歩いてみようと思っていたのだが、エリルのことを考えると、その案は却下せざるを得なかった。彼女を置いてけぼりにすると、後でどんな仕返しをされるのかわからない。いや、仕返し自体はどうとでもできるが、むくれてスネてゴネだすと、色々とややこしいのだ。仕方なく俺は、エリルに声をかけてみることにした。

			　面倒くさいわね、一人で行ってきなさいよ……。という返事がもらえるわけもなく、即答でエリルは俺の提案にノッてきた。しかも、商業地にある食べ物屋を全部見に行くという。とにかく、美味いものが食べたいらしい。こう言うと、お屋敷の食事がショボいように聞こえるが、そんなことはない。ワラサコック長の作る料理は実に美味しいのだ。

			　そして当日、俺とエリルは仲良くお屋敷を出て、貴族屋敷街との境にある検問所を通って西地区へ入った。

			「リノス！　早く！」

			　まるで初めて遊園地に来たかのようなはしゃぎっぷりで、エリルは検問を通り抜ける。彼女を連れてきたのは正解で、貴族屋敷街との境界である南地区を奴隷一人で通るのは、色々と面倒くさい手続きが必要だったのだ。しかし、バーサーム家の一員であるエリルを連れていくと、彼女のお供ということで煩わしい手続きが一切免除されたのだ。しかも、人込みでごった返す門に並ぶことなく別室に通されて、エリルがバーサーム家の家紋入りの紙を出せば、そのまま通れてしまったのだ。怪我の功名だ。

			　西地区に着いてみると、大小様々な店がひしめいている。そのために人通りも多く、道は混雑している。そんな酔いそうな人混みの中でも、エリルは俺を引きずるようにして次から次へと店に入っていく。そして、気さくに店のオヤジやオバさんに、これは何？　どんな味？　などと尋ねていく。

			「それにしても、全く人通りが減らないわね」

			「仕方がありませんよ、お嬢様。ここに王都の食材が集中していますから、自(おの)ずと人が集まってくるのですから」

			「わかっているわよ！」

			　人通りが多く、思ったように歩けないエリルはちょっと苛立っている。時間もお昼時ということもあって、いつも以上に人通りが多くなってきた。

			「お店が開く朝の時間でしたら、もっと人通りは少ないのでしょうが……」

			「どうして朝に連れてこなかったのよ！」

			「お嬢様が起きられませんでしたから」

			「どうして起こさなかったのよ」

			「何回も起こしましたよ。ちなみに、今朝起こしに行きましたときは、二回の蹴り、三回の突き、一回のオナラ……」

			　そこまで言うとエリルは素早く俺にヘッドロックをかけた。

			「お嬢様……ちょっと……なにするんですか」

			「私は、オナラなんかしないわ！　断じてしないのよ！　これでも、バーサーム家の淑女たる私が、奴隷の前とはいえ、人前で、オ、ナ、ラ、なんて、し、な、い、の！」

			　ギリギリと俺の頭を締め付けてくるが、結界を張っている俺には全く効かない。ガチでやられたらそれはそれは痛いのだろう。惜しいことにエリルの大きな胸が俺の顔のすぐそばにある。結界のせいでこの感触を味わえないのが、実に残念だ。

			　そのとき、俺たちの前に、初老の男性が現れた。彼は俺たちを見るとニッコリと笑いながら話しかけてきた。

			「お二人さん、すまないが、私の頼みを聞いてくれないかね？」

			「頼み？」

			　キョトンとする俺たち。老人は笑みを湛えたまま踵を返してスタスタと歩き出す。エリルは俺と顔を見合わせていたが、やがてその老人の後を付いて行った。

			「お……お嬢様、知らない人に付いて行っちゃいけませんよ」

			「大丈夫よ、いい人そうじゃない」

			「いや……でも……」

			「大丈夫よ。もし敵なら斬ればいいわ。リノスも居るしね。あなたの役目は私を守ることでしょ？　結界師がいるから大丈夫よ」

			　姉さん、言っていることがムチャクチャですがな。自信があるのか他力本願なのか、どっちなんだよ。そんなことを考えていると老人は一軒の店に入り、椅子に腰を下ろした。

			　この店はオープンテラスのようになっていて、なかなかオシャレな雰囲気を持っている。老人は無言で俺たちに席に着くよう勧めてくる。エリルは躊躇なく老人の正面に座る。そして俺もしかたなく、彼女の隣に腰を掛ける。

			「ここの店は、搾(しぼ)りたての果実の飲み物を出すので有名でね。よければお飲みになりますか？　いや、お代は私に払わせてください。お願いしているのですから、当然のことです」

			　エリルは全く臆することなく、この店のおすすめのジュースを注文する。俺は気を使って一番安いジュースを……と思ったのだが、エリルが勝手に注文してしまった。なるほど、二つとも欲しいのですね。

			「で、私たちにお願いって、何かしら？」

			　腹の探り合いなど無用とばかり、エリルがズバッと老人に質問をぶつける。彼はこれまでの笑顔を崩すことなく、ゆっくりと口を開く。

			「お願いというのは、お嬢さん、あなたのことだ」

			「私？　何かしら？　言っておくけど、暗殺の類ならご免よ。でも、仇討ちの依頼なら考えてもいいわ」

			「いや、そのような物騒なものではないのだ。私の頼みというのは、お嬢さん、あなたが腰に差しているその、小剣を売っていただきたいのだ」

			「この小剣？」

			「ええそうです。その小剣はそんなに高くない……ああいや、気分を害されたのなら謝ります。その小剣です」

			「あなたが言う通り、この小剣は旅をしていた頃に買ったもので、もう切れ味も悪くなっているわ。旅先の小さな店で買ったものだから、値打ちはないわよ？」

			　エリルは腰に差しているナイフのような剣を、無造作にポンとテーブルの上に置く。そんなことをして、男がナイフを手にして襲ってきたらどうするんだと一瞬心配したが、それは杞憂だろうと思いなおす。エリルがこんなナイフでやられるわけがない。まあ、とりあえず結界を強化しておこう。

			　そんな俺の心配をよそに老人はゆっくりとその小剣に手を伸ばす。そしてそれを愛おしそうに眺め始めた。

			「うふふ。これ、これです。これを５０００Ｇで売ってもらえませんか？」

			「ずいぶん高いわね？　理由を聞いても？」

			「ええ。ただし、このことは他言無用でお願いします」

			「わかったわ。私の剣に誓うわ」

			　老人は嬉しそうな笑みを浮かべて姿勢を正す。そして、ゆっくりと顔を俺たちに近づけてくる。

			「実はね、私はスリなのだよ」

			　瞬間的に俺たちの周囲が凍り付く。俺は無意識のうちに自分の懐にある財布を服の上から確認する。大丈夫、ちゃんとある。俺の結界は破られていない。チラリとエリルを見てみるが、彼女は一切動じる気配はない。剣の修行のせいもあるが、何より彼女の財布は一般の財布とは異なる構造なのだ。財布本体が鎖でベルトに繋がれていて、決してちぎれないようになっていると同時に、中には二重のボタン構造になっており、慣れた人間でないと使いこなせないものだ。

			「いや、そんなに警戒しなくていい。実はね、お嬢さん、あなたの小剣は、私の仲間内で賭けの対象になっているのだ」

			「賭け？」

			　エリルが眉間のシワを深くして聞き返す。老人は満足そうに頷きながらエリルを見ている。

			「そうです。賭けの対象になっているのです。我々の腕自慢の仲間たちの間で、誰が一番の腕を持っているか。いや、下らない話です。しかし、我々スリはその技術に誇りを持っているのだ。誰も傷つけず、中身を盗み取るのだからね」

			「下らないこだわりね」

			「ええ。お嬢さんの仰る通り、下らないこだわりです。我々の仲間の一人が、たまたまあなた方を見つけた。何とかして金をスリ盗ろうとしたが、どうしてもスレない。せめて腰に差している小剣だけでもと思ったが、一切のスキがないという。仲間内の中でも腕利きと呼ばれる男が言うのです。驚きましたね」

			　男は一瞬遠い目をして、再び俺たちを見据える。

			「我々はその男を笑いました。あんな女……まあ、スリたちの言葉は悪いものです。あんな女の差している小剣一つとれないとは、腕が錆(さ)びたか。じゃあ俺が行ってくると別の男が後を追いかけたが、これもどうしても盗れない。では俺が、俺がとそのあと三人までも追いかけましたが、どうしても盗れない。で、私が来てみたというわけです」

			「あなたは盗まないのかしら？」

			「そうですね。私も腕には少々覚えがあります。だが、なるほど見てみるとスキがない。しかし、このまま仲間のところに帰るのも悔しい。ヤツも老いぼれたかと言われるのは……ね。そこでこうしてお願いに上がったわけです」

			「仕様もない見(み)栄(え)だわ。どうして自分の腕を磨こうとしないのかしら？」

			「仰ることはごもっとも。しかし、私は年を取りすぎた。今、私は名誉が欲しいのです。仲間内で一番であるという名誉を。それを証明するのがこの小剣だ。老人のつまらないこだわりだが、どうか協力してもらえないだろうか？」

			　エリルはしばらく老人を睨みつけていたが、やがて息をふぅっと吐くと、顎をちょっとあげて老人を見据えた。

			「いいわ。その小剣、５０００Ｇで売ってあげるわ」

			「それはありがたい！　いやいや、この老人の無理を聞いてくれて感謝する」

			　男は早速懐から金を取り出して、テーブルの上に置いていく。その時ちょうど、注文していた品が運ばれてきた。美味しそうなジュースが俺の前に置かれる。エリルはそれをじっと見ていて、俺は思わず視線を逸らす。ジュースが次々と運ばれてくる中、老人が口を開く。

			「では、ここにお金を置きますから、検(あらた)めてください。……では早速、この小剣はいただいていきます。あ、お二人はどうぞごゆっくり」

			　そう言って男は笑顔で店を後にしていった。

			　王都でもかなり有名な店であるらしく、そこの果実を搾ったジュースはとても甘くて美味しかった。俺が飲んだのは梨の旨みが凝縮された、まるでドワイエンヌ・デュ・コミスのような味わいで、実に美味なものだった。当然それはすぐにエリルに奪い取られるようにして、俺の手から離れていったのだが。

			　店を出て、再び食べ物屋を物色していく。エリルはどうやら先ほどの店で飲んだ梨ジュースが気に入ったようで、店の人にその梨のことを詳しく聞いていた。そして、ようやく露店で、お目当ての梨を見つけた。エリルはそれを大量に買い込み、無限収納に入れさせたが、いざ支払いになると、彼女はピクリとも動かなくなった。

			「お嬢様……？」

			「……ない」

			「え？」

			「財布の中に入れていたお金が全部なくなっているのよ！」

			　エリルは半泣きになりながら俺に財布を見せてくる。外見に全く変化は見られない。ボタンもしっかりとついている。なのに、中身がすっかりとなくなっている。

			「まさか……あの人がっ！」

			　エリルは悔しそうな顔を浮かべて、唇を噛んでいる。取り急ぎ俺が代金を立て替えてその場は事なきを得たが、気が付けば日も傾き、そろそろ門限の時刻になっていた。俺はエリルを促して屋敷へ戻ろうとするが、彼女の怒りは全く収まらない。

			「あのスリ、草の根分けても捜し出してやるわ！　リノス、あなたも手伝うのよ！」

			「お嬢様……」

			「しばらくルノアの森に行くのはお休みね。これからは毎回西地区に行くわ！」

			「まあ、反対はしませんけれど、そんなに簡単に見つかりますか？　王都を出てしまえば探し出せないですよ？」

			　二人でそんな会話をしていると、南地区についてしまった。行きのときとは別人のようにふくれっ面のエリル。さすがに検問所の担当官も面食らっている。お屋敷に帰ってもエリルの怒りは収まらず、夕食を終えるとさっさと部屋に戻ってしまった。

			「エリルはどうしたのかしら？」

			　さすがにエルザ様も心配になったらしい。しばらくエリルの出ていったダイニングの扉を眺めていたが、やがてその視線はゆっくりと俺に向けられる。

			「何があったのです？」

			「いや……ええと……」

			　ご主人様の質問なのだ。奴隷である俺が拒否することは許されない。俺は洗いざらい今日起こった事の顛(てん)末(まつ)を話した。エルザ様はじっと俺の話を聞いていたが、やがて話を聞き終わると、俺に一言命じた。

			「エリルを呼んで来なさい」

			　しばらくして俺に伴われてエリルがダイニングにやってきた。

			「エリル、あなた明日、王国軍に私とともに来てちょうだい。財布を持ってね」

			　エリルは静かに頷いたが、俺には何で言うのよ！　という目を向けていた。俺は静かに目を背けた。

			　次の日、エルザ様とエリルは王国軍に赴いて前日のことを話し、犯人の捜索と逮捕を要請してきたのだった。さすがの王国軍もスリの手際の見事さに舌を巻いたらしく、皆が驚いていたらしい。これだけの仕事をするスリは見たことがない、などと逆にスリが称賛され、これだけのことをしたスリもすごいが、これだけのことをされて気付かないアンタもアンタだと逆にエリルは注意を受けたらしい。

			　その後、王国軍の徹底した捜索にもかかわらずそのスリの行方はわからなかった。ちなみに、街で大量に購入した梨は、ジュカ王国であればどこでも簡単に手に入る物であり、その後俺は暇を見つけては西地区の店に行き、この梨を旬いっぱいまで食べたのだった。

		

	
		
			第十五話　14歳の転機

			　

			　成人から２年、俺は14歳になっていた。

			　ここ１年間は、王宮でのマナーや約束事を徹底的に勉強していた。いわゆる座学だけではあったが、王宮独特の細かいしきたりや言葉などを覚えることができ、あとは実際に王宮で学ぶだけの状態だ。そして、いよいよ俺は、王宮結界師として仕官することになるらしい。現在の王宮結界師が近いうちに引退することになるのだ。

			　そのためか、バーサーム家では俄(にわ)かに慌ただしさが増しつつある。エルザ様も王宮に行くことが増えた。それだけでなく、王宮から帰ってこない日もあるのだ。先日など何の連絡もなく５日間も帰らなかった。さすがに心配になって、３日目から王宮の大手門まで何度も迎えに行き、守衛の兵士に笑われたくらいだ。

			　見かねた兵士が大手門の傍にある小門を開いて中を見せてくれた。大手門から真っすぐに王宮に向かって、石でできた広い大きな橋が架けられており、橋のはるか先に見える宮殿は美しかった。

			　帰ってきたエルザ様は、疲れた様子も見せずに、いつも通りだった。５日間の留守の理由は言わずに、警護していたメイドには休むように命じ、テキパキとワラサさんたちに指示を出していた。俺はエルザ様がなぜこれほどまでに頻繁に王宮に通うのか、ちょっと不安を感じながらも、それを払(ふつ)拭(しよく)しようと、エルザ様の指示に従って、執事業に集中するのだった。

			　数日後、俺はエルザ様の部屋に呼ばれた。

			　ノックをして入ってみると、そこには、仕立て屋のベルトイさんがにこやかな顔をして立っていた。このオジサンはバーサーム家御(ご)用(よう)達(たし)の職人で、侯爵様やエルザ様の服はもちろん、俺の執事服やメイドたちの制服まで仕立てている人だ。髪の毛も白く、いい人オーラ全開の風貌だが、仕事は丁寧かつ正確という職人の鑑(かがみ)のような人だ。今日もエルザ様を訪ねて屋敷にやってきていたのだ。てっきり俺はベルトイさんがエルザ様の服を作るものとばかり思っていたが、エルザ様は違うという。

			「今日、ベルトイを呼んだのは、あなたの服を作るためです」

			「私の服……ですか？」

			「ええ、あなたの王宮入りの日取りが決まりました。２ケ月後の11月です。摂政殿下が年内にリノスを王宮結界師に就けるようにお命じになったのです。本格的に王宮結界師として働くのは年明けからでしょうが、王宮内で色々と準備も必要ですから11月に王宮入りすることになったのです。王宮結界師の衣装は支給されますが、普段着は別です。さすがにその、執事服やパジャマで過ごすわけにはいきませんから」

			　王宮入りはてっきり年明けだろうと思っていた俺は、ちょっと戸惑いながらも、エルザ様に命令されるとおりにベルトイさんの前に立つ。彼は立ち尽くす俺の採寸を手早く終え、使用する布やデザインなどの打ち合わせに入った。横で聞いていると、使う布は王都の中でも最高級のもので、庶民の年収分に相当する高価な生地を惜しげもなく使うようだ。

			「そうね。できるだけ色は抑えたほうがいいわね。あと、リノスはまだ体が大きくなりそうだから、少し大きめに作ってちょうだい」

			　エルザ様が俺を見ながら細かく、的確にベルトイさんに注文を出していく。そして、採寸から１時間。ようやく俺の服のデザインが決まったようで、彼はいそいそと店に戻っていった。

			「リノス」

			「はい、ご主人様」

			　ベルトイさんを見送った直後、不意にエルザ様から声をかけられる。長年の習慣で、無意識でも即座に返事ができている自分がすごいと思う。そんなことを考えていると、エルザ様はゆっくりと椅子に座り、穏やかな口調で俺に話しかける。

			「あなたは、恐縮しているわね？」

			「はい。正直申しますと、私には過ぎたことだと思っております」

			「いい機会だから話しておきます。リノス、あなたがこれから赴く王宮というところは、すべてが見た目で判断されるところです」

			「……はい」

			　俺は思わず絶句する。何となくわかっていたことだが、面と向かって言われると、何も言えなくなってしまう。

			「王宮結界師として、まずあなたは周囲の貴族たちとの信頼関係を作らねばなりません。リノスの魔力や結界師としての実力については心配していませんが、就任してすぐの間は、カルギ元帥を始めとした軍の関係者からは、なかなか信用してもらえないでしょう。それは、王宮にいる貴族全員に言えることです。リノス、あなたは王宮の貴族たちは、人のどこを見て、信用するに値するか否かを決めていると思いますか？」

			「……家柄でしょうか？」

			「その通りね。でも、あともう一つあります」

			「あと一つ……でしょうか？　すみません。わかりかねます」

			「あと一つは、財力です」

			「……」

			「王宮の貴族たちは、相手が身に着けている服や装飾品を見ています。それが安価なものであった場合は、財力がないと判断されて、信用してくれません。あなたには馴染みの薄い話かもしれませんが、貴族というのはそういうものです」

			「だから、私の服に高価な生地を……」

			「その通りです。あなたは侯爵家であるバーサーム家の一員として王宮に行くのです。これまで築き上げてきたバーサーム家の信用が、見た目だけで失(しつ)墜(つい)するようなことがあってはなりません。でもこれはリノス、あなたのためでもあるのよ？　王宮の貴族たちに信用されないと、どうなるかわかりますか？」

			「私の話を聞いてくれなくなります」

			「そうね。もっとわかりやすく言えば、侮(あなど)られるのです。侮られると、あなたの言うことを聞かないばかりでなく、あなたの仕事を邪魔するようになります。そうなれば、一気にあなたは王宮の貴族たちから爪(つま)弾(はじ)きにされ、立場を失い、孤立するでしょう。私はこれまでそうして没落していった貴族を何人も見てきました。リノス、あなたにはそうなって欲しくはありません。私は、この服をあなたに与えることは、主人として、家族として、あなたにできる最後の手助けだと思っています。これを着ていけば貴族たちからの信用は、おそらく得られるでしょう。それを維持していくのも、失うのも、またさらに多くの信用を得ていくのも、あなたの努力次第です」

			「ご主人様……」

			　俺は思わず深々と頭を下げていた。正直俺は、王宮に入ればまずはバカにされるだろうと覚悟をしていた。それが怖くもあった。しかし、エルザ様は貴族たちの間にある程度の信用を作ってくれるのだという。自分からは決して表に出ずに、俺にバーサーム家の威光を纏わせてくれるというのだ。こんなにありがたい話はない。しばらくして頭を上げると、にこやかに笑うエルザ様の姿が目に入った。

			「リノス、難しく考える必要はありません。心の中で、バカにするな、と思っておきなさい。そうすれば、自然とバカにされない目つき顔つきになります。もっとも、常日頃からそんなことを思っていると、私のように目つきの悪い人間になりますから、そこは、ほどほどにね」

			　そう言ってエルザ様はホホホと笑った。このお方にかかっては、俺の心はすべてお見通しのようだ。
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			　王宮に入ってしまうと、なかなか外には出られなくなるだろう。そう思った俺は、暇を見つけては西地区に出かけていき、様々な商店を物色するようになった。

			　西地区は見れば見るほど色々と珍しい食材や武器や防具があり、なかなか楽しい。黄金鳥で稼いだお金が手付かずなので、買おうと思えば大抵のものは買える。しかし、今の俺にはほとんど必要ないものばかりだ。楽しみといえば、ちょっとレストラン風の店で飯を食うくらいだ。

			　奴隷商も見に行った。だが、店の中は見ることができなかった。気配探知で探ってみたら、20人ほど中にいるようだが、誰が誰かはわからない。一緒に連れてこられた女の子たちはどうしているだろうか？　生きていれば、みんな成人しているはずだ。

			　一時は足が遠のいていた森への狩りも、最近はまた行くようになった。もちろんエリルも一緒だ。何だかんだで一緒に修行した仲間であり、俺にとっては姉のような人だ。王宮に入るとエリルともなかなか会えないだろう。自由な時間があるうちに、思い出を作っておきたかったのだ。

			　……その日は、エルザ様がいつものように王宮に出かける日だった。エルザ様と護衛のファルコ師匠が乗った馬車を見送ると、エリルが狩りに行きたいと言い出した。予定では先日採寸した服が届けられることになっていた。しかし、彼女と森に行く機会はもう数えるほどしかない。そう考えた俺は、衣装の受け取りをメイドの一人にお願いして、エリルとともに森に向かうことにした。

			　久しぶりに大物でも狩りましょうと声をかけると、エリルは心から嬉しそうな顔をした。そして、二人して馬に乗って出発する。ここ数年で俺もかなり馬に乗れるようになった。まだまだエリルの腕には敵わないものの、それなりの腕前になったと自負している。

			　二人で轡(くつわ)を並べて北門に向かって移動する。門を出て橋を渡るとすぐ森だ。馬に乗れない頃はよく、エリルの背中にしがみついていたものだが、最近はそれもなくなった。今、後ろに乗せてくれとお願いしたら、エリルは乗せてくれるだろうか？

			　そんなことを考えながら、気ままに狩りをつづけること数時間、気が付けばお昼だ。

			「お腹がすいたわね」

			「今日は私が作ります。街で小豆と砂糖を手に入れました。ちゃーんと塩もあります。お嬢様、楽しみにしておいてください」

			「は？　何を作る気？　時間がかかる？　いやよ、お弁当を出してよ」

			　ぜんざいを作ろうと思っていたのだが、拒否られてしまった。前世では、家族と親戚の全員が太鼓判を押した、俺のばあちゃん直伝の味で、正直、美味いと言わせる自信があった。

			　京都人のばあちゃんが作るのは、餅(もち)入りである「亀(かめ)山(やま)」なのだが、今日は餅がないために、「小(お)倉(ぐら)」を作る予定だった。ちなみに、「小倉」とは、まだら模様に見える小豆の粒々が鹿の模様を連想させるところから、その名が付けられた。鹿と言えば紅葉、紅葉と言えば小倉山という、いかにも京都人らしい発想だ。なお、「亀山」は、小倉山近くの亀山に、桜の花がちらちら見える。そのさまをたとえたものらしい。そんなことを考えていると、無性にぜんざいが食べたくなるが、エリルはすぐ食べたいという。仕方なくお弁当を出して食べ始める。

			「ぜんざい？　甘いの？　へぇー美味しそうね。じゃあ早めに帰りましょう。お屋敷に戻ったら作ってよ！」

			　せっかく出した小豆らを無限収納に入れていく。この無限収納と千里鏡は狩りのときの必須アイテムになっている。使えば使うほど、素晴らしいアイテムだ。

			　お屋敷に帰還するべく、馬に乗って移動する。森の出口付近に来ると不意に馬が立ち止まる。その直後、

			　ドーン！　ドーーン!!　ドーーーン！！！

			　何かが爆発する音が聞こえた。エリルと俺は顔を見合わせ、森の出口に急ぐ。森を抜けてすぐ、俺たちの目に飛び込んできたのは、王国軍によって完全に北門が封鎖された光景だった。

			　またしても爆発音が起こる。音の方向に目を向けると、そこには、おびただしい数のワイバーンが王宮を襲っている姿が見えた。

			「ワイバーン!?　何で!?　王宮が、王宮が危ない!!」

			　驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべて絶叫するエリル。王国軍が北門を封鎖しているのはこのためか。しかし、あれだけの数のワイバーンに空から攻め込まれているのはまずい。

			　呆然とする俺たち。すると、北門が開き、中から一人の兵士がこちらに向かってゆっくりと歩いて来るのが見えた。

			「リノス殿とエリル殿ですね。王宮は我ら王国軍が占領しました。我が主がお二人をお呼びです」

			　……え？　アンタ今、なんて言った??

		

	
		
			第十六話　王都反乱

			　

			「せっ、占領？　まさか、王国軍が反乱を起こしたというの？」

			「反乱、とは乱暴ですな。王国の未来を憂う者たちが、国を正しき道に戻すために起こした、崇高な行動であるというのに」

			「首謀者は誰？　まさか、カルギ元帥が……」

			「あなたとお喋りをするために来たのではありません。我々が真に求めるのは、その結界師殿です。リノス殿、あなたは主より丁重に王宮までお連れしろと厳命されています。エリル殿、主はあなたもお連れしろとお命じになりましたが、生きて、とは仰いませんでした。抵抗する場合は、非情なる手段を取ることもさし許す、と命じられております。あなたの場合は首を持ち帰ればそれでよい、ということです」

			　男はこんな緊迫した状況下でも、余裕のある笑みを湛えながら、俺とエリルの顔を交互に見比べている。俺は本能的にこの男は油断がならないと悟る。しかし、ここで唯々(いい)諾々(だくだく)と従うわけにはいかない。師匠は常に、交渉事では相手にどれだけ自分がナメられないようにするかが勝負だと言っていた。ここは相手に、俺を油断ならないヤツと思わせなければ。俺はビビる心を抑えて、必死に毅(き)然(ぜん)とした態度を取りながら口を開く。

			「私は奴隷の身分です。私はこのエリルお嬢様を守るように命じられております。主人の命令以外のお話は、応じることはできません。あなたも主人の命を受けておられるご身分です。私の言うことはおわかりかと思います。どうぞ、ご理解ください」

			「なるほど。しかし、その点はご心配なく。あなたをお連れするのは、バーサームご夫妻のところです。身柄は我々で拘束しています。奴隷は主の許に帰らねばならないのでは？　確か……日暮れまでには帰れと命じられているのではないですか？」

			「あなた方がご主人様の身柄を確保している、その証拠をお見せ願いたい」

			　男はフッと笑い、従者であろうもう一人の兵士から布包みを受け取り、それを無造作に俺に投げた。

			　布包みを開けてみる。入っていたのは……二本の腕だった。ひじの部分から切断された、血だらけの腕がそこにあったのだ。俺はその腕に、見覚えがあった。

			「これは……。まっ、まさか！」

			「ご推察のとおり、大魔導士ファルコの腕です」

			　血で汚れてはいるが、指にはめられている指輪が、師匠の愛用品であるドクロの金指輪だった。おそらく、間違いはないだろう。

			「きっ、貴様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

			　素早く抜剣したエリルが男に斬りかかる。高速の斬撃だが、男はいとも簡単にそれを躱した。やはりかなりの手練れだ。俺はその男のステータスを鑑定する。

			　

			【ルクア・マドイセン（剣豪・41歳　男）　ＨＰ：８２２　ＭＰ：１０３】

			　剣術ＬＶ４　居合いＬＶ４　肉体回復ＬＶ４　肉体強化ＬＶ４　回避ＬＶ４　高速剣舞ＬＶ３　心眼ＬＶ４　呪いＬＶ２

			　

			　エリルを超える化け物だ。相変わらずエリルは高速の斬撃を放ち続けているが、男は抜剣もせずに軽々と躱し続けている。

			「剣筋はいい。しかし惜しいな。もっと修行を積んでいればもう少しまともに戦えただろうに。無駄な動きが多い。ということは、体に無駄な力が入っている証拠。感情に任せて剣を振るからそうなる。剣を振るときは無心になれ。相手を見るな、相手の気の流れを感じろという師匠の教えを守っていないな。剣の修行において最も必要な気の訓練を怠っている証拠だ」

			「なっ……あなたは!?」

			　エリルの斬撃が止まる。男はゆっくりと間合いを取りながら言葉を続ける。

			「バーサーム・フィル・エリル。剣聖・ガンボールに認められ、最年少で免許皆伝を許された女……。同じ剣の道を志した者でその名を知らぬ者はない。正直楽しみにしていたのですが、買いかぶりすぎだったようですね。ガンボールもヤキが回ったか？　このような女に免許皆伝とは……。聞いてあきれますね。やはり、あのお方の許を離れて正解だったようだ」

			「あなたは一体……」

			　マドイセンが剣の柄に手をかけた瞬間、エリルの頭上に火花が散った。俺の結界に守られていたために無傷だが、エリルは全く反応できずにヤツに斬られていた。俺はヤツの剣筋は全く見えなかった。

			　マドイセンは一瞬驚いた表情を見せたが、すぐに柔和な表情になり、抜剣していた剣を鞘(さや)にゆっくりと納めながら独り言のように呟く。

			「……やはり、結界を張られていましたか。破れぬことはないが……時間の無駄ですね。よろしい。エリル殿、あなたもリノス殿と同様、王国軍の客人として、丁重にお連れすることとしましょう。申し遅れました。私はジュカ王国軍参謀、ルクア・マドイセンと申します。以後、お見知りおきを」

			「……私が、いやだと言ったら？」

			「エリル殿、あなたが来るか来ないかは正直、我々にはどうでもいいことなのですが……。どうやら、あなたが来ないと、結界師殿もお出でにならないようですね？　そうであれば、あなたが来られないとなると、バーサームご夫妻とファルコ師、そして摂政殿下が死ぬだけです」

			「フッ、ファルコは……でも、大伯母様たちと摂政殿下は、リノスの結界に守られているわ！　あなたたちでは殺せないわ！」

			「餓死させます」

			「は？」

			「水も食料も与えず放置すれば、自ずと死ぬでしょう。いかに結界が強力とはいえ、飲まず食わずでは数日と持ちますまい。私とともに主の許に来ていただければ、あの者たちには苦しまぬ楽な死が訪れるでしょう。逃亡するのであれば、激しい苦痛に苛まれながら死を迎えることになります。私はどちらでも構いません」

			「それでもあなたは人間なの!?　国家の大功労者に何ということを!!　あなたを道連れにしてでも……」

			　エリルが再び剣を構える。俺は反射的にエリルの前に立つ。俺の結界を最大限に活用して持久戦に持ち込んだとしても、マドイセンに勝つのは難しいだろう。それよりも、エルザ様たち、特に師匠は早く助けなければいけない。腕を切り落とされているのだ。回復魔法が使えているかどうかも怪しい。一刻の猶予もならない。俺は必死にエリルに呼びかける。

			「お嬢様、マドイセンさんの言う通り、一緒に参りましょう」

			「なっ！　リノス！　あなたはこんな奴らの軍門に降るというの!?」

			「ご主人様と摂政殿下が心配です。何よりファルコ師匠は両腕を切り落とされています。早く師匠の許に向かわねば、本当に死んでしまいます」

			　エリルはじっと俺の目を見つめていたが、やがてゆっくりと目をそらすと、小さな声で呟いた。

			「……わかったわ」

			　その言葉を待ちかねたように、マドイセンが手をたたきながら口を開く。

			「さすが結界師殿は話がわかる。さあ、参りましょうか。ご案内します。主がお待ちかねです」

			「一つだけお願いがあります。我が主人と、我が師匠、そして願わくば、摂政殿下に会わせていただきたい」

			「ええ、それは構いません。必ずご案内いたしましょう」

			　マドイセンはニヤリと笑い、踵を返して歩き出した。俺たちは、黙って彼の案内に従った。北門を入ると、馬車が用意されており、俺たちはそこに乗り込んだ。急ぐわけでもなく、ただ淡々と馬車は王宮の大手門に向けて走り始めた。

			　馬車の前後は多くの騎馬兵で固められているが、中は俺とエリルの二人きりだ。エリルはずっと外を見ていて、俺を見ない。俺はしばらく馬車に揺られながら考える。王国軍の狙いは明らかに俺だ。俺に何かをさせたいのだ。エルザ様たちは、俺に言うことを聞かせるための大事な人質だ。その人質をすぐには殺さないだろう。さらに言えば、俺の結界はそう簡単には破られない。まず、結界を張っている人たちは大丈夫だろう。心配なのは師匠だ。両腕を切り落とされている。あるいはもう……などと縁起でもない考えが頭の中を駆け巡る。俺はどうすればいい？　やはり、エルザ様の解放を条件に王国軍の要求を呑む他ないのか？　もしかして俺も一緒に閉じ込められて、餓死させられるのか？　いや、その場合であれば、俺には無限収納がある。ここにはたくさんの食料があるから、これさえあれば大丈夫だ。そもそも、俺を殺すつもりなら、そんな回りくどいことはしないだろう。そういえば、お屋敷の人たちは大丈夫だろうか……？　などと色々なことを考えるが、エリルは相変わらず外を見ている。何かを言ってやりたいが、かける言葉が見つからず、エリルをじっと見る。

			　……エリルは泣いていた。俺に気付かれぬよう、声を殺して泣いていた。俺は思わずエリルの手を握った。

			「大丈夫です、お嬢様。敵の狙いは私です。私の身柄との交換を条件に、ご主人様の命を助けるのです。反乱軍の首謀者と話をしてみましょう。やれることを、やりましょう」

			「うう……リノス……。ヒック、ヒック、ヒック」

			　堰(せき)を切ったようにエリルの目から涙が流れ落ちる。痛いくらいに握りしめるエリルの力が、その悲しみと悔しさの大きさを物語っていた。無理もない。自分の手で一番守りたかった人を守れなかったのだ。その上、絶対の自信を持っていた剣術でも太刀打ちできなかったのだ。エリルの心中は察して余りある。俺は何も言わず、泣きじゃくるエリルの背中を、ただ黙ってなで続けた。

			　馬車はゆっくりと大手門に向かって走り続けていた。

		

	
		
			第十七話　王都反乱②

			　

			　相変わらず馬車は、ゆっくりと走り続けている。背中をなで続けていたおかげか、ようやくエリルの様子も落ち着いてきた。彼女の手を握りながら俺は馬車の外を見る。

			　一見するといつもと変わらぬ貴族屋敷が立ち並ぶ風景だが、一つ異質なことがある。それは、血の臭いがすることだ。

			　各屋敷の前では、王国軍の兵士たちが歩(ほ)哨(しよう)に当たっている。おそらく摂政派の貴族の屋敷は襲撃され、抵抗する多くの者が討たれたのだろう。反乱軍に王都が占領されているのにもかかわらず、王都東の貴族屋敷街は、静寂に包まれていた。屋敷の前の兵士たちは俺たちの馬車に対して鋭い視線を投げかけてくるが、無表情のままだ。しかし、その表情のない顔からは、彼らの、貴族延(ひ)いては摂政派の人間に対する怒りや憎悪といった感情が伝わってくる。その様子をじっと見ていたエリルだったが、さすがにその視線に耐え切れなくなったのか、やがて下を向いてしまった。俺は右手でエリルの手を握り、左手で、お嬢様大丈夫です、大丈夫ですと小さな声で呟きながら背中を撫でてやる。

			　こんな緊迫した状況下でも、俺は驚くほどに冷静だった。人間というのは、予想を超えた事態に直面すると、三つの反応に分かれるという。それは、取り乱すヤツ、冷静になるヤツ、固まるヤツなのだそうだ。俺は冷静になるパターンのようだ。

			　気配探知と魔力探知を発動し、油断なく周囲の状況を探る。どの屋敷も王国軍の兵士に占領されているようだ。ただし、屋敷内にいる人間の数が極端にばらついている。摂政派の屋敷は気配探知に引っかかる数がひどく少ないのだ。屋敷の住人全員がどこかに連行されたのか、もしかすると、全員が殺されたのだろうか？

			　そんなことを考えながらも、目の前のエリルだけは心配でならなかった。いつもの強気なエリルとは別人のようになっている。両手をお腹の前で固く組み、時おりしゃくり上げながら俯いたままのエリル。俺が、お嬢様……と彼女の手の上に手を置くと、目を閉じて俯いてしまった。結局俺はその状態のまま、彼女に何もしてやることができなかった。

			　およそ１時間をかけて馬車は大手門に向かった。すでに日は西に傾きつつあり、城門から数十メートル離れたところに、王国軍の兵士がびっしりと配置されていた。大手門前の広場は押し寄せる民衆と、それを押し返す兵士との間で大混乱なっていた。すさまじい罵(ば)声(せい)と怒号が飛び交う中、馬車は兵士に警護されながら、城門と兵士の間にぽっかりと空いたところをゆっくりと進み、大手門に到着した。

			　そんな中、王城の屋根に止まっていたワイバーンの一体がこちらに向かって飛んでくる。そして咆哮しながら大手門の前に降り立った。あれだけの喧(けん)騒(そう)が、嘘のようにシンとなる。

			　それを合図に、大手門の上に数人の人影が見え、その中の軍服らしき服を身に着けた、ガタイのいい銀髪の大男が叫ぶ

			「聞け！　民衆よ！　我はジュカ王国元帥、シゲア・カルギである！　この度、我ら王国軍は、政治腐敗の元凶たる国王とその側近を廃し、新たな王国を建国することとした！　腐敗し、堕落しきった国を滅し、真の強国に生まれ変わるのだ！　真の強国に生まれ変わるために必要なものは、血だ！　流された血によって国は強く生まれ変わる。まずはこの国の腐敗の元凶となった者たちを血祭りにあげ、強国への一歩を踏み出すのだ！」

			　民衆を抑えていた大手門広場の兵士たちから大きな歓声が上がる。しばらくすると、大手門の左右の壁の上に、多くの人が現れた。どうやら兵士に引きずり出されているようだ。男性女性、子供たちまでいる。どの人も豪華な衣装を纏っているので、おそらく、王宮内にいた王族なのだろう。気が狂(ふ)れたように叫び声を上げている貴婦人もいるが、兵士に殴られて、大人しくさせられている。その中で、兵士に押さえつけられながらも、ひときわ大声で叫び続ける男がいた。

			「誰かカルギを殺せ！　殺すのだ！　朕(ちん)をこのように!!　許さん！　誰ぞ！　討て！　トスカ！　サイオ！　何をしておる!!　この者たちを討つのだ!!」

			　おそらく、これが国王なのだろう。でっぷりと肥(ふと)った、ブタのような体。品性の欠片(かけら)も感じられない欲望が丸出しの顔。しかも素っ裸だ。そして、その傍らには、これもまた一糸まとわぬ裸体を晒している４人の少女がいた。おそらく同(どう)衾(きん)中に襲われ、そのまま大手門まで連れてこられたのだろう。少女たちは足を閉じ、体を捩(よ)じって、必死にその幼い裸体を隠しながら、じっと俯いている。

			　そんな国王を侮(ぶ)蔑(べつ)しきった目で見ていたカルギは、おもむろに右手を上げた。すると兵士たちは無造作に王族たちを城壁の下に突き落とした。絶叫と悲鳴が交(こう)錯(さく)する。地面に叩きつけられた人々は、ある者は死を迎え、ある者は意識を失い、不運な者は身動きのできない怪我を負った。その人たちをワイバーンが貪り食う。王宮の屋根に止まっていたワイバーンもこちらにやってきて、貪(むさぼ)り食っている。まさに阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地獄絵図だ。

			　再び城壁の上に人々が並べられる。おそらく、反対派の貴族たちなのだろう。倒れて動けない人もいた。その人たちも、カルギの無慈悲な合図で地面に突き落とされる。そんな光景が何度繰り返されただろうか。結局、城壁に引き出された全員がワイバーンの餌食になった。

			　そこら中に血と肉片をまき散らして、ワイバーンは再び王宮の屋根に飛び立っていった。そして、大手門が開かれ、中からバーサーム侯爵、エルザ様、両腕を失ったファルコ師匠、摂政殿下の４人が引きずられるようにして、連れ出された。

			「結界師、リノス！　こちらに出てくるのだ！」

			　カルギ元帥の大声が響き渡る。

			「リノス殿、我が主がお呼びです。あなたの御主人もおいでです。どうぞお進みください」

			　ニヤニヤと笑いながら俺に話しかけてくるマドイセン。俺はヤツに一瞥もくれることなく静かに進み出る。後ろからエリルも付いて来る。

			「おっ、おおぅ、エリルではないか！　これは僥(ぎよう)倖(こう)！　おっ、お前は儂がもらう。げっ元帥、エリルは儂がもらう。文句ないであろう？　ほんによい体をしておる。その乳、その尻。体中を舐め回してやるわ。ヒヒヒヒヒ」

			　カルギの隣にいた、細身の男が下(げ)卑(び)た笑いをエリルに向ける。エリルは「クソ公爵……」と睨みつけている。どうやらこの男が、王弟であるヒーラ公爵のようだ。

			　以前に一度だけ聞いたことがある。バーサーム家に帰ってきたばかりの頃、エリルに頻繁に招待状が届いていた時期があった。彼女は全く興味を示さず俺の修行に付き合っていたのだが、ある日、珍しくエリルが自室から出てこないときがあった。不思議に思って師匠に聞いてみると、激怒のあまり部屋に引きこもっているのだという。なんじゃそら？　と首をかしげる俺に師匠は教えてくれたのだ。国王の弟がエリルにご執心であり、ついに直接ラブレターを送ってきたのだが、それは言葉では言い表せないくらいゲスい、直接的な表現で書かれた内容だったのだそうだ。エリルはそれを見るやすぐに手紙を破り捨て、部屋に引きこもったそうだが、その一部を師匠が拾って見たところ、エリルの調教計画のような内容だったという。その後はバーサーム家と摂政殿下が動いたのだろう。王弟からの変態度全開の手紙はそれ以降届けられることはなかったのだが、どうやらこの男はずっとエリルの胸と尻に執着していたらしい。俺は相変わらずエリルの乳を舐め回すとほざいているこの男に、侮蔑の視線を向ける。ブッ殺そうかとも思ったが、今はこのクソ野郎の相手をしている暇はない。俺はゆっくりと、大手門の上に仁王立ちしている銀髪の男、カルギ元帥に視線を向ける。

			「お前がリノスか。こやつらの結界を張っているのは、お前か？　斬ろうと思ったが、全く斬れん。良い腕だ。気に入ったぞ。お前は今日から我が傍に仕え、我らの盾として働くのだ」

			　やっぱりそうか。俺を利用しようとしていたのだ。ならば話は早い。早速交渉だ。

			「わかりました。しかし条件があります。我が主人とバーサーム侯爵、エリルお嬢様、とファルコ師匠、そして摂政殿下を解放していただきたい。それが受け入れられるなら」

			「身の程をわきまえんかぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」

			　いきなりブチ切れられたので、思わずビクッとなる。獣のような、ものすごい形相でカルギが激高している。

			「奴隷の分際で付けあがりおって！　お前は囚われの身なのだ。我が命に従うか、死か、そのどちらかしかないのだ！　大人しく従えば、お前の命だけは助けてやる。それだけのことだ！　こやつらは、殺す！」

			　……交渉の余地はないようだ。俺の考えは甘かった。しかし、落ち込んでいる時間はない。何とかしてこの状況を打開する手段はないものか。俺はカルギを睨みながら、ゆっくりと視線を大手門前に引き据えられているご主人様たちに向ける。結界を張っている３人は縛られて跪(ひざまず)いてはいるが、目立った外傷は見られない。心配なのはファルコ師匠だ。血は止まっているようだが、ガックリとうなだれたままピクリとも動かない。気配は消えていないところを見ると、ギリギリのところで生きているのだろう。一刻も早く回復魔法をかけねばならない。一応、師匠にも結界を張っておく。

			「貴様ぁ！　私を見んかぁ！」

			　ちょうど師匠に結界を張るのと同じタイミングで、カルギの怒号が響き渡る。俺は思わずヤツの顔を見る。

			「お前に選択の余地はないと言った。二度と同じことを言わせるな。お前の命を握っているのは、私だ。私から目を逸らすのは、私への敵対と見なす。次はない」
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			　カルギは、憎悪とも怒りともつかぬ表情を浮かべて俺を睨みつけている。これ以上コイツを刺激すると、何をするのかわかったものではない。俺はヤツの目を睨みつけながら、自分に冷静になれと言い聞かせる。どうにかして、この状況を脱するのだ。

			「わが軍の結界師として働かせる前に、お前には一つ聞かねばならぬことがある。バーサーム家の宝物庫の開錠方法を言え」

			　バーサーム家の宝物庫!?　俺は宝物庫の開錠はしたことはあるが、中に入ったことはない。だが、バーサーム家の宝は国宝級だというのは有名な話だ。ヤツらはそれを奪い取るつもりなのだ。開錠方法はエルザ様の許可なく他人に言ってはならないと厳しく言いつけられている。当然俺はヤツらに言うつもりはない。言ったところで、ヤツらのエルザ様たちを殺す意思は変わらないだろう。どうせ殺されるのならば……徹底的に足(あ)掻(が)くしかない。そう考えた俺は、敢えて強気にカルギと対話する。

			「では、せめて師匠ファルコの傷の手当てをさせていただきたい。師が死ねば、私は喋りません」

			　俺の言葉が意外だったのか、カルギの眉毛がハの字になる。ヤツは俺の目を見ながらゆっくりと数回頷いた。そして、一切の感情を感じさせない声で、ゆっくりと言葉を発する。

			「やはり、お前は、自分の立場をわかっておらんのだな。……おいシェン、やれ！」

			　すっとカルギの隣に、男が現れる。それは、俺が予想もしなかった、意外な男だった。

		

	
		
			第十八話　王都反乱③

			　

			「なっ、なぜあなたがそこにいるのです！」

			　俺は動揺を隠せない。本来ここにいてはならない人が、よりにもよって王国軍の軍服を着て、カルギの隣に立っていたのだ。

			「なぜ！　どうしてなの！　何であなたがそこにいるのよ！」

			　エリルもかなり動揺している。

			　現れたのは、執事のワイトンだった。物腰柔らかく、何事につけソツのない仕事ぶりで、敏腕執事の名をほしいままにしていた、バーサーム家にこの人ありと言われた男。俺もこの人に何度助けられたかわからない。その有能ぶりは誰からも信頼されていた。だからこそ、王宮内の侯爵の許に彼を派遣していたのだ。

			「久しいですな、リノス殿、エリル殿」

			「ワイトンさん、なぜ……」

			「私はカルギ元帥の部下にして、王国軍諜(ちよう)報(ほう)部隊の中佐をしております、シェン・ワイトン。バーサーム家では、10年間活動を行いましたか。まあ、ここで身分を明かしてしまった以上は、もう諜報員とは言えませんが」

			　いつものように淡々と喋るワイトンの隣で、カルギは満足そうな笑いを浮かべている。

			「ハハハ、ワイトン、心配するな。お前は２階級特進で本日から少将だ。今後も我が片腕として働いてくれい」

			「ありがとうございます、元帥。いや、別の呼び方をした方がよろしいでしょうか？」

			「いや、元帥でいい。この王国の王はヒーラ様だ。しばらくは、な」

			　二人して笑い合う。カルギの隣にいるヒーラ公爵も、満足そうに頷いている。彼は満面に下卑た笑いを湛えて俺たちに口を開く。

			「エッ……エリル。聞いての通り、これからのジュカ王国の王は私じゃ。そなたは王の妃となるのじゃ。うれしいであろう？　一晩中、いや、一日中、そなたの乳と尻を舐め回してくれる。王の命令じゃ。これまでのように理由をつけて断ることは許さんぞ？　ヒヒヒヒヒ、王の命令じゃ、王の命令じゃ！　ヒヒヒヒヒヒ！」

			　クソ公爵の笑い声は、否が応でも俺の神経を逆なでする。こんなことが起こっていいのか。前世から考えてみても記憶にないくらいの殺意を俺は感じていた。今すぐコイツらをブッ殺したい。俺は平常心を保てないでいた。だが、ふと隣を見ると、エリルも腰に差した剣の柄を握って、ヤツらに殺意を向けている。いつものエリルの姿だ。その様子に俺は少し安心し、自然と心が落ち着きを取り戻していくのを感じていた。俺は再びカルギと対(たい)峙(じ)しようとヤツを睨みつける。しかし、そんな中、カルギは思わぬ命令を下す。

			「ほほう。この女一人でヒーラ殿下がこうも喜ばれるとは予想外であったな。奴隷の方を捕らえることが先決で、女は正直どうでもよかったのだが……。生きて連れてきたマドイセンに何か、褒美をやらねばな。おい奴隷……その様子では、どうやら我が命令に従う気はなさそうだな？　それならば仕方がない。ワイトン。早くあの者に吐かせろ」

			「畏まりました。では、リノスよ、跪(ひざまず)け！」

			　突然俺の体が固まり、勝手に膝が折れて跪く。そして、そのまま動けなくなった。一体何をした？　俺の心の中を読み取ったように、ワイトンが俺に話しかける。

			「リノス、何が起こったのかわからず、混乱していますか？　おそらくそうでしょうね。教えてあげましょう。なに、簡単なことです。あなたの奴隷管理者に私も追加したのです。いや追加、というより、変更ですか。奴隷管理者を追加するのは、奴隷術師がリノス本人と私に術を施さねばなりませんが、ちょうどファルコの両腕を切断したおかげで、彼の手にかけられている奴隷術を解析して、管理者を私に変更したのです。ですからリノス、これからあなたの主人は、私です。顔をお上げなさい。……ゆめゆめ忘れないように。それもこれも、マドイセン君のお陰ですね。私も、彼に感謝しなければなりませんね」

			　俺は無理やり顔を引き起こされ、大手門の上に立つワイトンを凝視させられる。そのとき、ふっと俺の視界に何かが入った。エリルだ。

			「ワイトン！　あなたは！」

			　エリルが抜剣しようとしたそのとき、鈍い音がしてエリルが崩れ落ちた。

			「ついさっき、感情に任せて剣を振るうなと教えてやったばかりだろう」

			　マドイセンのあきれたような声が後ろから聞こえる。エリルはうめき声を上げながら蹲っている。背中を……やられたのか？　まさか、斬られてはいないよな？　エリル……。根拠はないが、何となく、大丈夫な気がする。でも、エリルも助けないと！

			「マドイセン、お前も昇進だ。これからも頼むぞ！」

			　俺の心配をよそに、カルギが上機嫌で話している。ヤバイ、マジでヤバイ。何とか、何とかしないと……。でも、体が……動かない！

			「いや、それにしても苦労しました。まだ子供だと思っていたら、鑑定魔法のスキルを身に付けていましたからね。お陰で、自分の能力を隠すマジックアイテムを、高い金を出して買わねばなりませんでした。さらには、彼が屋敷に張った結界は、私が入ろうとすると体中に激痛が走るのです。これには参りましたね。ただ、優秀な結界師であることは認めますが、結界の中に入ってしまえば、割と自由に動くことができましたので、それが今後の課題というところでしょうか。ともあれ、屋敷を出入りする度に激痛と戦わねばならなかったために、私が屋敷での活動を断念せざるを得なくなったのですから、その成果は大したものです。それにしても、王宮でしか活動できなくなったときには少し焦りました。しかし、それが逆に幸いしましたが」

			　バーサーム家に対して邪な心を持っていたとは……。だからいきなり王宮に行ったのか。ワイトンとカルギは顔を見合わせながら笑みを交わしている。大手門前に引き出されているエルザ様たちもずっと俯いたままだ。なぜ、俯いたままなんだ？　もしかして、捕らえられるときに、何か暴力でも振るわれたのか??　いや、それはない。師匠はいざ知らず、エルザ様、侯爵様、摂政殿下には結界を張っている。物理的攻撃は通らないはずだ。では、なぜ、皆何も言わず俯いたままなんだ？

			　そんな俺の心配と焦りをよそに、ワイトンの落ち着いた声が聞こえてくる。

			「リノス、エリル、あなた方はどうにかして、あの連中を救おうと考えていますね？　それは無駄なことです」

			　俺はワイトンの言う意味が分からず、ひたすら俯いているエルザ様たちに目を向け続ける。

			「あの連中は、我々が手を下さなくても、遅かれ早かれ、死ぬ運命にあります」

			　ワイトンは話をしながらゆっくりと俺の正面に立つ。そして、眼下に蹲るエルザ様たちに視線を落としながら、さらに話を続ける。

			「あなたの居場所をエルザに尋ねたのですが、なかなかお話しいただけなかったのですよ。仕方がないので、体に聞こうとしたのです。だが、結界が邪魔をしてなかなか難しかった。剣などはもちろん、魔力で作った火や熱でも、ダメージは与えられませんでした」

			　そりゃそうだろう。俺の結界はすべての物理攻撃を防ぐ効果を付与してある。拷(ごう)問(もん)など、無意味だ。

			「しかし、そんな優秀な結界であっても、自然の力を防ぐことはできませんでしたね」

			　ワイトンはニヤリと笑う。自然の力？　どういう意味だ？

			「王宮にある調理用の窯(かまど)の種火を用いて火をおこし、それでエルザを責めてみたのです」

			　俺は目を剝いてワイトンを凝視する。火あぶりにしたってことか!?

			「火にかけても、服に火が燃え移ることはありませんでしたが、その熱は伝わるのですね。ずいぶんと彼女は苦しんでいました。服に隠されて見た目にはわかりませんが、おそらく蒸し焼きにされた影響で、全身に大やけどを負っているはずです」

			　……ご主人様に、60歳を超えた老女に、何ということを。あまりのことに絶句する俺にワイトンは満足そうな笑みを向けている。

			「しかし彼女は、蒸し焼きになりながらも口を割りませんでした。そこで、彼女の目の前で侯爵と摂政を同じように蒸し焼きにしてみたのです。さすがに時間がかかりましたが、リノス、あなたとエリル、そして侯爵と摂政の命を助けてもよいと言ったところ、やっと彼女は教えてくれましたよ、あなた方の居場所を。まあ、我々はあなた以外の命を助ける気など、さらさらありませんでしたがね」

			　だから、ご主人様たちはぐったりと俯いたままなのか。挙句にご主人様をだまして俺の居場所を吐かせたのか……許さん。コイツらだけは絶対に許さん。でも、今の俺は何もできない。そんな自分が歯がゆくて、悔しくて涙が溢れてくる。後ろでエリルのうめき声が聞こえる。エリルも……悔しくて、泣いているのか？

			「本来はリノス、あなたの身柄を押さえ、奴隷権限を手に入れた段階であの連中は用済みだったのですが、あなたの居場所を教えてくれたお礼に、最後の別れをさせてやろうと思いまして、ここに連れてきたのです。しかし……。あの様子ではもう、意識はないかもしれませんね」

			　ワイトンはエルザ様を見ながら、フッフッフと肩を揺らして笑う。そして再び俺に向き直ると、これまでの柔和な顔から一転して厳しい顔となり、これまで聞いたことのない威圧感のある声で、俺に命じた。

			「さて、リノスよ。答えるのだ。バーサーム家の地下宝物庫を開錠する、合言葉を答えよ」

			「……あ、ぐっ、こと……」

			　俺は必死でこらえる。頭がズキズキする。しかし、これを言うわけにはいかない。

			「答えるのだ、リノス」

			　言葉を発するまいと抗うが、無駄だった。まるでもう一人の俺が喋っているかのように、抑揚のない声で俺は言葉を発する。

			「ア、イ、コ、トバ……ハ、ワ……カリ……マセン」

			「答えよ。バーサーム家の地下宝物庫を開錠する、合言葉だ！」

			「ア、イ、コ、ト、バ、ハ、ワ、カ、リ、マ、セ、ン」

			　しばらく大手門の周囲が沈黙に包まれた。よく見るとカルギの体が震えている。そしてヤツは、恐ろしく低い声で、ゆっくりと話し始めた。

			「わからんだと!?　この奴隷が合言葉を知っているのではなかったのか……。バーサーム！　エルザ！　貴様ら私を騙したのだな！　……許さん。ええぃ！　殺せ！　全員殺せ！」

			「リノス、結界を解除せよ」

			　ワイトンが命令を下すと、俺の意思に反して、結界がすべて解除される。その直後、俺の目の前の４人の体に剣が突き立てられた。皆、うめき声一つ上げることなく崩れ落ちて、ピクリとも動かない。俺は体を動かすことも、言葉を発することもできない。すぐにでも回復魔法をかけないと！　動け、動いてくれ、頼む!!　頼む!!　頼む!!

			　そんな必死でもがく俺を、ワイトンはちょっと一瞥しただけで、エルザ様たちに手を下した兵士たちを退かせた後、隣のカルギに向き直り、頭を下げる。

			「エルザとファルコが死にましたので、これでリノスの所有権は私に移ります。すぐに権限を元帥に……」

			「ペアン」

			　小さな、しかしはっきりした声が聞こえる。エルザ様の声だ。口から血を出しながら、しかし、微笑みを湛えた顔を俺に見せている。その瞬間、俺の頭の中で「パキン」という音が鳴った。そして、みるみる頭がすっきりしていく。ああ、いつ以来だろうこんな爽快な気持ちになったのは。そして、体が動いた。

			　急いでエルザ様の許に駆け寄る。そして、エルザ様を始め、倒れている侯爵様、摂政殿下、ファルコ師匠にエクストラヒールを続けてかける。皆、傷はふさがったが、ピクリとも動かない。目に光がない。胸に耳を当ててみるが心臓は止まったままだ。ダメだ、ダメですよ！　ご主人様!!

			「もう、自由に生きていいのよ」

			　もう一度エクストラヒールをかけようとしていると、そんな声が聞こえた気がした。エルザ様だ。きっと、エルザ様だ。さっきの言葉は、俺を縛る奴隷魔法を解除するものだったのだ。

			　俺は溢れる涙を拭おうともせず、師匠に、侯爵に、殿下にエクストラヒールをもう一度かける。しかし、誰も反応がない。どうしていいのかわからない。俺は必死で彼らの名前を呼ぶ。

			「ご主人様!!　侯爵様!!　殿下!!　師匠!!　師匠ぉ！！！！」

			「よくも大伯母様をぉぉぉぉぉぉぉぉーーーー！」

			　耳を劈(つんざ)くような絶叫が響き渡る。振り返ると、ものすごい速さで兵士たちの間をすり抜けていく人影があった。エリルだ。大手門に向かって、全力で駆け抜けている。俺はハッと我に返る。そうだ、まずはここから脱出しないと。エリルだけでも守らなければ。

			　大手門に肉薄するエリル。援護射撃の魔法を打とうとしたそのとき、巨大な影が俺の視界を遮った。エリルの姿が、消えた。

			　一瞬の後、ふと我に返ると、目の前には、エリルの腹に噛みついている、巨大な首長竜の姿があった。10メートルはあろうかという巨体。そして巨大な牙。エリルは口から血を流しながら、信じられないという表情を浮かべたままあらぬ方向を見ている。そして、彼女の目からスッと光が消えた。

			　そのまま首長竜はエリルを口の中に放り込み、ボリボリと咀嚼し始めた。そしてゴクリと喉を鳴らす。竜は美味かったと言わんばかりに、グルルル～と機嫌のよさそうな唸り声を上げて口を開け、歯と牙を見せながら、ゆっくりと頷いている。まるで笑っているかのような振る舞いだった。そのあまりの光景に俺は呆然となる。そんな俺に気が付いた竜は、ぐっ、と鎌首をもたげたかと思うと、再び大きな口を開けた。その中は赤く光っており、気が付いた瞬間には、強烈なブレスを吐き出していた。

			　反射的に結界を張る。しかしその威力はすさまじく、俺は王宮から少し離れた南門の城壁の上まで飛ばされていた。ブレスの炎は民衆の一部も巻き込んだようで、その跡には何の痕跡も残っておらず、周囲には焼け焦げた人間と思われる消し炭のようなものが数多く散らばっていた。

			　一瞬の静寂の後、大手門前の広場は大パニックになった。南門に向かおうとする民衆たち。皆が我先に殺到しているので、あちこちで民衆の怒号や叫び声が聞こえてくる。

			　そんな大混乱の中、首長竜は、ファルコ師匠、摂政殿下、侯爵と次々にその体を食べ、最後に最も小柄なエルザ様を貪り食った。そして竜は再び大きな口を開けて、満足そうな笑みを見せた。

			「ハッハッハ！　お前だけはまだ、餌を与えていなかったな。許せ。それだけではまだ食い足りんだろう？　餌はまだたくさんあるから安心しろ。何なら、あそこにいる奴隷も食って構わんぞ？　ただし、アレはかなり歯ごたえがあるがな」

			　ぶわっ、と上空に浮き上がる首長竜。唸り声をあげながらゆっくりと俺のところまで飛んでくる。口からよだれを垂らしながら、早く俺を食らって空腹を満たしたいという、表情を浮かべている。大手門の上のカルギたちはまるで何かのショーでも見るような顔でこちらを眺めている。

			「ガアァァァァ……ガアッ、ガアッ、ガァァァァ」

			　竜は大きな口を開けたかと思うと、中にある長い舌をクイクイッと動かした。その竜の後ろにはニヤニヤと笑うカルギとワイトン、そして王国軍の兵士たちの顔が見える。完全に舐め切った態度だ。そして、その中からカルギの声が聞こえてくる。

			「どうした？　その奴隷だけでは不満か？　心配するな。バーサームの屋敷に居た者を始め、ヤツに加担する家の者共はすべて始末している。餌はたんとある。むしろ、お前にはソイツらも食ってもらわんとな？　ワッハッハッハ！」

			　……お前、今、何て言った？　バーサームの屋敷にいた者はすべて始末した？　ワラサさんを始め、メイドたちや王宮内にいた人々まで殺したってのか??

			　これまでのバーサーム家での出来事が走馬灯のように頭の中を駆け巡る。そして、ふと視線を上げると、大手門の上で、俺を指さしながらワイトンと笑みを交わしているカルギの姿が見えた。……プチン。本当に頭の中でそんな音が聞こえたような気がした。俺の中で何かがはじけた。

			「おンのれぇらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーーーーーーー！！！！！」

			　いつ以来だろう、こんなに怒ったのは。いや、前世から見ても、初めてかもしれねぇ。とにかく殺す。俺の大事なものを、家族を殺しやがった奴らは、全員殺す。殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す！！！！！！

			　ありったけの魔力を使って、大手門から王宮までスッポリ入る、最高硬度の結界を作る。そして、その規模をどんどん縮小していく。大手門が砕け、城壁が砕け、貴族屋敷が次々と砕けていく。そして王宮も次々に砕けていく。凄まじい轟音。あまりの轟音で空気が振動しているのを感じる。屋根に止まっていたワイバーンも結界から逃げようとするが、すべて巻き込まれて、結界に押し戻されていく。ワイバーンたちは必死で抵抗していたが、やがて崩壊する建物の中に飲み込まれていった。

			　結界の規模が小さくなればなるほど、建物を砕けば砕くほど、俺の力が大幅に増していっているように感じる。一瞬気を失いそうになるが、すぐに回復する。そして、どんどん力が湧き上がってくる。いくらでもいけそうだ。もう俺は悪魔になっているのかもしれない。でも、それでもかまわない。俺の憎むべき者たちがすべてこの世から消え去るのなら……。

			　やがて、結界は限界までいったと見えて、収縮しなくなった。結界を解いてみると、王宮のあった場所には、巨大な岩が出現していた。建物、人、調度品や生活用品、食料……あらゆるものを集約した、一つの巨大な岩がそこにあった。

			　この日、ジュカ王国は消滅し、国家として歴史を刻むことは、二度となかった。

		

	
		
			第十九話　カルギ元帥

			　

			　シゲア・カルギ。68歳。ジュカ王国軍の最高司令官であり、「元帥」の称号を持つ歴戦の戦士である。

			「お爺様のようにおなりなさい。軍人たる者は、決して負けてはいけません。敗北は死です」

			　カルギに物心がつく頃から、大好きなお婆様は毎日、こう言い聞かせた。敗北は死……。子供心に、この言葉は強く残った。

			　カルギが生まれたシゲア家は代々、王国騎士として国王に仕えてきた家系である。カルギの祖父は、ルノアの森から大量発生した魔物を、少数の精鋭部隊を率いて見事に討伐を果たした英雄であった。

			　そんな祖父がカルギは大好きだった。大きな体をゆすりながら豪快に笑う愛(あい)嬌(きよう)のある一方で、一たび剣を握れば鬼神のごとく敵を打ち倒していく。そんな祖父の膝に抱かれ、照れくさそうに語る自身の武勇伝を聞く時間が、何よりも好きだった。

			　そんな英雄も、人生の終(しゆう)焉(えん)を迎える。病を得、屈強な体は見る影もなくやせ細り、苦しそうに咳をしながら病床に臥(ふ)せる祖父。そしていよいよ臨終というそのとき、カルギに優しく微笑みかけながら、「強く生きよ」と言い残してこの世を去ったのだ。

			　あの強かった祖父でも死ぬのだ。わずか６歳だったカルギは、「死」というものを異常に恐れるようになった。

			　死なないようにするためにはどうすればいい？　そんなことを考える毎日が続いた。そして、祖父の１周忌が行われたその日、カルギは祖父の遺言を思い出した。

			「強く生きよ」

			　お爺様は弱かったのだ。お婆様は言われた。敗北は死と。弱かったので死んだ。だから、強くなければならない。強ければ、死ぬことはない。わずか７歳のカルギは、そう決意した。

			　王立学校に入ってからのカルギは、常にトップであり続けた。剣を振るえば上級生にも負けず、魔物狩りでの模擬戦では、誰よりも魔物を狩った。

			　加えてカルギには、一つの才能があった。人を育てるのが上手だったのだ。一目見ると、この人は自分の役に立つのか立たないのかが、何となくわかった。役に立つ、と判断した人間に対しては、様々に手を貸した。自分よりできる人間に対してはその才能を褒め、そしてそれを身に付けようと努力する。一方で、自分よりできない人間に対しては、できるようになるまで何度でも手を貸し続けた。

			　気が付けばカルギは、王立学校の中で押しも押されもせぬ存在になっていたのである。

			　そんなカルギに、一人の同級生がいた。その名をバーサーム。後のバーサーム侯爵である。

			　代々高名な魔術師を輩出してきたバーサーム家は、武力を基本とするカルギのシゲア家と「王国の両翼」と称される家であった。しかし、このバーサームの坊ちゃんは、魔術があまり得意でなく、ましてや剣術などの武力はからっきしだった。猫背で姿勢が悪く、ヒョロヒョロと痩せた青い顔で、本ばかり読んでいる男だった。

			　カルギはこのバーサーム家の坊ちゃんを、歯(し)牙(が)にもかけなかった。自分にとって役に立たない、そう本能は教えていたからだ。

			　成人し、王国軍に入っても、カルギは順調に昇進していった。15歳のときなどは、結婚を申し込む家が数十家に上った。対してバーサームの坊ちゃんは王宮に勤務し、カルギと同じ15歳のときに、同じ侯爵家の六女と結婚をした。侯爵家、といっても六女であり、社交界で何度か見かけたものの、キッと睨むような、意志の強そうな目をしたこの女は、カルギの好みではなかった。青白いヒョロヒョロの男と目つきの悪い女、これはこれで似合いだと、仲間内で笑い合ったのだった。

			　17歳で父となり、その後、昇進を重ねるにつれて側室と子供が増えていった。対してバーサーム夫妻はようやく子供を授かったものの、赤子はすぐに夭(よう)折(せつ)した。カルギはこれも、弱い親から弱い子が生まれたためだと解釈したのだった。

			　あるとき、隣国のヒーデータ帝国の国境警備隊が越境し、近隣の町から食料などを掠(りやく)奪(だつ)するという事件が起こった。すぐさまカルギは軍を率いて向かい、見事な統率力でヒーデータの軍を壊滅させたのであった。

			　この武勇は近隣諸国に鳴り響き、カルギの名声はさらに高まったのであった。

			　軍団長となってからのカルギは、王国軍の教育にのめり込んだ。一人が強くてもいけない。強い兵士は強い国につながる。国が強くなれば滅ぶことはない。そう、「死ななくなる」のだ。

			　カルギの教育は、よく言えば効率的、悪く言えばスパルタであった。さすがに全軍とまではいかなかったが、自分の直属の部下に関しては、かなり厳しく、危険な訓練を課した。例えば、少数の部隊を編成し、ワイバーンの巣から卵をとってくる、といった、死ぬ可能性が極めて高い訓練を実施していった。当然、ワイバーンの餌になる者も出たが、不思議と死ぬどころか怪我さえしない者がほとんどであった。

			　結果的にこうした苛酷な訓練は、兵士の質を飛躍的に向上させた。そして、カルギの軍団＝王国最強軍団として国内で認知されるようになった。

			　一方で、持ち帰られた魔物の卵は、カルギ家の食卓に並ぶことになった。あるとき、森の川の中で首長竜の幼生体と思われる魔物を発見した。魔物自体は簡単に制圧できたのだが、生命力が強く、なかなか絶命しなかった。戯(たわむ)れに屋敷に連れ帰り、この首長竜に教育を施してみた。教育といっても、言うことを聞けば褒めて水と食料を与える、言うことを聞かなければ、絶命する寸前まで水と食料を与えなかっただけのことだったのだが。

			　首長竜は獰猛と言われているが、この教育は意外に成功し、カルギの命令に忠実に従う魔獣となった。それからこの、「魔物教育」に興味を示すようになったカルギは、訓練の一環で持ち帰られたワイバーンの卵を孵(ふ)化(か)させ、幼生体から徹底して自分の従魔となるよう教育を施すことを生きがいとするようになった。

			　後宮に籠って政務を顧みない国王に対しては、自分の妻を後宮の最高責任者たる女官長として送り込み、そこから上奏を行った。閨(けい)房(ぼう)での国王は、何の疑問も持たず、妻から伝えられる上奏に対して無条件で承認を与えたのであった。

			　カルギの上奏はすべて許可される――そうした評価は、最終的にカルギを王国軍の頂点に押し上げた。「元帥」の称号を与えられたカルギは、これから洋々たる未来が訪れることに、何の疑問も持たなかった。

			　一方で、侯爵を襲爵したバーサームは、王宮内において密かに勢力を拡大しつつあった。魔術も、武力も適性のなかった彼であるが、事務作業に関しては天才的な才覚を発揮した。夥(おびただ)しい書類を迅速にかつ丁寧に処理し、非常に効率的な法令を考え出す。気が付けばバーサーム侯爵は、王国内の財務と総務を一手に引き受ける、大宰相となっていたのである。

			　国王を押さえているカルギには、そんなバーサームの台頭は目に入らなかった。しかし、バーサーム侯爵は妻を幼い王太子の家庭教師として送り込み、次期国王の教育を担わせていたのだった。

			　それから数年、あるとき、王国軍の増員を巡って、カルギとバーサームは対立したことがあった。

			「王国軍はもっと増兵するべきだ。ヒーデータは我が国の倍の兵数を保有している。このままでは、ヒーデータに攻め込まれれば、我が軍はすぐに壊滅する」

			「ヒーデータは一昨年の凶作以来、兵站に余裕がありません。我が国に侵攻してくるのは無理でしょう」

			「それならばむしろ好機だ。ヒーデータに攻め込み、領土を拡張するべきだ」

			「ヒーデータに攻め込んだところで、占領地を維持できません。王国の兵(へい)站(たん)も限界があります」

			「何をバカな！　食料などは周辺の街や村から奪い取ればいいのだ！」

			「領民の支持なくして国は運営できません。まずは王国の国力を高めるのが得策です」

			「……侯爵の意見に賛成だな。増兵は見送りだ」

			　会議を打ち切ったのは王太子だ。他の閣僚も同意してしまっている。自分の意見が通らない、初めて感じた屈辱であった。

			　王太子が摂政に就任してから、ますますカルギの言は遠ざけられるようになった。この世は強いものが勝つ。強いものが弱いものに勝って欲しいものを奪う。そんな簡単なことがなぜわからない。カルギの焦(しよう)燥(そう)は募るばかりだった。

			　バーサーム家には優秀な結界師がいるらしい。カルギはこの結界師を用いて他国に侵略する作戦を立てた。しかし、あっさり却下された。

			「リノスに結界を張らせて他国に侵略するのは無謀だよ。リノスのＭＰが切れたら終わりだよ？　第一、一部の地域を占領してどうするんだい？　そんなことをするよりも、リノスは王宮において、王宮守護の結界師として用いる」

			　バカな。攻める手があるのになぜ攻めない。戦いのイロハも知らぬヒヨっこが勝手なことを言いおって……カルギの怒りは頂点に達しようとしていた。

			　あるとき、ふと鏡に映る自分の姿を見た。髪は白髪になり、祖父によく似てきた。思えば祖父の年齢を超えている。あと何年生きられるのか。この国は危うい。なんとかしなければ。そう思ったカルギは、決断を下した。

			　弱きものが、国を弱くする。ならば、その弱きものを取り除かねばならない。

			　行動は素早かった。日頃から兄である国王を蔑(さげす)んで憚(はばか)らない王弟は、あっさり王国軍に加わった。そして、王宮内にバーサームとその妻エルザ、そしてその護衛であるファルコがいるという報を聞くや、８万の王国軍は、カルギの手足のごとく行動を起こす。

			　占領作戦は思った以上に順調に成功した。反対派の貴族や王族や王妃、側室たちが次々に捕らえられている最中も、国王は閨房から出てくることはなかった。あまつさえ、武装した兵士たちが寝室に踏み込んだときも、国王は年端もいかぬ少女たちとの行為をやめることはなかった。結果的に彼は兵士たちに無理やりベッドから引きずり降ろされ、そのまま全裸での連行となったのである。

			　バーサームを始めとする摂政派一掃作戦の最大の障壁は、大魔導士のファルコの存在であったが、こちらは、王国軍の最高戦力であるマドイセンを向かわせたことで始末することができた。いきなり腕を切り落としたために、さしもの大魔導士も魔法を発することができず、致命傷に近い傷を負わすことにはなったものの、ほぼ被害もなく捕らえることができた。

			　国王、バーサーム、エルザ、摂政……そしてそれに連なる貴族たちとその家来たち。邪魔な存在はすべて消すことができた。目の前で、手塩にかけて育てた首長竜の攻撃を、何とかして防いでいるこの結界師も、おそらく殺さねばならないだろう。大魔導士と結界師を失うのは痛かったが、それは何とでもなるだろう。強くなるのだ。強くなれば死ぬことはない。自分も、国も。そう思い、自分の未来を想像し始めたカルギが見たものは……崩壊していく建物だった。

			「リノス、やめろ！　跪け！　跪け！」

			　隣のワイトンの絶叫が聞こえる。何故？　その原因を考える間もなく、カルギは建物の波に呑まれ、意識を失った。

		

	
		
			第二十話　激闘！　首長竜

			　

			「ふぅぅぅぅー」

			　ゆっくりと息を吐く。巨大岩となった王宮をじっと見る。ありったけの魔力を使って結界を張ったのだが、全く減っている感じがしない。むしろ、頭も体も、絶好調だ。少しずつ、気分が高揚していくのがわかる。

			「ゴルァーァァァァァァァァァァーーーーーーーー」

			　突然、ものすごい轟音が響き、それを耳にした瞬間、俺の脇腹に衝撃を感じた。見ると、首長竜が俺の脇腹に食いついている。そして、俺を咥えたままヤツはふわりと空に浮き上がった。ゆっくりと俺の体が持ち上がっていく。このまま丸呑みにするのかと思った直後、ものすごい速さでヤツは飛行を始めた。そして飛びながら長い首を激しく左右に振る。当然、ヤツの顔ごと、俺の体は商人街の建物や城壁にぶつかり、街を破壊していく。首長竜は全身を硬い鱗(うろこ)で覆われているためか、全くダメージはなさそうで、それを何度も繰り返す。次々と街並みが破壊されていっている。並の人間ならばすでにミンチ肉のようになっているのだろうが、俺は結界を張っている。そのために、衝撃は感じるものの肉体へのダメージは全くなく、無傷だ。しばらくするとヤツの首の動きが止まる。ふと俺の視界に城門と森が入った。どうやら北門まで来たらしい。首長竜はそのまま北門の城壁を越え、そこで俺の体を地面に叩きつけた。ヤツはそのまま大きな翼をゆっくり動かしながら、上空に浮かんでいる。その体勢のままヤツはぐるんと首を回したかと思うと、倒れている俺に向かって強烈なブレスを吐き出した。

			　大爆発とともに、周辺一帯が火の海になる。首長竜はしばらくゴゥゥゥゥ～と唸り声を上げながら観察していたが、俺は、全くの無傷だった。竜は俺の姿を見た瞬間、体をピクリと動かした。

			　当然だ。俺は、薄いが、最高硬度を誇る結界を張っていたのだ。首長竜ごときの攻撃を通すほどヤワではない。

			　ヤツは大きな口を開けて上空から急降下してきた。そして俺の頭に齧(かじ)り付き、そのまま首を持ち上げる。ちょうど俺は逆立ちしたような格好になりながら、竜の口の中に納まる。ヤツは鋭い歯で俺を噛み砕かんばかりに何度も咀嚼する。ガリッガリッと牙と俺の結界が触れ合う音が何とも不快だ。どうやら首長竜は、俺には物理的攻撃が通じず、必殺のブレスも通用しないと認識したのか、無理やり飲み込もうとしているようだ。

			　このまま腹の中に飲み込まれるという選択肢もあったが、相変わらずヤツは俺を嚙み砕こうと咀嚼をやめない。俺は張っている結界の硬度はそのままに、その質量を増やす。途端に首長竜の首が下がっていく。そのまま俺は少しずつ張っている結界を広げていく。すると、首長竜の大きな口がじわじわ開いていき、やがて、顎が外れるのではないかと思われるほどにまでなっていた。口の中に日の光が入ってきたおかげで、俺には竜の大きな舌と、まるで剣のように鋭く、長い歯が並んでいるその奥歯の間に、青く光る何かが挟まっていることに気づいた。よく見るとそれは、エルザ様が外出時に必ず胸に付けていたブローチだった。それを見た瞬間、エルザ様を食らったこの竜に、凄まじい怒りと憎しみが沸き起こった。

			　……ブッ殺してやる。ありえねぇくらいの苦しみを与えて、殺してやる！

			　俺は結界を縮小しながら素早く首長竜の口から外に出て、距離を取る。ヤツは口をパクパクと閉じたり開けたりしながら、憎しみを込めた眼で俺を見ている。そして、右の前足で地面を引っ搔きながら、グルグルと長い首を回し始めた。どうやらコイツもヤル気のようだ。

			　上等だ、と心の中で呟いて、俺は目の前の首長竜に魔力を込める。

			　ヤツの動きが止まる。必死で体を動かそうとしているために、全身が小刻みに震えているが、動かすことができないでいる。

			「グッ……グォォォォ～～グルォォォォォ～～～」

			　腹の底に響くような唸り声を、ヤツは上げ続けている。この竜がぴったり隙間なく入る結界を張り、自由を奪ったのだ。必死で抵抗しているが、むざむざ結界を破られるつもりはない。俺に出来うる最高硬度の結界をヤツに張る。そして結界を竜の尻尾側からゆっくりと圧縮する。

			　ギギギギギーーーーーーバキッ、バキッ!!　バキバキバキッ!!　パキィィン!!

			　最初こそ耐えていたが、やがて限界が来たと見えて、竜の鱗が粉砕され、体中にヒビが入っていく。

			「ゴルァアアアアアア！！！　ゴルァアアアアアアア!!　ゴルアァァァァァァァァー！！！」

			　必死の叫び声を上げる首長竜。何とか脱出しようと体を動かそうとするが、俺の結界はビクともしない。尻尾、後ろ足、前足と順番に潰れていく。

			「よくも俺の家族を食らいやがって！　エリルを！　師匠を！　エルザ様をぉぉぉぉぉ！　お前だけは許さん！　絶対に許さん！　ブッ殺してやるっ！　しかし、楽には死なさんからなぁぁぁぁ！！！！」

			　俺は絶叫に近い大声を出しながら結界をさらに収縮させていく。次々と粉砕されていく下半身。最早、下半身は完全に潰れてしまい、上半身の一部のみが残っている状態だ。首長竜は叫び声を上げることすらできず、目をカッと見開き、長い舌をベロンと出したまま、小刻みに震えている。

			　首長竜の目から光が消えたのを合図に、俺は結界を元の大きさに戻し、竜を全回復させる。当然欠損部分も回復させる。傷と痛みが一瞬でなくなったことに驚いた竜であったが、再びその瞳には憎悪の光が浮かび上がる。

			「まだ心は折れてねぇみたいだな？　そうこなくっちゃな。こんなことで死なれちゃ、お前に食われた人間たちが浮かばれねぇからな。お前には、食われた人間それぞれの苦しみを味わってもらうぞ？　さっきのは殿下の痛みだ。そしてこれは師匠の痛みだ、よく味わえ！」

			　ドン！　グチャ！　ビチャ！　ドバン！

			　竜の四本の手と足がそれぞれ爆発し、結界の中に血しぶきとともに肉片が飛び散る。俺は手を緩めず、翼、角、牙、鼻を順に爆発させ、そして最後に両目を爆発させる。

			「クルアァァッ！　クルアァァッ！　クルアァァッ！　クルアァァァァァァッ！」

			　竜の凄まじい絶叫が響き渡る。あっという間に竜は全身を血まみれにしながら、再び口を大きく開けて、舌をベロンと出した。

			「目も見えず、鼻も利かず、痛みだけしか残らないだろう？　次はエリルの痛みだ、じっくり味わえ！」

			　俺は再び竜に回復魔法をかける。一瞬で傷が治癒されて元の姿に戻る。今度は頭部の結界を解除して、竜の頭だけが出た状態にする。そして、結界の中の温度を徐々に上昇させていく。２００℃……３００℃……。魔力を込めるほどに温度が上昇していく。首長竜は最初こそブレスを吐こうとしたのか、口を大きく開けながらゴアァァ～と唸り声を上げていたが、８００℃を超えたあたりで再び大人しくなり、小刻みに震え始めた。１０００℃を超えたあたりで、青黒い鱗に赤みがさしてきた。竜の鱗は生き物の中で最高硬度を誇ると聞いたが、さらに温度を上げると、その鱗が真っ赤に灼熱し、その体を焼き尽くしていった。必死に首だけを動かして、何とかしてその苦しみから逃げようとしている首長竜が、哀れだ。

			「クルアァァァァン！　クルアァァァァァーン！　クルアァァァァァァァーーーーーーン!!」

			「クルァァァァーンか、面白い鳴き方をするな。うん？　お前、泣いてんのか？」

			　首長竜は涙を流しながら必死で逃げようとしている。もはや竜は俺を見ていない。ひたすらこの場から逃げようと、もがいている。

			　首長竜の体が真っ赤に焼けただれている。そして俺はみたび、この竜に回復魔法をかけて、すべての傷を治癒していく。

			　竜という生き物は、誇り高き生き物であるとされている。しかし、目の前のコイツは、涙を流し、怯え、ひたすら逃げようとする哀れな生き物だ。もはやこいつは、竜ではない。

			「どうだ？　痛みがないってのは至福だろう？　最後に、ご主人様と侯爵様の苦しみを味わって、死ね！」

			　竜の全身を結界で覆い、その中の空気を抜き、真空状態にしていく。

			　水中でも生息可能な首長竜であるが、さすがに空気がない状態では生きられない。しばらくは何とか耐えていたものの、少しずつ苦しみ始めたのか、目がものすごい速さで動き出す。さらにしばらくすると、目玉がグルンと上を向き、徐々に瞳孔が開いてくる。そして、最後に目がカッと開かれたと同時に体がビクンビクンと何度も震え、やがて、その目から光が失われた。

			「はぁ、はぁ、はぁ、ざまぁみやがれ！」

			　首長竜が完全に息絶えたことを確認し、ゆっくりと息を吐く。さすがに今度は限界までＭＰを使った気がする。そう思った直後、ものすごい睡魔が襲ってきた。眠い。そして、けだるい……。

			「ご主人様、お嬢様……。仇(かたき)は、取りましたよ……」

			　そう呟きつつ、俺はゆっくりと草原に倒れ、そのまま深い眠りについた。辺りはすでに、夕日がさしており、緑色の草原を、ゆっくりと赤く染めようとしていた。

		

	
		
			第二十一話　最後の命令

			　

			　目が覚めると夜明け前だった。どうやら、一晩中眠り続けたらしい。

			　目の前には、昨日倒した首長竜が倒れている。目を剥き、口を大きく開けた凄まじい形相をしている。

			　竜と名の付く生き物の肉は美味であると言われている。しかし、ご主人様、師匠、エリルたちがこいつの胃袋に収まっているかと思うと、到底コイツの肉を食べる気にはならない。このまま放っておけば、そのうち土にかえるのだろうが、もし、ほかの人間がこの竜を見つけたら、解体し、肉を持ち帰るかもしれない、そう考えると、この竜をこのまま放置することは憚(はばか)られた。

			　俺は首長竜に結界を張り、その中の温度を一気に上げていく。見る見るうちに竜の体が真っ赤になり、そして溶けだした。ドロドロのマグマのような状態になっていく。さらに温度を上げる。結界の中は数千度になっているだろうか。しばらくすると竜の体は蒸発し、完全になくなった。

			「摂政殿下……侯爵様……師匠……エリルお嬢様……ご主人様……」

			　俺はそう呟きながら天を仰ぎ、静かに手を合わせた。不思議と涙は出なかった。

			　さて、これからどうするか、とすぐに頭を切り替える。まずは、バーサーム家の屋敷に向かうことにする。俺にはやらねばならないことがあるのだ。

			　北門から王都に入る。鉄壁を誇る王都の城壁も首長竜が暴れたことで、かなり損傷していた。それだけでなく、北門から見える西地区方面の家屋の被害もかなりひどい。おそらく怪我をした人も多くいるのではないだろうか。

			　俺は西地区の商人街や住宅地の方向には向かわず、貴族屋敷が立ち並ぶ東区域に足を向ける。ほんの24時間前には、エリルと一緒にこの道を通ったのだ。それからたった一日でエリルも、エルザ様も、師匠も、俺の家族と思っていた人が全員死んでしまった。なおかつ、あれだけの壮麗さを誇った王宮も、巨大な岩になり果てている。あまりの環境の変化に、これは夢じゃないのかと思いたくなる。しかし、歩けば歩くほど濃くなってくる、何とも言えない悪臭は、否が応でも俺を現実に引き戻していく。これは現実なんだ。紛れもなく現実なのだ……。そう自分に言い聞かせながら、でもやはり、どこか地に足がつかず、フワフワした不思議な感覚のまま、俺はバーサーム家の屋敷を目指す。

			　昨日の騒乱の影響か、まだ早朝のためか、兵士は一人もおらず、全く人の気配がしない。気配探知を発動させて探ってみるが、反応はない。本当にこの区域には誰もいないようだ。ジュカ王国の貴族の数は決して少なくはない。その上、屋敷で働いていたであろうメイドや執事たちも多くいたはずだが、その人たちはどこに行ったのだろうか。まさか、王国軍はその人々もまとめて殺してしまったのだろうか？

			　人の気配は全くしないものの、建物への被害はほとんどなかったらしい。いつもの街並みだ。しかし、人っ子一人いないので、かなり違和感のある雰囲気だ。

			　しばらく歩くと、バーサーム家の屋敷に着いた。いつもと変わらぬ門があり、もう少し待っていれば、ワラサさんを始めとしたメイドたちが、お帰りリノス、と出迎えてくれそうな気がする。しかし、カルギは言っていた。バーサーム家の屋敷にいた者は全員始末したと。おそらく、おそらく皆、王国軍の兵士に殺されたのだろう。この門の中はどんな惨状になっているのだろうか。そんなことを考えながら、深呼吸をして俺は恐る恐る門に手を当て、ゆっくりと力を入れて押す。

			　門には鍵は掛かっておらず、いとも簡単に開いた。そして、屋敷の中に入った俺は、しばし呆然とその場に立ち尽くした。

			　玄関から数メートル先、左側にあった建物が、きれいに何もなくなっていた。ご主人様の部屋も、師匠の部屋も、二階の俺とエリルの部屋も、すべてなくなっていた。玄関ホールの右側にあるダイニングと、その隣の厨房だけが原形をとどめており、朝日に照らされて建物はキラキラと輝いていた。

			　俺はゆっくりと玄関ホールを通り抜けてダイニングに向かう。昨日、あんな騒乱があったとは思えぬほどに、いつもの通り整頓され、清潔さを保っている。ワラサさんや他のメイドたちはどこに行ったのだろうか？　この屋敷で殺されたのではなかったのか。無理やりこの屋敷から連れ出されたのだろうか。そうであれば、何か抵抗の跡があるはずだが、そうした争い事があったような形跡は見られない。いつもの、俺が毎日見ていたダイニングの景色がそこにあった。

			　もしかすると、誰か一人くらいは逃げおおせているかもしれない。俺は念のために気配探知を発動させる。だが、全く反応はない。それでも俺は諦めきれず、小さな声で、呟くように声を出す。

			「……ワラサさん？　……ワラサさーん。ただいま、戻りました……」

			　返事は、返ってこなかった。

			　しばらくダイニングに立ち尽くしていたが、やっぱり誰もいないのだと自分に言い聞かせる。そして俺は、やらねばならぬことを思い出し、フラフラと歩きだす。実をいうと、ここが無事だったのは幸いだった。なぜならここにバーサーム家の宝物庫があるからだ。奴隷時代にエルザ様からは、バーサーム家に万が一のことがあった場合や、侯爵とエルザ様の二人の帰宅が連絡なく７日以上に及ぶときは、宝物庫から収納物をすべて持ち出せ、と命令されていたのだ。俺は、ご主人様の最後の命令を実行しようとしていた。

			　宝物庫の入り口は、暖炉だ。

			　バーサーム家では、冬にパーティーが開かれる際、この暖炉は大活躍する。大勢の招待客に暖を提供することはもちろん、この中で焼かれるローストビーフは、バーサーム家の名物だったのだ。この暖炉を見ていると、そのときの光景が鮮やかに蘇る。

			　その側面には、小さなガラスがはめ込まれている。よくよく注意してみないとわからないくらいに小さなガラスだが、そこに魔力を通すと、暖炉が音もなく動いていく。コイツの優れたところは、許可された人間の魔力でしか開くことができず、しかも、許可のない人間の気配を探知すると開かないという点だ。エルザ様から聞いたところによると、この暖炉は、中の宝物庫と同様に、魔力がかけられているのだそうだ。よく見てみると微弱だが、魔力を感じる。俺にはどういう仕組みなのか、どんな魔術を施しているのか見当もつかないが、少ない魔力で、いい仕事をしている。

			　俺はそのガラスに向かって魔力を送る。実際俺も宝物庫に入るのは初めてなので、ちょっと不安だったが、音もなく暖炉は動き、その下からは人ひとりが通れる程度の狭い階段が現れた。

			　階段を降りると、すぐに入り口が閉ざされる。その先にある部屋、そこが宝物庫だ。生活魔法の「ライト」を発動し、辺りを明るくする。宝物庫のドアには、ドラゴンが大きな口を開けている彫刻が施されており、俺はその口に顔をよせ、合言葉を口にする。

			「扉よ、開け。ワ・カ・リ・マ・セ・ン」

			　ガチャリ、と開錠される音が響く。俺は注意深くその扉を開けた。

			　……中に収蔵されていたのは、鞘に入った二本の剣と銀色のローブだった。

			　俺はそれを丁寧に取り出して、無限収納に収納する。

			　再び階段を上る。登り口の壁に、小さく光るガラス玉がある。そこに魔力を注ぐ。再び暖炉が動いて、俺はダイニングに戻る。

			　ふと気になったので、奥にある厨房に向かう。そこには食器が整然と整頓され、全く乱れはない。地下に貯蔵されている食料もそのままだった。この屋敷に居たメイドたちはどうなったのだろうか。全員それなりの戦闘力を持っていたはずだ。おめおめと捕まるとは思えない。特にメイド長兼コック長のワラサさんは、接近戦ならば師匠を一撃で粉砕する人だ。彼女までもが、全く無抵抗で捕まったのだろうか？　それとも、外におびき出されて……。などと色々と考えるが、今となってはわからない。ただ、たとえダイニングと厨房だけとはいえ、全く争った形跡がなく、いつも通りの姿をとどめてくれていたのは、俺にとっては救いだった。ここがもし、グチャグチャに散らかっていて、血痕などあろうものなら、俺はどうなっていただろうか。悲しみに暮れるのか、それとも怒りで我を忘れるのか……。いずれにせよ、平静ではいられなかっただろう。

			　そんなことを考えながら俺は、厨房にあった食料と食器、料理道具などすべてを無限収納に入れた。これから寄る辺のない状態になるので、食料は必要だし、何より、この食器や料理道具は、これから使うかもしれないのだ。いや、使わないかもしれない。しかし、俺はどうしても、この屋敷で暮らしていた証のようなものが欲しかった。ワラサさんが笑顔でスープを作っていた寸胴鍋、いつも手に持っていたお玉、メイドたちがテーブルに整然と並べていたこの皿たち。そして何より、バーサーム家の家紋入りの皿は、エルザ様が使っていたものだ。これらをここで朽ち果てさせるのは、どうしても嫌だったのだ。収納が終わり、ガランとした厨房の光景だけが残る。

			　今まで色々な料理道具があった厨房が、一気にガランとした雰囲気になる。何となくそこに居づらくなった俺は、その場を後にして、ダイニングに移動する。そのとき、俺の視界に何かが入った。

			　大きなテーブルの端っこに、何か紙包みのようなものが置かれていた。ここに入ってきたときは気が付かなかった。俺は注意深く近づいていく。そこには、大きな、平べったい紙包みがいくつか重ねられていた。包み紙を開けてみると、それは何と、以前エルザ様が仕立て屋のベルトイさんを呼んで作らせた、俺の服だった。俺が屋敷を出るときにはこんなものはなかったはずだが……。そんなことを考えていて、ハッと思い直す。……そうだ。俺と入れ替わりに、この服が届けられたのだ。きっと、この服が届けられてすぐに、この屋敷は王国軍に襲われたのだろう。

			　紙包みは５つあり、黒を基調としたジャケットのような、オシャレな服がそこにあった。俺は紙包みを一つずつ開けてそれらを丁寧に確認していく。そうだ。この部分はエルザ様が直されたのだ……。そうだ、この金ボタンは、決まるまでちょっと時間がかかったな……。エルザ様が悩んでお決めになったのだ。そうだ、この服はベルトイさんが勧めたんだ。あなたがそう言うなら……なんてエルザ様は仰っていたな……。一つ一つの服に、作ったときのやりとりが思い出される。

			　ポタッ……ポタッ……ポタッ……。

			　自然に涙が溢れて、服の上に落ちていく。ダメだ、シミになっちまう。そう思っていても、涙は次から次へと溢れ出してくる。

			「エ……エルザざま……。あ……ありがとう……ございます。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました……」

			　何度も何度もありがとうを繰り返す。もっともっとお礼を言わなければならなかったのに、もっともっとお助けしなければならなかったのに。命を守らねばならなかったのに、俺は何もできなかった。その後悔の念が、俺の胸に噴き上げていた。

		

	
		
			[image: p004-297_203.jpg]
		

	
		
			　顔を上げてダイニングを見渡すと、そこでの日常が鮮やかに俺の脳裏に思い出される。世話になった。エルザ様はもちろん、ワラサさんを始めとしたメイドたち。師匠、エリル。海のものとも山のものとも知れない俺を受け入れて、助けてくれた。売れない奴隷として死んでいたかもしれない俺を、この家の人々は助けてくれた。命の恩人だ。そんな人たちを守ることができなかった俺は、一体何をしているんだろうか。嗚(お)咽(えつ)が止まらない。

			「自由に生きていいのよ」

			　ふと、エルザ様の言葉が思い出される。きっとここで俺が死んでも、エルザ様はお許しにならないだろう。絶対エリルにはブッ飛ばされるだろう。

			　俺はガシガシと目をこすり、涙をぬぐう。

			「生きなきゃな。俺がエルザ様たちの分まで生きなきゃな。感傷に浸ってる場合じゃねえよな。死ぬまで、生き続けなきゃな」

			　そう呟いてみても、涙は溢れてくる。俺は何度もその涙をぬぐい、やがて意を決して紙包みを無限収納に収め、俺はダイニングから外に出た。

			　もう人は住めない状態ではあるが、一応この屋敷には結界をかけておくことしにした。俺にとっては、８年間も過ごした我が家なのだ。いきなり子供に戻った挙句、わけのわからない異世界に転生してしまい、右も左もわからなかった俺が、エルザ様のお陰でどうにかこうにかここまで生きてこられた。ここで働き、飯を食った。師匠やエリルと出会い、修行をして、結界師として高いスキルを身に付けることができた。思い出は数限りなくある。そんな家を俺は、どうしても、他人に触れられるのがイヤだったのだ。

			　屋敷を後にした俺は、一切後ろを振り返らずに南地区に向かい、そこを通過して西地区に向かって歩き出す。首長竜とかなり暴れたので、被害は甚大だ。商人街や住宅地のほとんどが被害を受けている。負傷者がいれば回復魔法をかけて回ろうと思ったのだ。

			　しかし、王都内は誰もいなかった。全く生き物の気配がしないのだ。大規模な街並みに人の気配がしないのは実に不気味だ。気配探知を使ってみるが、なかなか人の気配を探知できない。俺は注意深くあたりを探りながら歩きだす。

			　北門に向かって歩を進めるが、やはり誰もいない。ちょっと魔力を強めに込めて、気配探知の範囲を広げながらしばらく歩いていると、北門の外に人の気配が固まっているのを感じた。急いで北門に向かう。そして、息を切らせながら門を出て、気配探知に反応があった方角に向かうと、そこには50名ほどの人々がいた。怪我をしている人もいる。武器を携帯している人もいる。おそらく昨日の騒乱で、王都の外に避難した人たちなのだろう。だが俺は、その人たちの姿を見て、ものすごい安心感に包まれると同時に、癒されてもいた。全然知らない人なのに、人がいるというだけで安心する。不思議なものだ。王都には１００万人近い人が住んでいたはずなので、きっと他にもどこかに人々が居るのだろう。その人たちも探しに行きたいという思いに囚われたが、まずは、怪我人を治療しなければと思い直す。

			「みなさん、大丈夫ですか？　怪我をしている人は私が……」

			「うわぁ！」「ぎゃぁあ！」「ひぃぃぃぃーーー！」

			　俺が近づいていくと、何故かパニックのような状態になって、50人が蜘蛛の子を散らすように逃げていく。中には腰が抜けてしまって、動けなくなっている人もいる。そして、逃げていった人々は遠巻きに俺を凝視している。俺の後ろに、何かあるのか？

			　振り返ってみると、そこにはいつものようにルノアの森があるだけだった。

			　不意に俺の傍に矢が落ちる。向き直ると、男たちがものすごい形相で俺に弓矢を向けている。

			「ちょ、ちょっと待ってください！」

			「うぁああああああ！　来るな！　来るなぁぁぁぁぁぁ！！！！！」

			　人々に近づこうとすると、気が狂れたように矢が放たれる。次々と俺の傍に矢が突き刺さる。あまりの光景に驚いた俺は全力で、ルノアの森に向かって逃げたのだった。

		

	
		
			第二十二話　そして僕は途方にくれる

			　

			　ルノアの森の奥深く、俺は木々の間から見える、真っ青な空を眺めている。

			　ああ、いい天気だな。絶好の洗濯日和だ。季節は秋。暑からず寒からずというこの上ない気候。さわやかな風が森の中を吹き抜ける。ああ、いい風だ。家の中での読書もいいけれど、都会の喧騒を離れ、こうした森林浴も悪くない。なんて静寂な空間なのだろう。平和だな……。

			　そんなことを考えている俺の目には、涙が光っている。もう少し、現実逃避の時間が必要なのだ。

			　いきなり人に襲われた。何もしていないのに、だ。先(さき)様(さま)が落ち着くまでルノアの森で時間をおこうと思っていたら、森に棲んでいる魔物まで俺から離れていく。どんどん奥に移動していくと、どんどん魔物が逃げていく。しかも、みな全力疾走だ。

			　俺の周囲には一切生き物の気配がない。静寂そのもの。一切気配のない森の中って、結構怖いんだぜ？　いや、本当に。一体俺に何があったのか。しばし呆然としていたのだが、ちょっと思いついて自分のステータスをチェックしてみると、何だかエライことになっていた。

			　

			【リノス（大魔王・14歳　男）　ＨＰ：４９８５９　ＭＰ：６２８７４】

			　結界魔法ＬＶ５　火魔法ＬＶ５　水魔法ＬＶ５　風魔法ＬＶ５　土魔法ＬＶ４　回復魔法ＬＶ５　生活魔法ＬＶ２　詠唱ＬＶ５　鑑定魔法ＬＶ５　剣術ＬＶ５　ＭＰ回復ＬＶ５　気配探知ＬＶ５　魔力探知ＬＶ５　魔力吸収ＬＶ５　肉体強化ＬＶ５　回避ＬＶ５　行儀作法ＬＶ２　教養ＬＶ３　麻痺耐性ＬＶ５　毒耐性ＬＶ５　精神耐性ＬＶ５　黒魔術ＬＶ５　呪いＬＶ５

			　天候支配・剣皇・知神・大魔神・鉄人・鉄腕・結界神・闘将・知将・名伯楽

			　

			　……どないなってんねん？　ついこの間まで「奴隷結界師」と表示されていたのが「大魔王」になっとるがな。「呪い」なんていう物騒なスキルが付いているのと、ふざけた称号までついている。いつから俺は野球選手になったのだ？

			　職業が大魔王になっていたので、思わず自分の姿を確認した。水に映る俺の姿に変化はない。しかし、驚いたのは、自分のステータスを確認しようとしたら、いきなりステータス画面が目の前に現れたことだ。これまでは頭の中にステータスが浮かんでくるという仕様だったのだ。これは鑑定魔法ＬＶ５の影響らしい。その上、俺が知りたいと思うものすべての情報が表示される。他の探知能力もカンストした影響で、「マップ」も表示されるようになった。

			「マップ」は50㎞圏内のすべての生物が表示される。敵意を持つ者や憎悪を持つ者は赤で表示されるらしく、俺の周囲５㎞は真っ白だが、その外は真っ赤になっている。

			　俺のスキルは実際とは異なる表示にも書き換えられるし、非表示にもできる。つまり、他者からの鑑定を妨害できるのだ。しかし、この「呪い」だけはどうしても隠せなかった。

			　その他のスキルも丁寧に調べてみたのだが、大半が神級になっていて、どれもこれもものすごい能力ばかりだ。要するに、剣や槍、弓矢などの物理的攻撃や魔法による攻撃は一切通用しないし、毒や麻痺も全く効かない。つまり俺にはどんな攻撃も通じないということになっている。そして、物騒なスキルと言えば、呪いＬＶ５である。早速鑑定してみると

			「すべての生物から忌(き)避(ひ)され、邪悪なるものを引き付ける。ステータス上昇補正５００％」

			　などと表示されていた。その他にも色々難しい説明書きが上がってきていたが、要は、レベルめっちゃ上がるけど、皆に嫌われまっせ～というスキルらしい。どうやら俺に誰も寄ってこないのは、このスキルのためらしい。

			　しばし呆然として空を見る。なぜか涙が溢れてとまらない。すべての生き物に忌避されるって……。どないして生きていったらええねん。まあ、食料はあるし、煩(わずら)わしい人間関係から解放されて、のんびりと暮らせるか？　どこかの景色のいいところで、自然に囲まれながらのスローライフも悪くないかもしれないな……。

			　しばしそんな現実逃避をしていたが、一度、心を整理してみる。ちょっと、自分の境遇を考えるのはよそう。別のことを考えてみよう。うん、そうしてみよう。

			　そこで、バーサーム家の宝物庫にあった二つのお宝を鑑定する。こいつがまた、ドえらいものだったのだ。

			［無名剣］

			　少量の魔力を流すことにより、その持ち主に最もふさわしい剣に変形する。持ち主の最も優れた才能を最大限に引き出す。

			［プローブルローブ］

			　着用者を常に清浄な状態にするローブ。呪い、毒、麻痺の攻撃を完全に防御する。着用者が怪我をしている部分を完全に回復する。

			　……このローブ使えんじゃね？

			　早速プローブルローブを着用してみる。「呪い」スキル、全く消えず。しかし、着用してわかったのはこのローブ、服や体の汚れを浄化してくれ、常に清潔な状態にしてくれるのだ。つまり、風呂いらず、洗濯いらず。おまけに負傷すると治癒してくれる効果もあるため、病院いらずのローブでもあるのだ。旅のお供の必需品！　バーサーム家の初代様は素晴らしいアイテムをお持ちだったようだ。

			　せっかくなので、「無名剣」を手に取ってみる。今は真(しん)鍮(ちゆう)のような鞘に、刃が付いていない何の変哲もない一本の剣、というか、金属の棒が収められているだけだが、持ち主に最もふさわしい、才能を最大限に引き出してくれる剣になるとのこと。試しに剣の柄を握って、そこから魔力を送ってみる。

			　説明には少量とあったが、結構な魔力を持っていかれている。しばらく魔力を送り続けていると、魔力量に応じて徐々に発光してくる。最初は白、続いて黄色、緑、青……なかなかカラフルに発光していく。そして一瞬カッと強く光ったかと思うと、俺の手には一振りの日本刀のような剣が握られていた。

			　時代劇でよく見る、黒い鞘に入った日本刀。かなり軽い。まさか鞘まで変化するとは思わなかった。俺はその刀の柄を握り、注意深くゆっくり引き抜いてみる。

			　何とそれは、真っ赤な刃(は)文(もん)を持つ、見るからに禍(まが)々(まが)しい刀だった。これを鑑定してみると、

			［―　―　―］

			　肉体ではなく、精神を切り裂く剣。斬られた対象は、長時間地獄の苦しみを味わい、最終的に狂死に至る。防御不能。

			　……これ、あかんやつですやん。いきなり呪いの剣を作ってしもとるがな。よく見ると、

			　生成は一回限り。解除は所有者の死亡のみ。

			　うわぁぁぁ。ダメだダメだ～。剣の生成は一回限りって聞いてねぇぞ!?　どうすんだよ、これ？　少ないチャンスをモノにできてねぇ～。

			　俺は思わず天を仰ぐ。確か、持ち主に最もふさわしい剣になるとあったな。……大魔王だからか！　だから、こんな物騒極まりない刀が出来上がったんだな。なるほど、大魔王にふさわしい剣ならこんな仕上がりになるのか。あと一本残っているが、どうせ作ってもロクでもない代物が出来上がるだけだろうから、コイツは取っておくことにしよう。

			　よく見るとこの刀、とても美しい刃文が刻まれている。じっと見ていると、その美しさでボーッとなる。……いかんいかん。妖刀と呼ばれる刀がこんな感じになるんじゃなかったか？　刃文を見ていると魂を乗っ取られて、人を殺すことに喜びを見出すようになるっていうのを思い出した。大魔王になるわ、その大魔王が妖刀に魂を奪われて殺人狂になりました、では俺は未来永劫いい笑い者になる。そりゃゴメンだ。

			　とりあえず、気を取り直して、この剣に名前を付けよう。精神をぶった斬るって説明にあったな……。でも、いかにも妖刀ですっていう銘も何だかな……。やっぱりカワイイ系の銘にしちゃう？　キラキラネームみたいな？　「よい刀をお持ちじゃな。銘(めい)は何と？」って聞かれて「日出です」……みたいな？　強そうな感じがしねぇ～。ヘタすると鉄分の濃いヤツと思われかねんな。やっぱり、まともな名前にした方がいいよな……。よし、決めた。コイツの銘は「鬼(おに)切(ぎり)」でいいや。

			　刀の名前を考えていたら、腹が減ってきた。刀の銘が食い物の名前になったのは、空腹が原因ではない。たまたまだ。そういえば、昨日の昼を食べてから何にも食べていない。とりあえず、メシを作ることにしよう。そう思い直して、俺は静かに刀を鞘に収めた。

		

	
		
			第二十三話　ぜんざいを作ろう

			　

			　腹が減った。色々考えることはあるけれど、まずは腹をいっぱいにしないと。

			　ずっと考え続けていたので、体が糖分を欲している。せっかくなので、エリルに食べさせようとしていた、「ぜんざい」を作ることにした。

			　バーサーム家から拝借した大鍋に小豆を入れ、魔法で水を出す。鍋に２／３くらいまで水を張れたら、小さなファイヤーボールを入れると、鍋の中はすぐに沸(ふつ)騰(とう)する。しばらくして水を捨て、もう一度水を入れて沸騰させる。とりあえず、渋抜きはこのくらいでいいか。

			　さて、ここからが本番。まずは森の中から薪の代わりになる小枝を拾い集めていく。何の木かはわからないが、枝はあちこちにたくさん落ちているので、簡単に集めることができた。そして、土魔法でかまどを作り、その上に寸胴を載せる。集めた薪に火魔法で火をつけ、弱火に調整して、小豆をじっくりコトコトじっくりコトコト煮込んでいく。

			　さあ、あとは小豆が柔らかくなるまで待つだけなのだが……。これが実に暇だ。猛烈に、暇だ。

			　何にもやることがない。気晴らしをしようにも周囲は森に囲まれているので、風景が変わるわけではない。風に揺れ動く木々や、太陽の光の加減で変化する木々の濃淡……。そんなところに思いを馳せて、わび・さびの境地を開くという選択肢もなくはないのだが、なんだか今はそういう気分ではない。何かで気を紛らわせていないと、不安と悲しみで立ち上がれなくなりそうなのだ。

			　かと言って、小豆を火にかけたままこの場所を離れるという選択肢はないために、まずは自分のステータスチェックをする。スキルが格段に上がっているのに合わせて、新たなスキルを獲得していたり、色々な称号が付いたりしている。スキルをカンストすると付くようで、しかも、複数のスキルをカンストすれば、さらに別の称号に変化するようだ。称号を獲得すると、それに合わせたスキルが付与されるようで、魔法というのは奥が深そうだ。

			　スキルを見ていて気が付いたのだが、俺は「雷魔法」は習得していない。理由は、師匠が教えてくれなかったことと、俺自身が雷は嫌いだからだ。

			　この世界でも雷は発生する。それが自然現象なのか、魔法によって発生するのかはわからないが、ともかくピカピカゴロゴロと鳴るのだ。基本的に王都では雷が鳴ると、外にいる人間は家屋の中に避難するのが習わしのようになっている。理由は、雷は神の怒りと捉えられているため、できるだけその怒りに触れないようにするということのようだ。雷嫌いの俺には願ったりかなったりで、ゴロゴロと雷の音が鳴ると、師匠は忌々しそうに空を見上げて修行を中止してくれるのだ。

			　しかし、エリルは逆に雷が大好きで、よく軒下に出ては雷見物を愉しんでいた。彼女はいつも帯剣していたために、俺などはいつエリルに落雷するかとヒヤヒヤしたものだ。そんなことを考えていると、何だか悲しみが湧き上がってくる。

			　いかんいかん、と頭を振りながら気を取り直す。今、俺は大魔王になったのだ。雷が扱えないというのはいかがなものか？　「大魔王のクセに雷も扱えないの～？　ヤバーい！　ウケるぅ」なんて若い女子たちに言われたら、俺は生きていけない。

			　せっかくなので、練習してみる。師匠は、魔法はイメージが大切だと言っていた。その教えの通り、雷をイメージする。ピカッ、ゴロゴロゴロ～。ピカピカッ、バリバリバリ～。そして、そのイメージを具現化するように体内の魔力を練り、そして放出する。

			　……全くできん。何にもでねぇ。空、一点の雲無く晴れ渡っております。なんか小さな雷くらい出るんじゃね？　と、ちょっと期待していただけに、この結果は地味にヘコむ。

			　雷ってどうやったら発生するんだっけ？　確か、雷雲が必要なんだよな？

			　俺はコの字形の結界を張り、空に浮かべる。ちょうどちゃぶ台のような形だ。そこに水魔法と火魔法で水蒸気を発生させる。地面には火を出して温める。そして、結界の天井部分の温度を氷魔法で下げる。しばらくすると、雲が黒ずんでくる。そしてその数分後、

			　ピカッ！　パリパリ～。

			　小さな雷を発生させることができた。何となく、原理はわかった。ステータスをチェックしてみると、「雷魔法ＬＶ３」が付いていた。すげぇな、いきなりＬＶ３ってどうなってんだ？

			　せっかくなので、雷をブッ放してみることにする。至近距離は怖いので、なるべく遠くに落とすことにする。かなーり遠くの方に……イメージして、落雷っと。

			　ドッシャーン、バリバリバリバリ～～～～～。

			　まっ、マジで焦った～。一瞬目の前が真っ白になった。アレ、至近距離に落ちてんじゃねぇのか??　音が半端なかったぞ？

			　一応俺の体には被害はない。雷の威力を確認したかったけど、鍋の様子を見ないといけない。煮ているあいだに水が減ってくるので、こまめに水を足さなければならないのだ。

			　水を足し、中身をかき混ぜながら、ステータスをチェックしてみる。すると、「雷魔法ＬＶ５」が付いていた。

			　大魔王、半端ねぇな……。二回雷魔法をブッ放したら、スキルをカンストしやがった。ああ、だから大魔王って強いのか。

			　そんなことを考えていると、ついに小豆が柔らかくなってきた。そろそろ鍋から上げるか。

			　ゆで汁を捨てつつ、小豆を別の鍋に移す。ここで砂糖投入！　ばあちゃんが作ってくれていたのを思い出しながら、目分量で砂糖をいれていく。そして、塩を一つまみ。

			　そこに再度水を入れ、沸騰させる。弱火にして約10分、ついにぜんざいが完成した。

			　……甘い。美味い。腹が減っているのもあるけれど、我ながらなかなかの出(で)来(き)栄(ば)えだ。美味い美味いと食べていく。食べていく。食べていく。

			　……腹がいっぱいになったな。だいぶ残っちまったな、どうすんだこれ？

			　調子に乗って鍋いっぱいに作ったので、かなり余ってしまった。しかし、あって困るものではないので、無限収納に入れておけばいいだろう。どこかで餅が手に入るかもしれない。そのときは、餅入りのぜんざいで楽しめるではないか！

			　久しぶりの満腹感を楽しみながら、一息つく。そういえば今は何時だろうか？　お昼をかなりすぎているけれど、門限に間に合うだろうか……。そこまで考えたところで、俺はフッとため息を漏らす。そうだ。みんな死んだのだ。エルザ様も、侯爵様も、摂政殿下も、師匠も、エリルも……。バーサーム家はなくなったのだ。王宮もなくなった。俺の知る人は、みんないなくなったのだ……。

			　そういえば、このぜんざいは、エリルに食べさせる予定だったのだ。きっかけは、俺がエルザ様と朝、朝食の給仕をしながら話をしていたときだったっけな。パーティーで出すスイーツの話になった時に、俺がぜんざいの話をしたのだ。エルザ様が興味深そうに頷きながら聞いていたところにエリルが起きてきて、一度自分に食べさせろと言ってきたんだっけか。

			　……エリルはどんなふうにこれを食べただろう。そして、どんな反応をしただろう。いつものように、眉間に皺を刻みながら匂いをかいで、躊躇なく口に運んだだろうな。きっと美味しいと言ってくれたはずだ。今日の出来栄えは、エリルにそう言わせるだけの自信がある。きっと、エルザ様も美味しいわねと言ってくださったはずだ。エリルに、エルザ様に、食べさせたかったな……。

			　そんなことを考えていると、涙が出てきた。ああ、いかんいかん。こんなところでヘコんでいる場合じゃない。ここはルノアの森だ。数多くの魔物が生息している森だ。油断すると襲われる可能性がある。警戒を怠るな、しっかりするんだ、俺。

			　ちょっと気分を変えようと、これからのことを考えることにする。ステータスが上がったとはいえ、一匹も魔物が襲ってこないのは、異常だ。今の俺は本当に、すべての生物から忌み嫌われる存在らしい。おそらく、人間もそうなのだろう。だとすれば、俺はどうやって生きていく？　今の手持ちの食料がなくなったら？　森の植物を食べて生きるということも可能だろうが、どこまで持つのだろう。いや、人が逃げていくならば、逃げた後に残された食料を頂戴するか？　いや、それは泥棒だろう。とりあえず、旅に出てみるか？　もしかしたら、俺を受け入れてくれる人や土地があるかもしれない。いや、でもな……。色々と考えてみるが答えは出ない。何だかクラクラしてきた。

			　考えつかれた。このままでは精神的に落ち込んでしまいそうだ。考えを変えなければ。まあ、せっかく大魔王になったのだ。そう、大魔王なのだ。と、なれば、アレができるではないか。あれをやる資格を俺は得たではないか。そうだ、ここはひとつ、アレをやって気分転換といこうじゃないか。

			　俺は立ち上がり、両手を挙げてポーズを決め、あのセリフを大声で言ってみる。

			「お前も、蝋人形にしてやろうか～！　グハハハハハハハー！」

			　……すまん。見逃してくれ。昔から一度やってみたかったのだ。しかし、何だ、この心の底から湧き上がってくる嫌悪感は？　何やってんだ、俺？　いかん、地味にヘコむな、コレ。

			　……ボトッ！

			　俺の後ろで何やら音がした。振り返って見ると、そこには白い子(こ)狐(ぎつね)がいた。……どう？　蝋人形に、なる？

		

	
		
			第二十四話　いらっしゃいませこんにちはー

			　

			　子狐は俺をじっと見据えたまま震えている。いや、そんなに怖がらんでもええがな、おっちゃんはやさしいんやでぇ～と思ってはいるが、何といっても俺は大魔王だ。姿形は人間でも、発する雰囲気などは、相当に怖いのだろう。

			　こんな子狐を食べようとは思わない。当然、殺す気もない。子狐からも殺気は感じないし、この子狐が俺を倒すための刺客で、殺気や気配を消したまま俺に近づいたとしても、おそらく俺には勝てないだろう。まあ、こんなかわいい子狐に倒されるのなら、むしろ本望でさえある。でも念のため、一応結界は張らせてもらうが。

			　放っておけばそのうちどこかに行くだろう。まあ何だ。大魔王以外にもドえらいステータスが、俺は山盛りだ。とりあえず、子狐の恐怖心を取り除くため、さすがに大魔王の表示は消せないが、レベルの高いステータスと称号を片っ端から隠していく。まあ、気は心というヤツだ。

			　それに、なんといっても白い狐だ。商売の神様かもしれない。ここは一つ、お供え物をしてみるか。無限収納の中に入っている皿を出し、そこに今作ったぜんざいを入れて、子狐の前に差し出してみる。

			「よかったら、食べな。口に合わないかもしれないけど。美味しいぞ？　どうぞご利益がありますように」

			　パンパンと子狐に向かって柏手を打つ。子狐はキョトンとしている。俺が傍にいたら食べにくいだろうと思い、ゆっくりとその場を離れていく。何といっても俺は大魔王なのだ。恐ろしい大魔王の前でメシが食えるわけはない。その気持ちは俺にはよくわかる。前世で、最も恐ろしい上司とサシでメシを食ったことがあるが、それはそれは食べにくかった。いや、まず、食えなかった。この子狐に、そんな無駄なプレッシャーを与えるべきではない。

			　俺は踵を返し、さらに子狐から距離を取る。気配探知で探っていると、恐る恐る近づいてきた子狐は、スンスンと鼻を鳴らして匂いを嗅ぎ、そのままガツガツと食べている。どうやら、コイツも腹が減っていたようだ。

			　足りなければお代わりあるぞと言おうとしたとき、突然マップが反応して、目の前に地図が展開される。見ると、俺のところに凄まじい速さで向かってくるヤツがいるようだ。どうやら人間が三人、向かって来ているらしい。色が赤で表示されているので、俺に対して完全に敵対心を持っている。俺は念のために結界を強化し、先ほど生成した刀、「鬼切」を腰に差す。

			　しばらく待っていると二頭の馬が近づいてくるのが見えた。そして、そのうちの一頭は何の躊躇もなく俺に突撃してきた。

			　ガィィィィン!!

			　張っている結界が鐘を鳴らしたような音を立てる。よく見ると、結界の前で馬が止まっている。ポニーのような小柄な体つきだが、その馬には角があった。ユニコーンか？　うぉっ、俺の結界に小さな傷が付けられているじゃないか！　これは同じ場所にあと２００回くらい突撃されたら結界を破られるかもしれないな。

			　そんなことを考えていると、俺の背後から男の声が聞こえる。

			「もらったぁぁぁぁぁぁ！」

			　振り返ると、男が馬上で剣を振りかぶっていた。そして、剣を振り下ろして渾(こん)身(しん)の力で斬撃を繰り出してくる。遅い。あっほみたいに遅い。結界を使うまでもなく、俺はやすやすとその斬撃を躱す。

			「死ね！」

			　気が付くと目の前にいたはずのユニコーンがいない。いや、ちゃんとわかっている。頭上だ。

			　視線を頭上に向けると、額に立派な角を持ち、さらに背中に羽が生えている白い馬が飛んでいた。そしてその馬上では、目を血走らせた、まだ若い男が俺に剣を向けている。そいつはそのまま真っ直ぐ俺に突きを繰り出してきた。これも恐ろしく遅い。楽勝で躱す。

			「禍(まが)々(まが)しい妖気を放っている割に、姿は人間なのだな。お前は何者だ？」

			「やはり、大魔王とありますわ、殿下。魔王に間違いありません！」

			　天馬に跨る男の後ろに、もう一人女が乗っている。チャイナドレスのような服を着て、妖(よう)艶(えん)さを漂わせている。何とも妖しさ満点の女だ。俺が大魔王であることを見抜いたところを見ると、鑑定持ちか？　俺は素早くこの三人のステータスをチェックする。

			　

			【ヒーデータ・シュア・セアリアス（王族・16歳　男）　ＨＰ：１０２　ＭＰ：47】

			　剣術ＬＶ２　肉体強化ＬＶ１　回避ＬＶ１　行儀作法ＬＶ１　呪いＬＶ２

			　

			【ビスト・ザイ（帝国騎士・16歳　男）　ＨＰ：１２２　ＭＰ：39】

			　剣術ＬＶ２　肉体強化ＬＶ２　回避ＬＶ２　呪いＬＶ２

			　

			【ピャオラン（妖狐・４８７歳　女）　ＨＰ：７１２　ＭＰ：１０５４】

			　幻影術ＬＶ４　回復魔法ＬＶ３　火魔法ＬＶ４　誘惑術ＬＶ４　人化術ＬＶ４　精神魔法ＬＶ３　鑑定ＬＶ４　呪いＬＶ３

			　

			　ほほう。王族が来ちゃいましたか。帝国騎士というのは、この王族のお供か？　それより、お一人様、ちょっと異質ですね？　「妖(よう)狐(こ)」って書いてありますものね。人間ではない、と。坊ちゃん二人は大したことはないが、三人とも「呪い」持ちだ。あまりまともな連中ではなさそうだ。類は友を呼ぶってか？　いや、妖狐に二人の男が操られているのか？

			　そんなことを思っていると、白馬がゆっくりと地上に降り、俺と距離を取る。

			「スキルはいくつかありますが、どれも恐れるものではありません。戦闘用のスキルは持っていませんわ！　我々でかかれば楽勝です！」

			「コイツは大魔王なのだろう？　それがなぜ、戦闘用のスキルを持たず、そんなに弱いと言えるのだ？　これだけの禍々しい妖気を放っているというのに」

			「おそらく、生誕して間もないのですわ」

			「フッ、フッフッフッ。いいぞいいぞ！　俺はツイているな。まさか生誕直後の大魔王に巡り合えるとは！　コイツの首を持ち帰れば、俺は間違いなく次期皇帝だな！」

			「ヒャッハー！　コイツはめでたい!!　殺しましょう！　今すぐ殺しましょう!!」

			　ようやく人と話ができると思ったらこれか。よくもまあ、これだけロクでもないヤツらが集まったものだ。うん？　女が詠唱を始めている。この次期皇帝だとか何とか吐かしている坊主の後ろからこっそり攻撃しようとしていやがるな？　さすが女狐だけある。まあ、俺には効かんのだろうけど。

			　俺は女狐の魔法と対峙するべく身構える。そのとき、女の肩に何かが落ちた。よく見ると、さっきの子狐だ。

			　詠唱に集中していたためか、女はかなり驚いている。何やら叫んでいたが、やがて肩にしがみついている子狐を掴み、引き剝がそうとする。しかし、子狐も抵抗しているためか、なかなか女の肩から離れない。

			「ええい！　しつこいわねっ！」

			「この、畜生めがぁ！」

			　男と女の二人がかりで子狐を無理やり引き剥がす。さすがにその力には耐えきれずに子狐は引き剥がされてしまうが、そのとき、女の服の肩口が破れてしまった。女はなんてことを！　などと激高している。そして男は、子狐を思いっきり地面に叩きつけた。ビタン！　といい音がする。女は怒り狂った声を上げる。

			「殿下！　殺してください！」

			「ダバ、やれ」

			　白馬の角が子狐の腹に突き立てられた。ブシュッと血が飛び散り、大量の血が流れだす。さすがにこれは見過ごせない。

			「バースト」

			　俺は子狐の周囲に中規模の爆発を起こす。敵が一瞬ひるみ、後退する。その隙に子狐の許に行き、素早く回復魔法をかける。すぐに傷はふさがった。子狐は不思議そうな顔をして自分の腹を見ている。

			　俺は子狐に結界を張ってやり、そのまま前に出る。こいつら三人は、お仕置きが必要だな。

			「フッ、フフフフフ。お前の魔法はそんな程度か？　それでは話にならんぞ？　大人しく、死ね」

			　白馬が角を立てて突撃してくるが、当然のごとく俺の結界に阻(はば)まれる。そしてその直後、セアリアスの斬撃が俺の首に、そしてピャオランの巨大な火の玉が俺の頭をめがけて放たれる。

			　見事な連係プレイだが、如何せん遅い。そんなスローな斬撃では俺は殺せない。俺は左手でセアリアスの剣を叩き折り、右手に発動させた水魔法でピャオランの火魔法を消火した。そして同時に、ピャオランにＬＶ５の火魔法、「灼熱弾」を放った。極限まで圧縮された炎のため透明であり、大きさは３センチくらい。そんな火の玉が超高速で飛んでいくのだ。当然、女はこの至近距離では躱すことはできない。馬から身を乗り出していたため、女の左手と左足が蒸発する。本人は足と腕が消えたように思うだろう。その瞬間、傷口から炎が立ち上る。こちらからは、左手と左足から炎を噴き出しているように見える。

			「ええっ？　あっつ、うぎゃあああ！」

			　熱さと痛みがあとから襲ってくる。思わずピャオランは馬から転げ落ちる。

			「ゴアァァァァ！」

			　結界に角を突き立てていた白馬が一旦距離を取り、再び俺に突撃をする。当然結界に阻まれる。馬は何度も角で俺を突き刺そうとするが、全く歯が立たない。

			「ええい！　何をしてるダバ！　角がダメならば噛みつけ！　嚙みつかんかぁ!!」

			　馬上の男が、俺に刃をたたき折られた剣の柄頭で、馬の頭をブッ叩く。

			「ゴルァーーー!!」

			　馬がものすごい声を上げて俺の頭に噛みつく。そして、正気を失ったように噛みまくる。ガリッ、ガチッ、ガリガリと結界と馬の歯がこすれ合う音が耳障りだ。

			「ぬうん！」

			　俺は「鬼切」を抜き、一瞬のうちに白馬の首を刎(は)ねた。確かに手ごたえはあったが、馬の首はつながったままだ。一瞬の間をおいて、馬の様子が変わる。

			「ヒ、ヒ、ヒ、ヒヒヒヒーーーーン！！！！」

			　けたたましい鳴き声を上げて暴れ始める。馬上の男は何とか体勢を立て直そうとするが、馬が言うことを聞かない。

			「ゴウァ！　ゴウァ！　ゴウァ！　ゴアァァァ！」

			　およそ馬とは思えない鳴き声を上げて、体を激しく揺らしながら、後ろ足を蹴り上げている。その暴れっぷりに男はたまらず馬から振り落とされ、地面に体を叩きつける。

			「この、ダバめがぁ！」

			　男は馬に思いっきり石を投げつけている。確かコイツはセアリアスという名前の王族だったか？　およそ王族とは思えない振る舞いだ。まるで子供だ。

			「後ろもらったぁ！　ヒャッハー！　死ねぃ！」

			　背中からもう一人の男が斬り込んでくる。確か、ザイとかいう名前だったか。俺の背後を取って嬉々として斬り込んできたようだが、生憎(あいにく)、お前の動きは知っとるわい。ザイに背中を見せたままで、左手でヤツの剣を掴む。そしてそのまま剣をへし折り、男の鼻っ柱に、強力な裏拳をお見舞いする。ヤツは鼻血を噴き出しながら、たたらを踏んで後退した。

			「おっおのれー。調子に乗りおって！　貴様は全力でなければ倒せぬようだ。ザイ、抜剣を許可する」

			　セアリアスとザイが背中の剣を抜く。ほう、と思わず声に出してしまったほどの美しさを湛えた剣だった。

			「我がヒーデータ帝国に伝わる名剣だ。これで貴様は終わりだ」

			　何がどう終わりなのかよくわからんが、とりあえず、剣を片手で構え、ヘラヘラ笑いながら小さな声で「コロスコロスコロス」と呪文のように呟いているザイがうっとうしいので、問答無用でヤツに向けて灼熱弾を発射する。一瞬でヤツの左腕が蒸発し、左半身から炎が噴き出す。悲鳴を上げながら地面を転がるザイ。バカな奴だ。雉(きじ)も鳴かずば撃たれまいに。

			　俺がザイに気を取られている隙に、セアリアスが斬りかかってくる。何度も躱されているのに、まだコイツは俺を斬れると思っているらしい。真性のバカのようだ。こんなヤツは相手にするだけ時間の無駄だ。俺は問答無用に鬼切でコイツをブッた斬る。

			「うっ、うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーーーーーーーーーーーー！！！！」

			「でっ、殿下あぁ!!」

			　名剣を放り投げ、頭を抱えてしばらく苦しんでいたが、突然、叫び声を上げて森の中に消えていくセアリアス。その後ろを馬に乗り、器用に右手だけで手綱を操りながら追いかけていくザイ。その先には、多くの魔物がいるのだが……。まあいいか。

			　そういえば、妖狐の姿が見当たらない。俺は鬼切を鞘にしまい、マップを立ち上げる。捜してみると、ヒーデータに向かっているのだろうか。森の中を北東に向かって絶賛逃亡中のようだ。せっかくなので、覚えたての雷魔法を試してみることにする。妖狐を狙って、雷撃を放つ。イメージしたのは、妖狐が死ぬまで追いかけ続ける圧縮された雷撃だ。名付けて「稲妻誘導」。マップで見ていると、ピャオランが右に左に動いているのがわかる。どうやら、頑張って躱しているようだが……あっ動きが止まった。どうやら雷撃が命中したようだ。それでもまた動き出したが、明らかに先ほどより動きが悪い。何とか避け続けているようだが……。また動きが止まった。そして……おおう、また動き出した。あの雷撃は死ぬまで攻撃するから、逃げきるのは難しいだろうが……。まあ、頑張ってくれい。そんなことを思いながら、俺はそっとマップを閉じた。

		

	
		
			第二十五話　あらまそー大変だったのね

			　

			　俺は再び子狐の許に向かう。

			「大丈夫だったかー？　お前もえらい災難だったなー」

			「助かったのでありますー」

			　子狐が喋った。何だコイツは？

			「お前さん、喋れんの？」

			「こう見えても２００年は生きているのでありますー。狐は２００年生きると、妖狐に転生して、人語を始めとする、様々な能力をあつかえるようになるのでありますー。転生するときに、功(く)徳(どく)を積みながら生きた狐は白狐に、悪行を重ねた狐は赤狐に転身するのでありますー。先ほどのピャオランは有名な悪狐で、我々の仲間が行方を追っていたのでありますー」

			「へぇ～。そんな功徳を積んだ白狐が、何でこんな森の中に？」

			「はいー。もともとはジュカ王国に狐神の眷(けん)属(ぞく)として派遣されていたのでありますー。我々白狐は、派遣された国々で信仰を集めて、そこで神として祀(まつ)られるのが仕事なのでありますー。頑張って信仰を集めようと色々なご利益を授けていたときに大魔王が現れたので、王国を捨ててこの森に避難していたのでありますー」

			「国を捨てて避難したって、それ、大丈夫なのか？」

			「……大丈夫ではないのでありますー。しかし、本当に怖かったのでありますー。かなり森の奥の方まで逃げてきたのでありますが、まさかそこに大魔王がやってくるとは思いもよらなかったのでありますー」

			「あっ、ああ。ごめんなさい」

			「いや……。大魔王に謝られるというのもおかしな話でありますが、とにもかくにも、この大魔王に見つかっては確実に殺されると思ったので、気配を完全に断って、木の上から様子を観察していたのでありますー。しかし、いきなり立ち上がって怒りの呪文を唱えられたので、驚いた拍子に、木から落ちてしまったのでありますー」

			　あ、「蝋人形」の件か。あれは忘れてほしい。

			「これは殺されると覚悟したのでありますが、まさか大魔王が吾輩に、あんなに美味しいお供え物をして、崇めてくれるとは思わなかったのでありますー。しかも、行方を追っていたピャオランまでがわざわざやってくるとは幸運でありましたー。瀕(ひん)死(し)の傷を負いましたが、ヤツの能力の大半は奪ったので、もうヤツは何もできないのでありますー」

			「そのピャオランというヤツは、おそらく死んでいるだろう。ヤツが死ぬまで追い続ける雷魔法を放っているからな。その雷の反応はもうない。きっともう、あの世に旅立っている。ただの女狐ではないと思っていたけれど、そんなにあくどい妖狐だったのか？」

			「傾(けい)国(こく)、と呼ばれる妖狐でありますー。人をたぶらかし、災いを振りまき、国を亡ぼすようなことを何度もしてきたのでありますー」

			　……妲(だつ)己(き)みたいだな。

			「吾輩にお供えをし、ピャオランを討伐したので、あなたは呪いのステータスを下げることに成功しているのでありますー。もしよければお礼に、呪いのステータスを消すこともできるのでありますが、いかがでありますか？」

			「おおそれはうれしい！　ただその前に、この呪いのステータスってのを教えてくれ」

			「呪いのステータスは、説明が難しいのでありますが、簡単に言うと、人が人を殺してしまうと付いてしまうものでありますー。殺したときの状況や怨念の程度にもよるのでありますが、罪悪感がなく、楽しみながら殺人を犯すような者は、ステータスの上昇が速いと言われているのでありますー。大体の目安でありますが……」

			　ＬＶ１人殺し（１人以上の殺人）　ＬＶ２殺人鬼（10人以上の殺人）　ＬＶ３悪魔（５００人以上の殺人）　ＬＶ４魔王（５０００人以上の殺人）　ＬＶ５大魔王（５００００人以上の殺人）

			「まあ、これは一人で人を殺した場合でありますー。襲われて仕方なく殺した場合などは、呪いが付きにくいと言われているでありますし、戦争などではまた、変わってくるのでありますー。呪いの付き方は状況によって異なるために、一概には言えないのでありますが……。この呪いのステータスを下げたり、除去したりするのが、神官でありますなー。戦争が終わった後などで、神官が兵士たちに祈りを捧げているのを見たことがあるかもしれぬでありますが、あれが呪いのステータスを除去している場面でありますー。あと、教会で洗礼を受けると、呪いが付きにくくなると言われているでありますし、レベルが上がりにくくなると言われているでありますなー。ただし、人間が呪いのレベルをどうにかできるのは、ＬＶ３まででありますー。たとえ神官の最高位である教皇でも、ＬＶ３が限界でありますので、大抵の神官はＬＶ２くらいまでが精いっぱいでありますなー」

			　何か難しいな～。確かに、あのファルコ師匠でも一応教会で洗礼を受けていたと言っていたな。師匠などは若い頃は、それはそれは暴れたと言っていた。きっと殺してしまった人間も多いだろう。通常だと、悪魔くらいのステータスになっていただろうが、その都度都度、教会でＬＶを下げてもらっていたのかな？　そんなことは一切教えてもらっていなかったな。師匠、そういう大事なことは、ちゃんと教えておいてくださいよ！

			　そんなことを思いつつ、俺は再び自分のステータスをチェックする。……おお！　呪いスキルがＬＶ４に下がっている！　この白狐にお供えしたからＬＶが下がったのか？　そんなもんで大魔王から解放されるとは……。お供えパワーすげぇな……。まあ、考えてみれば確かに、大魔王が神の眷属にお供えするなんざ、あり得ないことなんだろうし、魔王業界？　からは、とんでもない行為になるんだろうな。

			「なるほど、突っ込みたいところは色々とあるけれど、とりあえず納得することにするよ。で、今のお前さんなら、俺の呪いを消せると？」

			「妖狐になると、狐神様から加護を授けられるのでありますー。そのときに、呪いを除去する能力を与えられているので、ＬＶ４まででしたら、消すことは可能なのでありますー」

			「それなら、お願いしたい。ぜひ、お願いします」

			「ただし、一度、あなたを鑑定させて欲しいのでありますー。鑑定であなたの過去を見させてほしいのでありますー。その年齢で大魔王に至るまでの殺人を犯すなどは、聞いたことがないのでありますー。邪な者であれば、呪いの除去はできないでありますからー」

			「わかった。俺の人生にやましいところは……たぶんないと思う。存分に鑑定してくれ」

			「それでは、見るでありますー。……あの～鑑定されるのを防止されているでありますな？　鑑定防止の解除をお願いするでありますー」

			　おおう、忘れていました。俺は鑑定防止を解除する。白狐はスンスンと鼻を鳴らしながら俺を見る。しばらくすると、俺の心の中を覗かれているような、なんかイヤな気分になる。ちょっとした不愉快さを感じつつ、俺はじっと白狐を見つめる。

			「……うーん。ほう、そんなお生まれで。ほぉ～奴隷とは……。え？　そんな!?　ええ？　ほうほう、なんとまぁ！　あらあら、うふふっ。へぇ～うわぁ～。うんうんそれは……。は？　え？　え？　いや、８万??　そんな、ええ？　ちょっ……うぇぇぇー」

			　白狐がドン引きして固まってしまった。しばらくそのままでいたが、やがて、ふぅぅぅーとゆっくり息を吐きながら、彼はブンブンと首を振る。

			「これは大魔王が付いてもおかしくないでありますなー。これだけのスキルの上昇、称号も納得でありますー。よくわかったでありますー。いや、あなたの場合、王宮を完全に破壊してしまっているでありますなー。そこにはジュカ王国軍８万に加えて、王宮に仕えていた人々も巻き込まれていたのでありますー。従って、あなたが奪った命は、10万を軽く超えていたのでありますー」

			　あ……。怒りに任せて王宮をブッ壊してしまったけれど、言われてみればあの城の中には、兵士の他にも貴族もいただろうし、侍従や侍女、料理人……多くの人がいたはずだ。その人たちの命も奪ってしまったとは……！　迂(う)闊(かつ)だった。何の罪もない人々の命を奪ってしまった……。それは大魔王の称号が付いてもおかしくないな。どうしよう……謝って許される問題じゃない。死ぬ？　責任とって、死ぬ？　うあああ、どうすれば……。

			　あまりに俺が落ち込んでいる様子に見かねたのか、白狐が再び話しかけてくる。

			「まあ、敢えて言えば、城の中に居た人々の大半は、あなたのご主人を殺した者たちに同調する者たちでありましたー。あなたのご主人に味方する人々は、まとめて殺されているのでありますー。ああ、ご存じなかったでありますか？　王国軍が城を占領してすぐに多くの人が殺されて、その死体は城の湖に投げ込まれたのでありますー。それはそれは残酷な光景でありましたー。そのせいで、王都の湖と川が真っ赤に染まっていたのでありますー」

			　……そんなことになっていたとは。全然気が付かなかった。お城の湖は確か夕日に染まっていた記憶がある。あそこは実は、殺された人々の血で真っ赤に染まっていたのか。

			「吾輩が気にしないようにとは言えぬでありますが、戦いの中でのことでありましたし、あなたの呪いＬＶ５が、吾輩にお供えをし、ピャオランを倒したことで下がったことは事実でありますー。あなたが楽しんで人を殺したわけではなく、言わば敵討ちの中で人々が巻き込まれているのでありますので……。むしろ、その中で亡くなった人々に思いを馳せることができていることで、あなたがまともな人間であることがわかるでありますー。これは、吾輩の予感でありますが、あなたはここで死ぬべきではないと思うのでありますー。これまでのあなたの人生を見ますと、何か、あなたには使命があるように思えてならないのでありますー。どうでありますか？　生きてその罪悪感が消えるまで、贖(しよく)罪(ざい)に生きてみてはどうでありますかー？」

			　俺は白狐のその言葉に、無言で頷く。涙が溢れて止まらない。ここで死ぬのは簡単だ。でも、俺は死なせた人たちのために何かができるのではないだろうか。手に入れたとんでもないこのスキルを活かして、何かができないだろうか。そのために、俺は生かされているんじゃないのか。そんなことを考える。
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			「……わかった。都合のいい解釈と思われるかもしれんが、殺した人たちの分まで、俺は生きることにする。何か、人のためになることをしようと思う」

			「……よくわかったでありますー。では、あなたの呪いを除去するであります。ただ、その前に、あなたは人のためになることをすると仰ったでありますが、本当のところは、どのようにお考えでありますかー？　あなたが、これからやろうとしていること、いや、やりたいと思っていたことは何でありますかー？　本心をお答えいただきたいでありますー」

			「……今までは、願わくば、平穏な日々を送りたいと思っていた。理想を言えば、ハーレムで女の子たちに囲まれながら、平和な暮らしをしてみたいと思っていた」

			「……正直な方でありますなー。その正直さを吾輩は買うでありますー。よろしい。呪いの除去を、行うでありますー」

			　そう言った瞬間、白狐の体が光った。呪いの除去は、それだけで済んでしまった。本当に一瞬だった。何が変わったのかは自分では全くわからないが、白狐曰く、全く別人の雰囲気になっているそうだ。

			「そういえば、お前さんの名前を聞いてなかったな。私は、リノスだ」

			「ええ、記憶を辿ったときにお名前は把握したでありますー。我々白狐は、基本的に名前はないのでありますー」

			「じゃあなんて呼べばいいだろう？　お前さん、じゃちょっとね」

			「基本的には、信仰を集めて神として祀られた地名が呼び名になることが多いでありますなー。○○国の神様とか、○○のおキツネ様とかでありますー。よかったら、吾輩の名前を付けて欲しいのでありますー。名前を付けられると、神の眷属としての地位が少し上がるのでありますー」

			　名前ねぇ……。キツネ、キツネだったら……。

			「では、ゴンで」

			「……再考はないのでありますかー？」

			　ええっ？　チェンジ？　めんどくせぇな。狐って言えばゴンじゃない？　子狐ゴンって子供の頃、習わなかったか？

			「わかった。じゃあ、この三つの中から選んでくれ。一、ゴン。二、ゴン太郎、三、ゴン兵衛。さて、どれにする？」

			「……ゴンで結構でありますー」

			　そんな残念そうな顔をするな、ゴン。またお供えするからさ。そういえば、ピャオランは人間に化けていたけれど、ゴンも人間に化けられるのだろうか？

			「できるのでありますー。問題ないのでありますー」

			　人化してもらったゴンなのだが、その、何というか……。

			「顔が狐のまんまじゃねぇか！　却下！」

			　実際ゴンは、人化はあまり得意ではないようだ。白狐になりたての頃、子供たちの遊びがあまりにも面白そうだったので、仲間に入ろうとしたら袋叩きにあったらしい。理由は簡単で、単に人化するのを忘れて、キツネの姿で飛び出したからなのだが、これはゴンの黒歴史の一つであるため、他の人間にはナイショにしてくれと念を押されてしまった。

			「ところで、狐神の眷属といっていたけれど、狐神様というのはどんなのだ？」

			「我々の狐神様は、人間の世界では九尾の狐と言われているでありますなー」

			　やっぱりか！　万年を生きる妖狐だったよな？　それじゃ、ゴンももしかしたら九尾の狐に至る可能性があるかもしれないってことか？

			「まあ、吾輩は妖狐の中でも落ちこぼれでありますからなー。たとえ神階に達するとしても、あと最低１００００年はかかるでありますなー。どうかそれまでは、気長にお待ちいただきたいでありますー」

			　……大馬鹿野郎。そんな先まで、俺が生きているわけねぇだろ。

		

	
		
			第二十六話　あらまそー本当に大変だったのね

			　

			「ヒンッ！　ヒンッ！　ヒンッ！」

			　ゴンとのほのぼのとした会話をしている最中に、それを遮るような叫び声が聞こえる。俺が鬼切で斬った白馬だ。

			　目を固く閉じ、小刻みに震えている。息も荒い。そのうち、耐えきれなくなったと見え、ヘナヘナとへたり込んでしまった。

			「ヒィン……ヒィン……ヒィン……」

			　耳がペタンとなり、涙を流しながら震えている。どう見ても尋常の様子じゃない。このまま放っておくと、間違いなく死ぬ。ちょっと心配になった俺は、その白馬の許に近づいていく。ゴンも俺の後ろを付いて来る。そして、白馬の姿を見たゴンが驚きの声を上げる。

			「ユニコーンペガサスでありますかー。珍しい個体でありますなー」

			　え？　何それ？　レアな生き物なの？

			「ペガサスは希少生物でありますが、ユニコーンは世界中に多くいるでありますー。しかし、ペガサスとユニコーンの特徴を持つユニコーンペガサスは、めったに生まれないでありますなー。吾輩も１００年ほど前に一度見たきりでありますー。もっともそのときは生まれてすぐに死んでしまったのでありますがー」

			「へぇ～そんな珍しい個体ってことは、神様の使いとかじゃないよね？」

			「それはないでありますなー。あくまでユニコーンとペガサスという、本来は交わらぬ種が交わってできた個体でありますー。そのために、こうした珍しい生き物は高い金額で売買され、王族などが所有することが多いでありますなー。この馬に乗っていた男も確か、ヒーデータ帝国の王族だったでありますから、もしかしたら帝国の宝物の一つかもしれないでありますー」

			　オイオイ、それじゃこの馬が死んでしまったらヤバイんじゃね？　ちょっと、回復魔法を……っと、精神がぶった斬られているんだよな？　だとしたら、回復させるのはどうすればいいんだろうか？　ここは一つ、ゴンに聞いてみることにする。

			「帝国の持ち物なら返しておくに越したことはないな。死なせてしまうと、あとが面倒になりそうだし。ただ、この状態を回復させるとなると、何の魔法になるんだ？」

			「錯乱状態などの壊れた精神を回復させるのは、ＬＶ４の回復魔法、エクストラヒールでいいのでありますー」

			　なるほど、では早速エクストラヒールをかけてみることにする。……馬、苦しみ続けていますが？　俺は無言でゴンを見つめる。彼は耳をペタンとしながら、困ったように首をかしげる。

			「おかしいでありますなー。この馬は確か……剣で斬られていたでありますなー。その剣を見せて欲しいのでありますー」

			　ゴンのリクエストに応えて、腰に差している鬼切を鞘から抜き、彼に見せる。

			「……な、なんと禍々しい剣でありますなー。これは……。うぇぇぇぇ。防御不能の剣でありますかー。これは厄介でありますなー。ということは、この状態を回復させようとするのであれば、ＬＶ５のアルティメットヒールでないと無理かと思うのでありますー。アルティメットヒールは、心臓や脳などの、命を繋ぐ上で重要な内臓が傷ついておらずかつ、死後１時間程度であれば復活させることができるのでありますー。この馬は精神を斬られてまだ時間が経っていないので、修復は可能であると思うのでありますー」

			　なるほど、この刀は精神を殺してしまうのね。我ながら恐ろしいものを作ったもんだ。それでは試しにやってみるか。本来魔法は、体内の魔力を練りながら長い呪文を唱え、明確なイメージを頭の中に描かないと発動しない。特にＬＶ５になると、相当長い詠唱時間が必要になるし、体への負担も相当なものになるのだという。命と引き換えに発動した魔法使いもいるくらいだ。しかし俺は、スキルが上がったおかげで簡単に頭の中にイメージが浮かび、すぐに魔法を発動できるようになっている。体への負担も感じない。

			　元々、師匠から詠唱時間を短縮するように訓練されたお陰で、ＬＶ４までは魔法名を唱えるだけで発動できるようになっていたのだが、そこからさらにスキルが上がって、ＬＶ５もこれまでと同じように魔法を扱える。何とも素晴らしい限りだ。

			　俺は頭の中に、瞬時に魔法のイメージを思い浮かべて、魔法を発動させる。

			「アルティメットヒール！」

			　ユニコーンペガサスが青色の光に包まれる。しばらくすると、まだ目は閉じて浅く短い息をしているものの、苦しそうな雰囲気はなく、比較的落ち着いている様子のユニコーンペガサスの姿がそこにあった。俺はその馬の首筋に触れ、優しくなでながら声を掛ける。

			「大丈夫かい？」

			　馬の目がうっすらと開かれ、ブルルルルと弱々しく鼻を鳴らした。

			「水が欲しいと言っているでありますー」

			　ゴン、お前この馬の言葉がわかるのか！　さすが白狐だけある。俺は感心しながら、水魔法で大量の水を出してやる。馬はゴクゴクと喉を鳴らして水を飲んでいる。

			「ブルルル」

			　また馬が鼻を鳴らす。おい、ゴン、なんて言っているんだ？

			「助けていただいてありがとうございます。本当に死ぬところでした、と言っているでありますー」

			「君はユニコーンペガサスだね？　もしかしたら、ヒーデータ帝国の馬じゃないかい？　もしよければ帝国に帰してあげるけれど……」

			　馬の動きがしばらく止まる。そしてまた、力なく、ブルルルル、ブルルルルと鼻を鳴らした。

			「帰りたくない、と言っているでありますー。帰れば殺される、と言っているでありますー」

			　聞けば、この馬は４歳になるらしいが、何故か成長が遅く、なかなか体が大きくならない。元々は皇帝が乗る馬の予定だったのだが、ポニーのような大きさなので、戦場に連れていくのはもちろん、人前に出されることすらなかったのだそうだ。そこで、先ほどの王族が、皇帝が乗らないのをいいことに、自分の馬のようにして無理やり乗り回していたという。

			　その王族の扱いもかなり乱暴で、何度も無茶なことをさせられたらしい。この馬はその都度無視したり、抵抗したりしたそうなのだが、王族は鞭でブッ叩いたり、酷いときには剣で斬りつけることもあったらしい。そういえばあの王族がこの馬を「ダバ、ダバ」と言っていたが、あれは単に「駄馬」と言っていただけなのだろう。まあ、わかってはいたが、かなり頭のできが悪い男だ。

			　そんなとき、隣国のジュカ王国でとてつもない妖気が発生するとともに、王国に居たヒーデータ帝国の人間との連絡が絶えた。偵察に行かせようとしても、馬がどうしても王国に入りたがらない。

			　帝国があらゆる手段を講じてジュカ王国の様子を探っている最中に、俺を襲ったバカどもが勝手にジュカに行くことを決めたらしい。嫌がるこの馬を火で脅して無理やり連れ出した挙句、ジュカ山脈を越えるという最悪のルートを選択して出発したのだそうだ。ジュカ山脈はドラゴンの巣窟である。ドラゴンの縄張りに入れば、ほぼ確実に襲われて死ぬことになるのだが、バカどもは全く意に介さず、この馬の翼を使って最短のルートを全力で飛んできたらしい。途中何度かドラゴンに襲われたが、妖狐・ピャオランの幻術と誘惑術で何とかうまく躱して、ここまでたどり着いた。

			　全く休憩も取らず、食料も水も与えず、ぶっ通しでこの馬は俺のところまで飛び続けた。馬上の三人は走りながら食事をしていたらしいので、ずいぶんとひどい話だ。自分たちであれば簡単に俺を殺せると思っていたのだろうが、しかし、思い込みだけでは俺は殺せない。若さゆえの過ち、では済まされないバカっぷりである。まあおそらく、この作戦はピャオランが主導したものなのだろうが。

			　この馬を帝国に帰したところで、俺も穏便に済むとは思えないし、この馬にも確実に厳しい現実が待っているだろう。さて、どうするべきか……。

			「とりあえず、全然メシを食べてないんだろ？　人参でよければたくさんあるから、好きなだけ食べな？　水も好きなだけ飲め」

			　無限収納から大量の人参を出す。馬は最初、かなり戸惑っていたが、少しずつ人参を食べ始めた。ゆっくり咀嚼している。どうやら味わって食べているようだ。しばらくすると、馬が食べるのをやめ、小刻みに震えている。ゴンに様子を確認してもらう。

			「こんなに美味しいものを食べたのは初めてだ、と言っているでありますー。こんなできそこないの自分に慈悲をいただいて、うれしいと言っているでありますー」

			　そんな大げさな、とも思ったが、人参と水ごときでここまで感謝されるとは、この馬はどれだけひどい生活をしてきたんだ？　何だかかわいそうになってくる。

			「出来そこないって、そんなことはないだろう。俺の張った結界は、どんな攻撃でも傷一つ付けられないものだ。でも、君の角での突撃は俺の結界に傷を作った。誇っていいと思うよ」

			　俺の言葉を聞いて、馬は力なく首を振る。

			「本当は怖くて怖くて仕方なかったけれど、ここを切り抜けないと殺されると思ったから、全力で体当たりした……と言っているでありますー」

			　馬はようやく立ち上がり、ゆっくりと俺に向き直る。そして、再びブルルルと鳴く。

			「妖狐を一瞬で行動不能にしたのを見て、次は自分が殺されると思ったので、命令とはいえあなたに噛みついた。あれは申しわけなかった、と謝っているでありますー」

			　俺と戦っている最中も、馬上のバカはかなり乱暴に馬を扱い、俺の知らないところでこの馬は、相当の痛みと苦しみに耐えていたらしい。

			「そうかー。そうとは知らず、すまなかったね。ヒドイ攻撃をしてしまったね」

			「……本当に、死ぬかと思った。この世の地獄を見た、と言っているでありますー」

			「でも一番辛かったのは、自分の主人に見捨てられたことだ、と言っているでありますー」

			　あんなバカでも、主人としてとりあえず認めていたのだ。割かしいいヤツなんだな。俺は馬の顔を撫でてやりながら言葉を続ける。

			「逆に、見捨てられてよかったんじゃないか？　さっきのバカは君の凄さに気付いてなかったぞ？　実際、君の戦闘力は高いぞ。乗っていた主人よりもはるかにね。その上、その美しい毛並み、何より目がすごくきれいだから、外見もすごくいいと思うぞ？」

			「……うれしいと言って、泣いているでありますー」

			　馬は俺の腕に顔をすりつけ、ブルルル、と鳴いている。さて、これからこの馬をどうしよう？

			「見たところ奴隷魔法などはかけられていないので、厳密に言うと、帝国に仕えているとは言えないのでありますなー。主人もこの馬を放棄しているのでありますから、拾った者が自分のモノにしても問題ないのでありますー。いらなければ、街で売ればいいのでありますー。かなりの値段になるのでありますー」

			　おいおい、この馬を売るのは、ちょっとかわいそうだろう。売るという選択肢はないな。となれば、もう一択しかない。

			「じゃあ、この馬は俺が貰い受けよう。俺が君に乗ってもいいかい？」

			「この馬も、あなたなら背中に乗せてもいい、と言っているでありますー」

			　じゃあ、せっかくなので、ありがたくその好意を受け取ることにする。この馬の大きさであれば、俺の体にちょうどピッタリだ。さて、それではこの馬を何と呼ぶか？　ユニコーンペガサスというのは、何だか長ったらしいよね。そういえば、皇帝の馬と言っていたので、名前がちゃんとあるかもしれない。ゴンにこの馬の名前を聞いてもらう。

			「……ダバ、だそうでありますー」

			　いいわけないよね、その名前。では、俺の方で新しい名前を付けようか。ユニコーンとペガサスということで……。

			「お前の名前は、ブライトだ。天翔るペガサスと凛々しく立つユニコーンの血を継ぐ者としてふさわしい、雄々しい名前だろう？」

			「……このユニコーンペガサスは、メスでありますがー」

			　それを早く言わんかい。前言撤回。ええと……。

			「決めた、お前の名前はイリモ。イリモと呼ぶ」

			　ブルルルル。とイリモは鳴く。どうやら気に入ってくれたようだ。てゆうか、本当に大丈夫だよな、ゴン？　ちゃんと俺の話、通訳しているんだろうな？

			　

			　実は、ユニコーンペガサスの成長は、馬に比べると格段に遅いものなのだ。これは個体数が少なすぎて、正確な情報が把握されていないために、一般的には知られていない。本来、普通の馬であれば４歳は、人間でいえば20歳程度である。しかし、ユニコーンペガサスの場合は、人間でいえばまだ12歳という成長速度なのだ。まだまだこれから、リノスもイリモも成長するのであるが、それはまた、別のお話。

		

	
		
			第二十七話　臭いものには蓋をしない

			　

			　ユニコーンペガサスが手に入った。いや、仲間になったと言った方がいいだろうか。早速、このイリモのステータスをチェックしてみる。

			　

			【イリモ（ユニコーンペガサス・４歳　メス）　ＨＰ：89　ＭＰ：１００３】

			　結界魔法ＬＶ１　ＭＰ回復ＬＶ１　気配探知ＬＶ３　魔力探知ＬＶ３　肉体強化ＬＶ３　回避ＬＶ１　教養ＬＶ１　麻痺耐性ＬＶ３　毒耐性ＬＶ３　飛翔ＬＶ２

			　

			　おおう！　ＭＰが半端ない。探知系の能力が優れているので、どちらかと言えば斥候向きのスキルだ。攻撃するのであれば、頑丈な肉体を使っての突撃くらいしかない。むしろ、前線から一番遠い所での情報収集に使った方が効果的だ。間違ってもこの馬が前線に出るべきではない。敵の位置や隠れている敵、魔法使いの情報などを伝えて、味方の戦いを有利に進める。最悪、敵に囲まれた場合は、体の強さを生かして強行突破するという、まさに、大将が乗る馬に打ってつけだ。

			　ついでに、ゴンのスキルも鑑定した。こんな感じだ。

			　

			【ゴン（白狐・２１３歳　オス）　ＨＰ：１５９　ＭＰ：８７９】

			　結界魔法ＬＶ３　火魔法ＬＶ３　回復魔法ＬＶ４　生活魔法ＬＶ１　詠唱ＬＶ３　鑑定魔法ＬＶ４　ＭＰ回復ＬＶ１　気配探知ＬＶ３　魔力探知ＬＶ３　教養ＬＶ５　麻痺耐性ＬＶ２　毒耐性ＬＶ２　精神耐性ＬＶ３　加護ＬＶ４　人化ＬＶ２　隠密行動ＬＶ５

			　

			　教養スキルと隠密スキルをカンストしているのは、さすがというべきか。こっそりご利益を与えることを考えれば、隠密行動が得意というのはむしろ、当然と言えるだろう。回復魔法のスキルも高いので、軍師としての役割なんかは適任だろう。

			　あ、ついでに、俺のステータスもチェックしてみると、

			　

			【リノス（結界師・14歳　男）　ＨＰ：４９８５９　ＭＰ：６２８７４】

			　結界魔法ＬＶ５　火魔法ＬＶ５　水魔法ＬＶ５　雷魔法ＬＶ５　風魔法ＬＶ５　土魔法ＬＶ４　回復魔法ＬＶ５　生活魔法ＬＶ２　詠唱ＬＶ５　鑑定魔法ＬＶ５　剣術ＬＶ５　ＭＰ回復ＬＶ５　気配探知ＬＶ５　魔力探知ＬＶ５　魔力吸収ＬＶ５　肉体強化ＬＶ５　回避ＬＶ５　行儀作法ＬＶ２　教養ＬＶ３　麻痺耐性ＬＶ５　毒耐性ＬＶ５　精神耐性ＬＶ５　黒魔術ＬＶ５

			　軍神・知神・雷神・大魔神・鉄人・鉄腕・結界神・闘将・知将・名伯楽

			　役職名が「大魔王」から「結界師」に戻っていた。そして、「奴隷結界師」から「結界師」になったのだ。もう俺は奴隷ではなくなったのだ。よかったよかった。

			　そんなことを考えていると、マップが突然開き、森の魔物が少しずつ俺たちのいるところに移動してきている様子が表示された。どれも黄色で表示されているので、敵意はなく、警戒しながら移動してきている。どうやらゴンのお陰で、大魔王から本当に普通の男の子に戻ることができたようだ。これでおそらく、問答無用で攻撃されることはないだろう。そう考えた俺は一旦、王都に戻ってみることにした。その話を皆に提案すると、ゴンがこんなことを言い出す。

			「王都に行くのであれば是非、王国軍本部に行きたいのでありますー」

			　どうやら王国軍本部の地下には、カルギ元帥の趣味である「魔物調教」の部屋があるらしい。しかも最近ではその規模を拡大していたそうで、何よりカルギの、「卵を人工孵化して雛の状態から育てる」という手法は、一歩間違えば大惨事になる可能性があるという。現在保存されている魔物の卵が孵化し、それが逃げだすと、魔物によっては幼生体の段階でもかなりの被害が出る可能性があるらしい。多くのワイバーンの卵を孵化させ、調教していたことは、王宮を占領した時の戦いを見ればわかる。もし、その他の魔物の卵がまだ残っていたら？　さらに強力な魔物を育てていたとしたら？　そう考えると、今のうちに手を打っておかねばならない。

			　とりあえず、マップで検索をかけてみる。……いた！　魔物の反応が１匹。どうやら地下にいるようだ。

			「今、俺の探知で調べたら、確かに魔物が１匹いるようだ。特に敵意もなく、警戒もしていないようだが、これは排除した方がいいのか？」

			「吾輩の探知では見えないでありますー。さすがでありますなー」

			　うふふ、見えないものを見ようとしてもダメなのだよ、ゴン君。そんなちょっとした優越感を覚えながら、俺はゴンを見る。目が細いので何を考えているのかわかりにくいが、その雰囲気から、ゴンはとりあえず見に行くべきだと考えているようだ。

			「どんな魔物がいるのか、一度見てから決めようか？」

			「そうでありますなー。それがいいのでありますー。危険な魔物である可能性が高いでありますが、もし、我々やジュカの人々に害のない魔物であれば、解放してやればいいのでありますー」

			　確かに、カルギはあのエリルをひと呑みにするような首長竜を育てていた。いま、王国軍本部にいる魔物も、そんな危険なものであればすぐに討伐しなければならないだろう。俺はその言葉に頷き、イリモの許可を取って彼女に跨る。翼が邪魔になりそうだったのだが、これは小さく折りたたむことができ、一見すると翼の存在はわからないようになる。その機能性？　に感心しつつ俺たちは王都を目指した。ゴンは俺の背中に乗り、顔を俺の肩から出している状態だ。イリモの乗り心地は抜群によかった。体は小さいが、スピードが抜群に速い。まるで風に乗っているみたいだ。その上、手綱を使う必要が全くない。俺が右に行きたいと思えば右に行き、左に行きたいと思えば左に行ってくれる。実に優秀な馬だ。

			「イリモが、あなたの乗り方はとても上手だと褒めているでありますー。とても走りやすいと言っているでありますー」

			　エリルに教え込まれた乗馬スキルがこんなところで役に立つとは思わなかった。乱暴な乗り方で馬に負担をかけていないか少々気になっていたが、どうやらエリルの教えは正しかったようだ。

			　森に逃げ込んだときはかなりの時間をかけて移動したのだが、イリモにかかれば、ほんの小一時間程度で森を抜けることができた。

			　北門から王都に入る。すでに日は傾きつつある。急がねば。すでに王宮が崩壊してしまったためか、王都には人の姿は見られず、マップにも人の反応は見られない。本当にゴーストタウンになってしまったが、逆にこれはこれでラッキーだ。王国軍本部にいる魔物が強力であった場合、大きな戦いになるだろう。そうなった場合、王都に市民が残っていると、さらに被害が出ることになる。ただでさえ、王国軍の反乱時に多くの市民が巻き込まれて命を落としているのだ。しかし、市民がいなければ、被害は建物だけで済む。ここは臭いものに蓋をするのではなく、膿(うみ)はすべて出し切った方がいいだろう。今がチャンスだ。

			　王国軍本部に着く。イリモを門の前に繋ぎ、結界を張る。彼女を見られると色々と面倒になりそうだったので、彼女の姿が普通の木に見える結界を張っておく。当然襲われても攻撃が通らない強度は持たせてあるが、念のためだ。

			　本部の門や、中の部屋のドアには鍵は掛かっていなかったが、カルギの執務室らしき大きな扉のある部屋には厳重に鍵が掛けられていた。そこで俺は、火魔法で執務室のドアを溶かした。その部屋の奥に、地下に通じる階段が隠されていた。コイツには結界魔法がかけられており、それは地下室全体に及んでいた。しかも探知防止の効果まで付与されている。これをかけた結界師がかなりのスキルであったのは一目瞭然だが、その代償に相当の魔力を消費したはずだ。もしかして、先代の王宮結界師がこの結界を張ったのだろうか。確か、かなりの高齢だったと記憶しているが、もしそうなら、ＭＰを完全に使い切って気絶しただろうな……。

			　しかし、俺にかかれば解除は簡単だ。一瞬で解除することができた。そして、地下室に向かう。魔物がいるのは、地下二階のようだ。

			　地下一階部分は、魔物を収容するスペースだった。恐ろしく広いスペースにたくさんの檻(おり)が並べられている。ご丁寧に檻ごとに結界が張られていて、しかも、檻ごとに明るさと温度が調整されている。おそらくここにワイバーンを収容していたのだろう。よく見ると、部屋の奥に扉があり、そこを開けると中は真っ暗だった。ライトの魔法で部屋を明るくすると、ここも多くの檻が並べられていた。隣の部屋と違うのは檻の中に粗末なベッドが備え付けられていることであり、この様子から察するに、おそらくここは、刑務所だったのだろう。重罪を犯した犯罪人や粛清の対象となった人がここに収容され、この扉を通ってワイバーンや首長竜の餌にされていたのだろう。

			　ワイバーンの檻を見ていくが、中には何もいない。しかし、部屋の隅に下の階に降りる階段を見つけた。俺たちは、いよいよ地下二階に向かう。ここは卵を孵化させる場所であったようで、おびただしい卵が保存されていた。これがすべて孵化することを考えると、ゾッとする。俺は無言で部屋全体に結界を張り、そのまま結界を収縮させて卵を破壊する。さらにその中を超高温の状態にして、卵を跡形も残さずに焼却した。

			　魔物がいるのは、その隣の部屋だ。扉に鍵は掛けられていなかった。俺はゆっくりドアを開ける。

			　まず見えてきたのは、巨大な檻だった。ここだけは何故か暗い。しかもご丁寧なことに、この檻全体にも結界が張られており、触れると強烈な電流が流れる仕組みになっていた。一体どれだけヤバイものを飼っているんだ？

			　薄暗く、奥の方はよく見えない。俺はライトを出して周囲を明るくする。すると、その光に反応するかのように、檻の奥から声が聞こえた。

			「グッ……グァ……」

			　よく見てみると、そこには想像を絶する生き物がいた。まだ子供のようだが、姿形は確かにそれだった。この世界で食物連鎖の頂点に君臨すると言われる、正真正銘のドラゴンだったのだ。俺は、そこから動くことができなかった。

		

	
		
			第二十八話　栴(せん)檀(だん)は双葉より芳し

			　

			「グア……グアアア」

			　弱々しい声で鳴いているドラゴン。よく見ると体中傷だらけで、血が出ている個所もある。状態はかなりひどい。放っておけば、そのまま死んでしまいそうだ。

			「クルルカンでありますかー。これは珍しいでありますー。風魔法を操り、天候を操ると言われる種族でありますなー。羽は羽毛のように柔らかく、温かく、肉は非常に美味でありますため、幻の食材として伝説になっているドラゴンでありますなー」

			　ドラゴンの肉が美味であるというのはこの世界の常識だが、クルルカンの肉はその中でも特に美味と言われており、食べると万病に効くとも言われている。

			　体表は緑の鱗で覆われているが、数年すると脱皮する。脱皮すると体表は赤く変わり、羽毛のような羽が生えるのだという。数あるドラゴンの中でも最も知能が高く、成竜になると、熟練のドラゴンスレイヤーでも狩るのは難しく、逆に返り討ちにされることがほとんどなのだという。ドラゴンを専門に狩る職人ですら手こずるのだ。いわんや凡人がどうにかできるわけはない。総合力で言えば、間違いなく最強クラスのドラゴンと言えるだろう。なるほど、そんな貴重なドラゴンを育てて、戦力にしようとしていたのか。さすがはカルギ元帥、恐ろしいことを考えたものである。ジュカ山脈からドラゴンの卵を取ってきたのだろうが、それにしても無茶をしたものである。いったい何人の兵士が餌になったのやら……。

			「このドラゴン、どうするでありますかー。まだ幼生体ではありますが、肉はかなり美味だと言われているでありますから、このまま食すのもよいでありますー」

			　さすがにまだ幼いドラゴンを殺して食べようとは思わない。俺に殺意を向けてくるとか、食おうとしてくるとかならば話は別だが、この幼いドラゴンからは邪気は感じない。俺は檻の外から一旦、ステータスを鑑定してみる。

			　

			【ラース（クルルカン・６歳　オス）大怪我　ＨＰ：３／１１２　ＭＰ：５／81】

			　風魔法ＬＶ１　肉体強化ＬＶ１　飛翔ＬＶ１

			　

			　きちんと名前がついている。幼生体らしく、スキル的には大したことはない。しかしさすがはドラゴン、子供とはいえ、普通の状態であれば、そこいらの人間では捕まえることすら難しい。エリルや師匠クラスでなければ、返り討ちにされてしまうだろう。それにしても、ＨＰもＭＰもギリギリだ。どうやったらこんなことになるのか。……と思っていたらＨＰが２に下がった。「大怪我」とあるので、早く治癒する必要がある。どうやらこの状態になると、一定時間が経つとＨＰが徐々に減っていくようだ。

			　邪竜には見えないので、一度回復させてみることにする。一応、俺とゴンには先に結界を張り、その後で檻全体にかけられている結界を解除する。火魔法で鉄格子を溶かして中に入ると、ドラゴンは力なく鳴いていた。ドラゴンとはいえ、この状態であれば、抵抗しても瞬殺できそうだ。俺たちが近づいても、彼は倒れたまま動かない。口を開けたり閉じたりして、力なくグァァ……グアアア……と鳴いている。俺は何も言わず、このドラゴンにエクストラヒールをかけてやる。しばらく白い光に包まれていたが、やがて光は消え、そこには傷が完全に回復した状態のドラゴンが現れた。しかし彼は未だにうつ伏せになったまま起き上がらない。

			「ガ……ガガ……」

			「水が欲しいと言っているでありますなー。あと、かなりの飢餓状態でありますー」

			　そうか。カルギたちを倒してから約二日だが、その間全く水も与えられてなかったのだろう。俺は早速、無限収納からちょっと大きめの桶のようなものを出してやり、そこに魔法で水を出してやる。パシャパシャパシャと勢いよく桶に水が注がれていく音が聞こえる。その音に反応したドラゴンは薄く目を開ける。そして、桶の中のものが水であることに気が付いたのか、突然立ち上がったかと思うと、桶の中に首を突っ込み、必死になって水を飲み始めた。時おり、ギャホッギャホッと水にむせながら一心不乱に水を飲み続けるドラゴン。

			　俺はその様子を見ながら、さらに無限収納をあさる。飢餓状態ということなので、腹も減っているはずだ。基本的にドラゴンは何でも食べるらしいので、とりあえずバーサーム家の屋敷から持ってきたパンや果物、そして、先ほど作ったぜんざいなどを出してやる。彼はそれらを片っ端から平らげていく。幼いとはいえドラゴンだ。大きな口をもっていて、何でも一口で食べている。出しては食べ、足しては食べと、このドラゴンは実によく食う。

			「ガッ、ガァァァアー。ガッ、グルアァァァ」

			「助かった、死ぬかと思った、と言っているでありますー」

			　ふう、と一息ついたドラゴンは、俺たちに気付くとパタパタと背中の羽を動かして空中に浮かんだ。

			「ガゥー、グルァァァァァー」

			「誰だ、お前たち。僕は絶対にお前たちの言うことは聞かないぞ、と言っているでありますー」

			「いや、俺たちは君の敵の敵だ。敵を倒したら君を見つけた。ひどい怪我を負っていたから、回復魔法で治したんだ。君と敵対する気はない。ただ、俺たちや関係のない人間に危害を加えるのであれば、全力で倒しにかかるけどね」

			　ゴンの通訳を聞いて、キョトンとなるドラゴン。ふわふわと飛んでいた状態から、地面に降りてきた。よく見るとまだまだ小さい。赤ちゃんサイズだ。

			　ゴンが近づき、彼に何やら話しかけている。そして、このドラゴンは、これまでの事の顛末を俺たちに話し始めた。

			　聞けば、ジュカ山脈で訓練中だった王国軍が、たまたま彼の一族のテリトリーに入り込んでしまったのが発端らしい。すぐにテリトリーを出れば特に手出しをしないのだが、どんどん奥まで進軍してきたのだという。そこで、斥候と威(い)嚇(かく)を行うことになり、そこに社会勉強のつもりで彼も同行したらしい。しかし、侵入した部隊は意外に強く、クルルカンの威嚇を全く意に介さなかったばかりか、彼らに対して戦いを挑んできたのだという。当然クルルカンたちは攻撃態勢に入る。彼らからしてみれば、武装しているとはいえたかが人間である。すぐに返り討ちにして、自分たちの餌としようと考えていた。しかし、王国軍の兵士は予想以上に精強であり、しかも、クルルカンの攻撃に死に物狂いで抵抗したため、長期戦の様相を呈し始めたのだという。

			　そこで彼らは一旦応援を呼ぶことにしたのだが、その一瞬のスキを突かれ、一番弱かった彼に攻撃が集中されてしまった。彼は上空にあってその戦闘の一部始終を見ていたのだが、突然地上からいくつもの攻撃魔法が放たれ、躱しきれなかった彼は撃墜されてしまった。そしてその身柄を拘束されて、この王国軍本部に移送されてきたのだという。

			　当然クルルカンは王国軍の連中を追いかけ、一族はもちろん、周囲に縄張りを持つドラゴンにも協力を仰いで攫(さら)われたドラゴンを捜索したが、王国軍の奴らは多くの犠牲を払いながらも、遂に逃げ切ることに成功した。最強種族の一つに数えられるドラゴンにケンカを売ったばかりか、それと対等に渡り合い、あまつさえ幼いドラゴンを捕獲して逃げおおせたのだ。カルギが鍛えた兵の強さは、半端ではない。

			　幼生体とはいえ、誇り高きドラゴンの一族である。彼も必死で抵抗したらしい。しかし、王国軍には優秀な結界師が居たらしく、どれだけ抵抗してもその結界を破ることはできなかった。そして、王国軍本部のこの牢にぶち込まれた挙句、水も、食料も与えられず、飢餓状態に置かれたという。これは彼が王国軍の命令を拒み続けたためであり、その命令とは、腹を見せて降伏のポーズをすることだったそうだ。

			　王国軍は毎日、若いワイバーンを連れてきて、彼の目の前で降伏のポーズをさせる。そしてしばらくすると、そのワイバーンは水と食料を与えられる。そんな光景をほぼ１週間毎日、朝・昼・夜と見せられたのだという。

			　その間、彼は必死に抵抗を続けた。空腹と渇きに耐えながら、一切の命令を拒否し続けた。しかし、ここ２日間は誰も来ず、いよいよ飢餓状態が極限に達しつつあった。命の危険を察した彼は、玉砕覚悟で檻をぶち破ろうと、全力で檻への突撃を繰り返したらしい。硬い体表に覆われた全身に傷がつき、あちこちから血が流れたのだが、彼は降伏よりも死を選ぶつもりだった。そして結局、結界を破ることができずに力尽き、絶望に打ちひしがれながら死を待っているときに俺が来た、というわけだ。その話は俺をちょっと感動させるものだった。

			「お前さんはすごいな。エライ。さすがドラゴンの一族だ」

			　パチパチと拍手をしながら、心の底から彼を褒めてやる。するとこの幼いドラゴンは、何か安心したのか、堰を切ったように泣き始めた。俺は彼を抱っこしてやり、赤ちゃんをあやすかのようにして、大丈夫だと繰り返し慰めた。

			　ドラゴンが落ち着くのを待って、俺たちは外に出る。辺りはもう真っ暗になっていた。建物の外に繋いでいたイリモは無事だった。俺たちの後ろでパタパタと飛んでいる幼いドラゴンを見ると、彼女は一瞬目をギョッと見開いていたが、次の瞬間には、平静を取り戻していた。何とも頭のいい馬だ。

			　俺はドラゴンを抱っこしながらゴンを背中に乗せ、イリモの背に跨る。そして彼に、これからどうするのかを聞いてみる。彼は何の迷いもなく、毅然として言い切った。

			　これから、ジュカ山脈にいる一族のところに一人で帰る、と。

		

	
		
			第二十九話　これからと深秋の夢

			　

			「うーん、このドラゴン一匹で群れに帰るのは、さすがに無理でありますなー」

			「そうだよな。まず、ルノアの森を越えられないな。あそこの魔物はそこそこ強いからな。彼一匹では、魔物に囲まれればすぐに命を落とすな。特に夜に森に入るのは、自殺行為だ」

			　俺とゴンの意見は一致していた。気持ちはわからんでもないが、今の彼のスキルを考えると、無策で森を越えるのは不可能に近い。

			　ドラゴンはグルルルルーと呻(うめ)いている。何となく、自分でもわかっているのだろう。

			「もう日も暮れた。これからのことは明日考えよう。そういえば腹が減ったな。夕食にしよう。俺はリノス。結界師だ。よかったら君も来るかい？」

			「グガガガ……ギャース」

			「匿(かくま)ってもらって申しわけない。名前はラースだ、と言っているでありますー」

			　ラースをそのまま抱っこし、ゴンを背中に乗せたままイリモを促して、俺たちは王国軍本部を後にする。そしてその足で、バーサーム家に俺は向かう。

			　屋敷に着くと、先ほどかけた結界を解除し、ゴンとラースを中に入れる。イリモは何故か門に入ったところから中に入ってこない。ここには馬小屋があるのだが、彼女は何度促してもそこには入ろうとせず、前足で地面を引っ掻きながら首を何度も振っている。ゴンに通訳してもらうと、どうやらこの屋敷からなにやら不快な音がするらしい。そういえば、イリモの耳がペタンと後ろに倒れている。ゴン曰く、これは警戒している証拠なのだそうだ。馬は耳がいいときいたことがあるので、俺たちには聞こえない音が聞こえているのかもしれない。イリモの場合は、気配探知と魔力探知が優れているので、もしかするとここで暮らしていたメイドたちの怨念の声が聞こえているのかもしれない。

			　そう考えるとちょっと背中に冷たい汗が流れてくるが、今の俺たちは行くところがない。というより、もともとこの屋敷は俺が寝起きしていた場所でもあるのだ。なにを恐れることがある。むしろ化けて出てくれた方が、俺にとってはうれしいじゃないか、などと思い直す。

			　エルザ様や師匠、エリル……。認めたくはないが、俺の家族と思っていた人たちは全員死んでいる。俺にとって悔やんでも悔やみきれないのは、この人たちと別れの言葉を交わすこともできなかったことだ。もっとお礼を言いたかった。特にエルザ様と師匠、ワラサさんを始めとしたメイドたち、そして、エリル。この人たちにはどれほど礼を言っても言い足りないくらいに助けてもらった。ばあちゃんは、人は死んでも数日間はこの世をさ迷うのだと言っていた。この世界がどういうシステムになっているのかは知らないが、ばあちゃんの教えの通りだと、まだエルザ様の魂はこの世にあることになる。会いたいな……。ひと目、会いたいな……。

			　そんなことを考えていると、ゴンとラースが温かい目で俺を見ているのに気が付いた。いかんいかん。ちょっと自分の世界に入ってしまった。そうだ、イリモだ。どうやら彼女は屋敷に入る気がないらしい。仕方がないので、土魔法で庭の芝生の上に簡単な馬小屋を作る。彼女はしばらくその馬小屋を眺めていたが、やがて中に入ってくれた。俺は、無限収納から人参を出し、魔法で水を出して桶に注いでやる。イリモはそれを美味しそうに食べ、そして、うれしそうに嘶(いなな)いた。とっても居心地がよさそうで安心する。

			　俺はゴンとラースを連れて、ダイニングに入る。ライトの魔法で部屋を明るくした後、俺は厨房に向かう。ゴンとラースは何やら二人で話をしているようだ。

			　さて、何を作ろう？　無限収納の中にはジャガイモが大量にある。今日は一つ、こいつを使ってコロッケを作ってみるか。

			　無限収納から料理道具を出す。まずは鍋にお湯を沸かして、ジャガイモを入れて、塩を一つまみ入れる。保存用にも欲しいので、ちょっと多めに作る。ジャガイモを茹でている間に、玉ねぎをみじん切りにする。そして、フライパンで色が透き通るまで炒めていく。水分を飛ばしながら塩と胡椒で味付けして、中身の具はこれで完成。

			　ちょうどジャガイモがいい感じに茹であがってくる。火魔法で手の温度を上げる。こうすると火傷をせずにサクサクと皮がむけるのだ。そして大きなフォークで潰していき、胡椒と塩を加えて混ぜ合わせる。

			　水魔法と風魔法を応用して、冷風を作ってさます。その間に油を火にかけて用意し、卵を割ってとき、タネを楕円形に作る。ひたすら作る……作る……作る……。そして小麦をまぶしていき、パンでパン粉を作りながら、卵にタネを通して、パン粉を付ける。

			　そして油に通す。とても香ばしい匂いだ。コロッケを揚げながら、俺は野菜を出してサラダを作る。

			　しばらくすると大量のコロッケが出来上がった。そしてサラダとパンを用意して、夕食が出来上がった。

			　ゴンもラースもどんどん食べている。ラースは先ほどある程度は食べているはずだが、そんなことを微塵も感じさせないほどに、ガンガン食べている。二人とも美味しそうだ。俺も食べてみたが、やはり美味しいコロッケだ。パンに挟んで食べると、さらに美味しさが倍増だった。

			　食後のデザートはぜんざいだ。これで作った分はすべてなくなった。また時間を見つけて作らねば。

			　さて、今後のことであるが、ラースはどうしても群れに帰るという。俺もゴンも、その意見には賛成だ。特に俺たちは行くところがなく、とはいえ、この無人の王都にいても、どうしようもないというのが現状だ。ゴンと色々と話し合った結果、森で狩りをしつつ、ルノアの森を抜けてジュカ山脈に行き、そこでラースを群れに送り届けようということになった。ダメならダメでそのとき考えればいい。王都は壊滅したが、ジュカ王国にはいくつかの都市がある。そこに行ってもいいだろう。場合によっては、山を越えてヒーデータ帝国に抜けてもいい。それはジュカ山脈に着いてから考えればいいことだ。

			「そうですなー。吾輩もそのお話に賛成でありますー。早速ラースに伝えるでありますー」

			　グググググ、キュイキュイとゴンがラースに伝える。こんな鳴き声で通じているんだろうかと不思議に思うが、これがちゃんと通じているのだ。ラースがコクコクとゴンの鳴き声に頷いている。そしてラースはグググェ～と泣き出し、パタパタと俺の胸に飛んできた。泣き虫な奴だなぁ。

			「グッグゥ～グルアァ」

			「ありがとう、と言っているでありますー。そして、また、さっきの甘いの作って、って言っているでありますー」

			　ハイハイ。ラースは子供らしく甘いものが好きなのね。サツマイモもたくさんあるので、今度は大学芋を作ってみようか。あれ？　俺はいつからこいつらの料理人になったんだ？

			　そんなことを考えつつ、気が付くとラースが俺の胸の中で、寝息を立てていた。こうして寝顔を見るとなかなかかわいいものだ。確かに、これまでかなり過酷な状況に耐えてきたので、ゆっくりと寝られるのは、久しぶりのことなのかもしれない。

			「ググァ～ググァ～」

			　……寝言言ってやがる。ゴンに何て言っているのかと聞いてみる。

			「……ママ、ママ、って言っているでありますー」

			　俺はしばらくラースを抱きしめていた。前世の俺の母親はどうしているだろうか。いいなお前は、ママがいて。彼の母親もきっと心配していることだろう。俺はこのドラゴンを必ず山に帰してやろうと決めた。

			　ベッドのある部屋がすべてなくなっているので、寝床はダイニングの床だ。テーブルのクロスを敷き、その上に寝る。他のテーブル用のクロスを重ね、それをかぶる。ゴンはソファーのクッションの上に丸まって眠ることになった。おいおい、そのソファー、結構高いんだぞ？　なんてったって、摂政殿下の贈り物なのだ。今までそこに座れたのはパーティーの主客か、エルザ様ぐらいだったのだ。そんなところで眠るとは、何とも贅沢な奴である。

			　俺はラースに腕枕をして眠りについた。ドラゴンの鱗で怪我をするといけないので、俺は自分の体に結界を張ろうかとも考えたが、彼の体表は意外にスベスベで、怪我をする心配はなさそうだ。そして俺は、そのまま深い眠りに落ちた。

			　……その夜、夢を見た。

			　いつものバーサーム家。いつもの俺のベッドで目が覚めた。ああ、ちょっと寝過ごしたか。俺は慌てていつもの執事服に着替える。

			　一旦下に降りて顔を洗って、ご主人様にご挨拶をしないと。

			　部屋を出ると、階段の下からメイドの一人が「リノス早くっ！」と呼んでいる。ああ、わかりました、すみません。と階下に降りる。

			　玄関ホールに出ると、エルザ様とエリルが並んで立っていた。ああ、ご主人様、お嬢様、おはようございます。お嬢様、今日はずいぶん早起きですね？　どうされました？

			　エルザ様もエリルも、優しい笑みを浮かべている。一体どうしたんだ？　と思っていると、玄関の扉が開き、ファルコ師匠が姿を見せた。朝はいつもご機嫌が悪い師匠がとても楽しそうだ。なんて珍しい。驚いたことに、その後ろからバーサーム侯爵と摂政殿下も姿を見せる。あれ？　今日は何かパーティーでもありましたか？

			「リノス」

			　不意にエルザ様の声がする。

			「ハイ、ご主人様」

			「ご苦労様でした。一言お礼を言いたいと思ったのよ。本当によくやってくれました」

			　そんな、なんと勿体ない。そんなことを言われるようなことをしておりませんよ、と思いつつも俺は頭を垂れる。

			「儂は、お前があんなに強くなっているとは思わなかったぞ。ハハハさすが我が弟子だ」

			「彼なら大丈夫でしょう。もう十分やってくれました。本当に感謝します、リノス殿」

			「バーサーム家の当主として、心から礼を言います。本当に、ありがとう」

			　みなさんどうしたんですか？　確か俺は……？　カルギを、王国軍を、首長竜を……？　あれ？

			「リノス、あなたはもう、自由に生きてちょうだいね」

			　そんな、ご主人様……。

			「リノス」

			　エリルの声がする。

			「ハネっ返りの私と一緒にいてくれてありがとう。ぜんざい、美味しそうね！　食べられなかったのが残念だったけれど、あなたと一緒に居て、私は本当に楽しかったわ。リノス、あなたに出会えて、本当によかったわ」

			　見たこともない、満面の笑みを湛えるエリル。おい、エリル、そんな顔をしないでくれ。いつものように眉をひそめながら話しかけて来いよ！　ぜんざい？　いくらでもあるぞ……って全部食っちまったんだ。待ってろ、今作ってやるから！

			「ああ、もう時間ね。そろそろ行かないと」

			　俺が厨房に向かおうとすると、エルザ様の声が聞こえた。思わず声のした方を見ると、エルザ様が玄関から外に出ていくところだった。そして、彼女に続いて、皆がぞろぞろ外に出ていく。ワラサさんを始めとした、メイドたちも一緒に出ていく。ああ、俺も一緒に行かないと。

			　不意にエリルが振り返り、俺の目をじっと見る。

			「私のこと、忘れないでね。私はあなたのこと、忘れないから」

			「なっ……」

		

	
		
			[image: p004-297_273.jpg]
		

	
		
			　気が付くと、玄関の外が眩(まばゆ)いばかりに光っている。俺に笑顔を向けたまま、その光の中にエリルは消えていった。その直後、光が消えた。慌てて玄関から外に出てみると、そこには誰もいない。みんなどこに行ったんだ？　ご主人様！　侯爵様！　師匠！　殿下！　お嬢様！　……エリル!!

			　そのとき、ふっと目が覚めた。夢か……？　辺りを見回すと、まだ、夜明け前のようだ。

			　俺はフラフラと立ち上がり、厨房へ向かった。そして、大きな寸胴鍋を用意して、ぜんざいを作り始めた。心を込めて。

			　ほどなくして、ぜんざいは出来上がった。とりあえず、味見をしてみる。美味い。本当に美味い。最高傑作だ。

			　俺はその鍋を丸ごと抱えるようにして、厨房から外に出た。イリモもまだ眠っているようだ。そのイリモの馬小屋の前の芝生の上に、ゆっくりと鍋を置く。

			　白い湯気が空高く立ち上っている。俺は空に向かい、手を合わせた。

			「お嬢様、あなたに食べさせたかったぜんざいです。たくさんお食べください。ご主人様、候爵様、師匠、殿下もよかったらお食べください。皆さんのことは、決して忘れません。これまでありがとうございました。そしてエリル、あなたのことも、俺は絶対に忘れませんからね」

			　気が付くと、驚くほど美しい朝日が、きれいに俺の周りを彩っていた。

		

	
		
			第三十話　小旅行

			　

			「よーし！　朝飯できたぞー」

			　まだ寝ぼけ眼のゴンとラースを起こす。イリモは早くに起きてきたので、先に人参を持っていくと、うれしそうに顔をすりつけてきた。何ともかわいい馬である。

			　朝は卵焼きと野菜、そして焼いたパン、時間があったので、ジャガイモをスライスして油で揚げたフライドポテト、デザートには、これも合間を見て作った大学芋を提供した。何だか美しい朝日を見ると妙にヤル気がわいてしまったので、フライドポテトと大学芋は大量に作り、ぜんざいとともに無限収納に収納しておいた。

			　さて、そろそろ出発だ。気配探知にもマップにも人間の反応はないので、ラースは外に出していても大丈夫だろう。そして俺はマップを使い、ラースの一族であるクルルカンを捜す。注意深く見ていくと……いた。ジュカ山脈の中腹に数十頭の反応があった。

			　ここから森を抜け、ジュカ山脈まで至るのに約５日。そこから登山で１日の行程のようだ。直線距離で言えば40㎞強で、イリモの翼を使えば１日で行けるのだが、あいにくと彼女の飛行時間は30分が限界なのだという。本来であれば２時間は飛べるのだが、前日にあのバカどもを乗せて俺の許に来た際に６時間も飛行していたそうで、まだ全力で飛行できるまで体力が回復しきっていないのだという。本来ならとっくに気を失って墜落しているのだが、そこは妖狐が激痛を与えて無理やり飛ばせていたらしい。マジでロクでもない女狐だ。

			　イリモは無理に無理を重ねているので、ここでさらに無理をさせるわけにはいかない。回復するまで待つかどうかを聞いてみたが、イリモは回復するまで最低でも一週間はかかると言い、それならば、森の中を歩いていく方が断然早いので、そうするべきだと即答した。一番大事なことは、ラースを群れに送り届けることであり、一日でも早く彼を親元に帰してあげましょうと諭されてしまった。何とも優しくて、賢い馬だ。馬にしておくのがもったいないくらいだ。

			　イリモは、歩いたり走ったりして行く分には全く問題ないという。実際、彼女はかなりの速度で走ることができるために、急げば２、３日で森を抜けられるだろうが、彼女の体を考えて、今回はかなりゆっくりめの行程を組むことにし、ラースにも了承してもらった。

			　朝食を食べ終わり、バーサーム家の屋敷を後にする。そのとき、俺は再びこの屋敷に結界を張ったが、今回はちょっと複雑な気持ちになった。今度この屋敷に戻ってくるのはいつになるだろうか、などと考えると、どうしても感傷的になってしまうのだ。ラースの親元にたどり着けなければ、再び戻ってくる可能性もあるが、状況によっては戻ってくることが難しくなるかもしれない。考えたくはないが、もしかすると、この屋敷はこれで見納めになる可能性もある。結界をかけること自体、無駄だと言われそうな気もするが、やっぱり俺はこの屋敷が他人にいじられるのはイヤだ。そんなことを考えつつ、俺はこの屋敷の風景を目に焼き付ける。いつの日かきっと、きっと帰ってきますから……。俺は誰に約束するでもない約束を心の中で交わす。そして、俺たちは誰もいない王都を北に向けて進んだ。

			　イリモは実に快調で、障害物をひらりと飛び越えながら、１時間程度で北門まで抜けることができた。そのまま休憩も取らずルノアの森に入る。そして、森の中でも俺たちは順調に進むことができた。森の奥深くに入っていくと、さらにうれしいことに、森の魔物が襲ってきてくれるようになった。俺のスキルはカンストしているものや、ＬＶの高いものは隠している。ＨＰもＭＰも１００と表示させていて、鑑定魔法スキルを持っている人が見れば、何じゃコイツ？　と訝しがられる要素がいっぱいだが、そこは魔物、何の疑いもなく、割かし強いＣランクからＢランクの魔物が襲ってきてくれた。魔物であれば、スキルを隠していても、雰囲気や気配でその強さを把握しそうなものだが、そうした感じは全く受けなかった。俺のスキル隠しは、雰囲気や気配まで変えてしまうのだろうか？

			　襲ってくる魔物は当然、そのほとんどを俺が瞬殺したが、たまにＥランクの大ネズミなどが出ると、ラースがパタパタと飛んで狩りに行く。そうして獲った獲物を美味そうに食べながら、自分のおやつにしていた。

			　ラースは普段はパタパタと飛んで俺たちに付いて来る。イリモの速さにも十分付いて来ることができているので、この幼さでこの飛行能力は大したものだ。しかし、彼はさすがにまだ子供であり、突然何かの拍子にスッといなくなることがあって、最初はかなり驚いた。まあ、マップがあれば問題なく居場所は把握できるのだが、獲物を追いかけてかなり遠くに行ってしまい、気が付いたら誰もいませんでしたという状態になって、オロオロするラースを救出しに行ったりもした。

			　そんな気まぐれなヤツではあるが、疲れると俺の許にパタパタと寄って来て抱っこをせがみ、俺の腕の中でスヤスヤと昼寝をする。そんなちょっと微笑ましい一面もあって、俺たちを癒してくれる。

			　森の中の移動は至って順調で、さらに幸いだったのは、森に入って二日目の朝に、久々にカースシャロレーが群れで現れたことだ。朝飯を食おうとしていたときに、50メートル先にそいつらはいた。木々に隠れていたために視認することはできなかったが、マップを使えば彼らの姿は丸見えも同然だ。コイツらは俺が捕らえようと思っていたのだが、突然イリモがカースシャロレーに向かって突進していった。彼女の攻撃に気が付いた巨牛の一頭が、これは勝てると踏んだのだろう。イリモに向かって突進してきた。珍しい、ユニコーンペガサスとカースシャロレー、馬対牛の一騎打ちが見られることになったのだが、結果はイリモの圧勝で、彼女の角に眉間を貫かれた巨牛は、あえなくその命を散らした。残りは三頭いたのだが、そのうちの二頭はイリモに突撃して、彼女の角の餌食となった。そして残りの一頭はその光景を見て、脱兎のごとく逃げ出した。

			　あとでゴンに聞くと、イリモが倒したあのカースシャロレーは全員オスであり、逃がしたのはメス牛だったらしい。どうやらオス三匹がメスを取り合いしていたようで、しかもそのメスはすでにお腹に子供を宿していたらしい。イリモもその点は把握していたらしく、それがわかった瞬間に飛び出していったのだそうだ。牛と馬という異なる世界とはいえ、同じ女性同士、何をされると一番イヤだというのは共通しているようだ。それにしても、牛の世界にもバカはいるもので、要は牛の恋路を邪魔した牛が、馬に貫かれて死んだというわけだ。

			「惜しかったでありますなー。カースシャロレーはメスが美味でありますのにー」

			　ゴン一人だけが悔しがっている。いやいやアンタ、さっきのイリモの話を聞いていただろうに。どこまで食い意地が張っているのだ。

			　さすがにその空気を察してか、ゴンはエヘン、オホンと咳ばらいをしながら、居心地がわるそうに、ウロウロと俺たちの周りを動いていたが、しばらくすると突然、人化をし始めた。そして、俺によく切れる剣を貸してくれと頼み、ゆっくりとイリモが倒した巨牛のところに向かった。何をするのかと思いきや、彼は何と、三頭のバカでかい牛を解体したのだ。俺から借りた鉄の剣を器用に使って、あっという間に、見事にバラバラにしてしまった。何でも彼は狐時代、肉屋の軒下で暮らしていたことがあり、店の大将が、肉を解体していく様子を毎日見ていたのだそうだ。当然、解体の工程は人間の体を基準に覚えているため、必然的にその作業を行うときは、人化が必要になるというわけだ。ただ、使うのは手と体であるために、その部分だけは人間と同じ形に人化できるようになったのだが、顔は後回しになってしまい、そのまま現在に至って、このような気色の悪い出来栄えになっているというわけだ。

			　ちなみに食い気のあるゴンは、肉屋だけでなく魚屋にも居候していたことがあり、肉も魚もおろせる腕を持っているらしい。なるほど、聞いたからには、その腕を見てみたいと思うのは人情というものだ。よし、今度は魚を捌(さば)いてもらおう！　意外なところでも、実に頼もしいヤツだ。

			　ただ、人化が得意でないために、その様子はかなり不気味だ。狐の顔をした人間が全裸で剣をふるいながら、淡々と牛を解体するのだ。夜中に見るとまず、トラウマになること間違いなしだ。そこでこの日以降、ゴンが肉を解体するのは日中のみというルールができた。

			　こうして大量の肉を手に入れることができたために、二日目の昼以降は、肉料理が中心になってしまった。ただ、雄とはいえ、カースシャロレーである。美味しさは半端じゃなかった。その美味さのために調子に乗ってしまい、昼がバーベキュー、夜が焼き肉という生活を三日も続けたために、俺はいささか食(しよく)傷(しよう)気味になった。さすがに肉はしばらく遠慮したい気分だ。

			　夜は俺の結界内で就寝だ。気温も湿度もちょうどいい感じに設定していたので、全員朝まで熟睡だった。やはり、ラースは腕枕がお気に入りのようで、毎晩それを求めてきた。さすがに俺も、たまにはゴロゴロと転がりながら寝たいと思い、一度断ってみたが、彼は泣いて怒っていた。しかたなく腕枕をして寝たが、本当に泣き虫なドラゴンだ。こんな様子で、本当に今後大丈夫なのだろうか。

			　そんなことをやりつつ、森に入ってちょうど五日目の、少し日が傾きかけた頃になって、ようやく俺たちは森を抜けた。ここから先は、いよいよ、ドラゴンの領域に入るのだ。

		

	
		
			第三十一話　分かれ道

			　

			　ルノアの森を抜けると、見えてきたのは緩やかな丘だった。秋も深まっており、すでに辺りは暗くなってきている。おそらく、クルルカンの群れが棲むところまでは、ここから約１日の登山をすることになる。さすがに夜間の登山は難しい。どうせ急ぐ旅ではないので、この日はここで野営をすることにする。

			　無限収納からジャガイモと玉ねぎ、カースシャロレーの肉、調味料を取り出す。今日は腕によりをかけた肉じゃがだ。森の中で採取したキノコも一緒に入れてみる。毒はないので、問題ないはずだ。本当は醤油がほしかったが、塩で何とかすることにする。日本酒ではないが、何か甘い酒があったので、それをみりん代わりに使う。砂糖と酒を加えて、最後に塩で味を調える。

			　その間、パンとサラダを用意する。卵が残り少なくなっていることに気が付いたが、もういっそのこと、今日食べてしまおうということで、卵焼きをちゃっちゃと作る。

			「グググァーグググァー」

			「肉もー肉もー、と言っているでありますー」

			　肉好きのラースのために、昼に余った焼き肉を出してやる。調味料は塩だけなのだが、本当に美味しい。きちんと肉の味がするし、コクがあるのだ。カースシャロレーは突撃だけでなく、風魔法も使える。もしかすると、体内に流れている魔力が肉を美味くするのだろうか？　機会があればその点も調べてみたい。

			　俺、ゴン、ラースで食卓を囲む。ラースの喰いっぷりは、見ていて気持ちがいいくらいだ。嫌いなものはなく、何でも食べる。おそらくこいつの味覚は、「大好き」か「好き」しかないのだろう。肉じゃがをペロリと食べ、お代わり。確かに美味しかったのだが、俺たちの分を食いつくす勢いで食べている。あまりの勢いのために、足りなくなるかもしれないと感じた俺は、フライドポテトを追加で出す。皿にてんこ盛りにしていたのだが、ラースはそれを一口で食べてしまった。ゴンが恨めしそうな顔をしている。そんな顔しない。お兄ちゃんなんだから。

			　……そんな悲しそうな顔をして俺を見ないでくれ。今度はゴンに、イヤになるくらいどっさりの、フライドポテトをつくってあげよう。

			　ラースの大活躍？　のおかげで、食卓に出した料理はすべてきれいに食べ尽くされた。そして、俺たちは食後のデザートに移る。今日は大学芋だ。こいつはゴンにもラースにも大好評で、ここ数日のデザートはいつもこれだ。焼き芋のようなものも作ってみたのだが、二人のリクエストはいつも大学芋だ。特にラースはカリッカリのものが大好きのようで、コイツを作るときはいつもそれをリクエストされる。

			　俺はぜんざいだ。やっぱりあんこはいい。この世界では小豆は、家畜やペットなどの餌に使われているため、とても安価で手に入る。俺にとってはうれしいことだが、惜しいことだ。小豆の持つポテンシャルを、この世界の人間たちは知らない。あんこマスターを自称するほどのあんこ好きとしては、その美味しさをこの世界に広めていきたいと強く思う。もし、もち米が手に入るのであれば是非、おはぎを作ってみたい。ゆくゆくは、あんこスイーツが世界を席巻するようになればステキなのだが。そんなことを考えながら、俺はぜんざいに舌(した)鼓(つづみ)を打つ。

			　他人が食べているものは美味しそうに見えるらしい。ラースが寄ってきた。仕方なく少しあげるとうれしそうに食べている。そして、おかわり。一体こいつの胃袋はどうなっているんだ？

			　そんなことを繰り返して、ようやくラースも満腹になり、あとは寝るだけになった。

			　その準備をしている間に、ラースはイリモの上に乗って遊んでいる。この旅の間に、この二人はずいぶんと仲良くなった。最初はちょっとラースにビビっていたイリモだが、そこは姉の風格だろうか？　今は見事にラースを操っている。ラースが手綱を握ってイリモを走らせているが、実は、イリモがラースを落とさないように気をつけて走っている。小さいドラゴンがユニコーンペガサスに乗って疾(しつ)駆(く)しているのは、かなりシュールな光景だ。見る人が見たら卒倒する光景なのだろう。カメラなど、映像を記録する装置がないのが悔やまれる。

			　さて、そろそろ寝ようかと、俺はラースを抱っこする。まずはコイツを寝かしつけないといけない。ユラユラと揺れながらゴンと明日の打ち合わせをしていると、突然、周囲の雰囲気が変わった。

			「おいゴン、何か……寒くないか？」

			「そうでありますなー。何やら、雨のニオイもするでありますなー」

			「雨ぇ？」

			　そんな会話をしていると、突然、俺の頭に何かが当たった。

			「うん？　何だ？」

			　その瞬間、ものすごい雷光が閃いた。

			　バリバリバリ～ゴゴゴゴゴァ～～～～～!!

			「ギャギャギャギャギャ～！」

			　その音に驚いたラースが、思わず飛び上がる。

			「バカ、ラース！　戻って……イデデデデ!!」

			　ラースを捕まえようとしたその瞬間、何か硬い石のようなものが降ってきた。俺は反射的に自分の周囲に結界を張る。その直後、一寸先も見えないほどの密度で、何かの塊が降ってきた。それは、相当硬いようで、結界に当たってものすごい轟音を立てている。

			「これはぁ～いったい～何で～ありますかぁ～～!!」

			　ゴンが前足で耳を押さえながら叫んでいる。イリモも頭を低くしてこの轟音に耐えている。俺は、すぐさま結界に音を遮断する効果を付与する。

			「うううう……吾輩の耳が……おかしいでありますぅ」

			　ゴンは蹲って震えている。俺も耳がキーンと鳴っている。回復魔法をかけてみるが、あまり効果がない。俺は不快な耳鳴りを感じつつも、頭上に降っているものを確認しようとする。そのとき再び、ものすごい雷光が閃いた。その光に照らされて、ようやく空から降っている物の正体を確認することができた。

			　それは、人のこぶし大ほどもある氷の塊、雹(ひよう)だった。

			　気が付けば、俺の腰の辺りまで雹が積もっている。ラースが危ない。いかに硬い鱗に覆われているドラゴンとはいえ、まだ子供だ。この雹はマズい。一刻も早く助けないと……。そんなことを考えている間に、雹はさらにその嵩を増していき、みるみる俺たちの頭上を覆い尽くした。低くなっていた気温がさらに下がっていく。……寒い。マジで凍死しそうだ。一体どうなっているんだ？　俺は結界内の温度を上げて、常に一定の温度となるように効果を付与し、さらに、ライトの呪文を唱えて真っ暗な結界内に明りをともす。

			「ゴン、イリモ、無事か？」

			「まだ、耳が痛いでありますー」

			「ブルルル……」

			「イリモ殿も耳が痛いと言っているでありますー」

			「そうか。まずはここから出なきゃな。このままじゃ何もできない。ラースのことも心配だ」

			　俺はそう言って、結界の外壁の温度を上げていく。みるみる雹が溶けていき、しばらくすると、地表が見えてきた。

			　そのとき、マップに反応があった。とんでもないスピードで何かが空から降りてきている。その数５つ。おそらくドラゴンだろう。俺はゴンとイリモにそのことを伝え、無限収納から鬼切を出して腰に差す。その様子に、結界の中に緊張が走る。

			　マップのドラゴンたちは、赤色で表示されている。どうやら斥候部隊ではなく、完全に俺たちを敵と認識しているようだ。そう思った瞬間、目の前が真っ赤になると同時に、結界内の光が消え、体中に凄まじい衝撃を受けた。

			「うぐあぁぁぁぁぁぁ!!」

			　ビシビシと結界にヒビが入っている音が聞こえる。このままでは結界が破られる。コイツを破られてしまうと、間違いなく俺たちは死ぬ。俺は何度も襲ってくる強い衝撃に耐えながら、必死に結界の強度を上げ続ける。

			　どのくらいその衝撃に耐えていたのだろう。突然、ふっと体が軽くなった。全身に冷たい汗が流れる。恐る恐る目を開けてみると、そこには漆黒の闇があるばかりだった。再びライトの魔法を唱えて辺りを照らすと、ひび割れた結界から、抉れた大地が見えた。周囲を高い土の壁に囲まれていたのだ。どうやら、俺たちはクレーターの中にいるようだった。一体何が起こったんだ？

			　おそらく、５匹のドラゴンの仕業だろう。一瞬で大地を、これだけのクレーターにする攻撃力……。これは、逃げることは難しそうだ。突然襲ってきたことを考えると、話し合いが通じる相手でもなさそうだし、ここはイチかバチか、全力で戦うか……。そんなことを考えていると、ドラゴンたちが、漆黒の空からゆっくりと姿を現した。

			　……デカイ。本当にデカイドラゴンだった。15メートルはあるだろうか。ライトの明りに真っ赤な鱗が映える。おそらく、クルルカンだろう。

			　俺はもう一つ、今度は魔力を多めに込めて、特大のライトを出す。辺りが照らし出されると、ドラゴンたちがクレーターの上に降り立っているのが確認できた。俺は奴らに注意を払いながら、一方でラースの姿も捜す。

			「ギャギャ～～ギャギャギャ～～～!!」

			　聞き覚えのある声が聞こえた。声のする方向を見ると、ラースが暗闇の中からこちらに向かって飛んできていた。そして、俺の結界に頭から突っ込み、あえなく弾かれて尻餅をついた。

			　その直後、ものすごい爆音が響き渡った。最初は何が何だかわからなかったが、それはまさしく大地を揺るがすドラゴンの咆哮だった。耳がキーンとなる。

			「ラースぅぅぅ！　と言っているでありますー！！！！！！」

			　こんな状況でも通訳してくれるゴンが頼もしい。

			　おそらくラースの母親で間違いないだろう。咆哮を上げたドラゴンは、すぐに俺たちの頭上に飛んできた。首の後ろと背中にそれぞれ二枚の羽を持ち、ゆったりと動かしている姿が、優雅さを感じさせる。雄々しいイメージを持っていたが、ちょっと趣(おもむき)が違うドラゴンだ。俺は周囲に素早く最高硬度の結界を張り直し、同時にこのドラゴンを鑑定する。

			　

			【ナキテス（クルルカン・３０４歳　メス）　ＨＰ：１０００２４　ＭＰ：９６５４】

			　風魔法ＬＶ５　結界魔法ＬＶ３　ＭＰ回復ＬＶ３　気配探知ＬＶ３　魔力探知ＬＶ３　肉体強化ＬＶ４　竜魔法ＬＶ４　回避ＬＶ４　教養ＬＶ４　麻痺耐性ＬＶ３　毒耐性ＬＶ３　飛翔ＬＶ４

			〈天候支配〉

			　

			　……さすがドラゴンの中でも、最強種族の一つと言われるだけあって、強い。すべてのステータスが高いレベルだ。ドラゴンは１０００年の寿命を生きると言われているが、そう考えると、このドラゴンはまだ若い方なのだろう。人間で言うと30代くらいか。

			　そんなことを考えていると、ナキテスと表示されているドラゴンは、フワリと俺たちの至近距離に降りてきた。

			「ギャギャギャギャギャーー」

			　ラースが再び起き上がり、母親のところに飛んで行った。彼女の顔の周りをパタパタと飛び回るラース。本当にうれしそうだ。

			「ゴウゴウゴウーグルルルルー」

			　雷鳴のような音が鳴る。母親もラースとの再会を喜んでいるのだろう。

			　二人は何やら言葉を交わしていたが、しばらくすると彼女は、クルリとラースに尻尾を巻き付け、とぐろを巻くような形を作った。その真ん中に空いた穴にラースは降りていき、首だけを出した状態で、すっぽりその穴に収まった。母親の背中にグリグリ、スリスリと顔を押し付けている。

			「ゴウゥゥゥゥ。グゴゲガガガガー」

			「子供を助けていただき、連れ戻してくれた方とは知らず、攻撃したことを詫びる。子供を帰してくれたことに感謝する、と言っているでありますー」

			　おお、やっぱりこのドラゴンがラースの母親なんだな。よかった。本当によかった。

			「ゴオオォー。ゴアアァー」

			「このお詫びとお礼は、後日改めてとも言っているでありますなー」

			「ああ、それには及ばないと伝えてくれ」

			　ゴンがグゴゴゴ、キュキュキュキュと鳴いて彼女に俺の意思を伝える。彼女はその答えが意外だったのか、一瞬驚いたような表情を見せた。しかしすぐに元の顔に戻り、ゴウゴウ、ゴアアーと何かを話し出した。

			　ゴンの通訳によると、俺たちが森を抜ける前に、クルルカンたちは俺たちの動きを把握していたのだそうだ。当然そこにラースがいることも把握していたが、彼らは、まさか人間がラースを連れ帰ってくれたとは思わず、むしろ、彼を餌にしてクルルカンを捕らえようとしていると解釈したのだそうだ。

			　彼らがそう思うのは無理もない。クルルカンはどの部位でも天井知らずの値段で売れる。肉は最高の美味として有名だし、鱗、骨、羽、血液に至るまで、すべてが人間にとって価値あるものなのだ。

			　とはいえ、森を抜けてきたのはたった一人。魔物の巣窟であるこの森を一人で抜けてくるのは、相当の手練れであると考えた彼らは、慎重にラース奪還の計画を立てた。

			　まず、日が落ちるのを待って、上空に積乱雲を作り、雷を発生させた。ラースは雷が苦手だ。雷光と轟音で、ラースが確実に驚いて飛び回ると彼らは確信していた。計略が図に当たり、ラースは俺たちから離れた。その瞬間、彼らは俺たちがラースを追えないように、雹を降らせたのだった。

			　人が埋まるほどの雹を降らせた彼らの魔力もとんでもないが、このクルルカンのすごいところは、この雹での攻撃が、次の手のための陽動作戦だったということだ。

			　彼らの狙いは、積乱雲と雹で急速に気温を下げて俺たちの体温を奪い、感覚を麻痺させることだった。さらには、雹や雷の轟音で、聴覚を奪う狙いもあったのだという。そのスキに彼らは上空から急降下して、俺の頭上で次々とブレスを放ち、再び上空に逃れていたのだ。

			　おそらく、結界はもちろん、その中の温度が一定になる効果を付与していなければ、間違いなく俺たちは跡形もなく燃え尽きていただろう。このことだけを見ても、魔力もさることながら、とんでもなく頭のよいドラゴンと言えるだろう。

			　さらに、俺に攻撃を躱されたことを知った彼らは、上空からの攻撃をあきらめて、地上での決戦を考えていたらしい。ラースの母親曰く、相打ち覚悟で、５匹全員で俺の至近距離からブレスを吐くつもりであったのだと言う。さすがにあのブレスを至近距離で、しかも同時に放たれたら、俺の結界は持たなかったかもしれない。ラースが間に入ってくれなかったら、ヤバかった。

			「ラース、ありがとうな」

			　母竜の尻尾にくるまっているラースに、お礼を言う。

			「ギャギャッ！　ギャギャッ！」

			　ラースは得意顔になっている。

			「でもラース、お前、ドラゴンのくせに雷が怖いんだな？」

			「ギャー！　ギャギャギャー！」

			「……音にびっくりしただけだ。怖くはないと言っているでありますー」

			「まあ、俺も雷は得意じゃないから、ラースの気持ちはわからんでもないな」

			　そう言って俺たちは笑いあった。しばらくすると、母竜が再び俺たちに話しかけてくる。

			「ゴゴゴゴウゥゥゥ～。ゴゴゴァァァァ～」

			「これからどこに行くのだと聞いているでありますー」

			「できるなら……この山を抜けて、ヒーデータ帝国のクシャナに向かいたい」

			　この山を突っ切るとクシャナなのだ。ここから一番近い町になる。

			「ゴゴゴゴグォー。グルルルル、ゴアアー」

			「承知した。この辺りは我らが領域。すぐに族長にその旨を伝えて、許可を得ることにしよう。クシャナに至るには、他の種族の領域も通らねばならない。その者たちにも、そなたらには手を出さぬよう言っておこう、と言っているでありますー」

			「十分です。感謝します」

			　母竜とそんな会話していると、ラースがパタパタと俺のところに飛んできた。そして俺の胸にしがみつく。

			「グルァ、グルァ」

			「離れたくない、と言っているでありますー」

			　ラースの爪が俺の腕に食い込むほどの、強い力で掴んでいる。俺はラースを抱っこする。母竜が、すみませんと謝ってくる。

			「いや、いいんですよ。小さい頃はみんなこんなもんですから。ええ、ラースは確かに寂しがり屋で泣き虫ですが、結構強いところもあるんですよー」

			　そんな会話をしていると、ラースが静かに寝息を立て始める。いつもこうすると、彼はすぐに寝るのだ。

			　しかし、気が張っているせいか、しばらくするとふっと目を開けて顔を起こす。俺の姿を確認するとまた、ラースは俺の腕にしがみつく。

			「大丈夫だ、ラース。俺はちゃんとここにいるぞ？　安心しろ。……ああ、大丈夫ですよ。……ええ。彼が捕らわれているところを助けました。……いいえ、お礼には及びません。……そんなことありませんでしたよ。ラースはすごかったんですよ？　捕らわれても一切敵の言いなりになりませんでした。そう、１週間も水も食料も与えられない中で、ずっと耐えていました。それどころか、その捕らわれている場所から全力で逃げようとしたんですよ？」

			　母竜と話をしていると、再びラースの瞼(まぶた)が落ちていく。そして、寝息を立て始める。しばらくするとまた、ピクッと体が動き、再びラースが顔を上げる。俺の顔を確認して、また俺の腕にしがみつく。俺はラースをぎゅっと抱きしめる。

			「ええ、私が見つけたとき、ラースは大怪我をしていました。……そうです。あ、でも、ご心配なく。怪我は完全に治療しました。その後、一人で群れに帰ると言っていたのですが、さすがにそれでは危険なので……。いいえ、とんでもない。私たちこそ、とっても勉強になりました。……そうですね。いい食べっぷりでした。でも途中では、自分で大ネズミなんかも狩っていたんですよー」

			　ラースが安心したような顔をする。徐々に瞼が落ち、そしてまた寝息を立て始める。しばらくするとラースの体が重くなった。熟睡したのだ。

			　俺はラースを再び母竜のとぐろの中に返した。とても幸せそうな顔をして眠っている。俺は知っていた。寝ているときに、何度も「ママ、ママ」と寝言を言うラースを。やっと、やっと、大好きなママに会えたのだ。よかったな、ラース。

			　幸せな顔をしているラースにイリモが近づき、その顔をチロリと舐めた。これまでいい遊び相手であり、いいお姉さんだったものな。イリモも喜んでいるみたいだ。

			「では、そろそろ。と言っているでありますー」

			　ラースを抱えたまま母竜はフワリと空に舞い上がった。そして山頂に向かってゆっくりと飛んでいき、そのまま夜空に消えていった。その他のドラゴンも空に飛び上がり、彼女の後を追うように飛んでいった。

			　ラース、よかったな。お前はどんなドラゴンになるのだろう。きっと立派なドラゴンになるのではないか。そうなったとき、是非、彼ともう一度、会って雄姿を見たいものだ。そのためにも、できるだけ長生きをしなければ。そんなことを考えながら俺は、これまで張っていた結界を解除する。

			「ゴン、イリモ。すまないが、今から出発しよう」

			「そうでありますなー。ここにいると、もしかしたらラースが戻ってくるかもしれぬでありますからなー」

			「いや、そうじゃなくて、できるだけ早くヒーデータに入りたいんだ。イリモにもそう伝えてくれないか？」

			「承知したでありますー」

			　イリモは何やらゴンと話をしている。イリモにはちょっと考えるところがあったようだが、俺との話し合いの結果、最終的に彼女はブルルルと鼻を鳴らして、俺の腕に顔を擦り付けた。

			「頑張って飛ぶと言っているでありますー」

			「すまないな、イリモ」

			　そう言って俺は、ゴンを背中に乗せ、イリモの上に跨った。彼女はゆっくりと走り出し、やがて背中の翼を大きく広げたかと思うと、ふわりと大空に舞い上がった。漆黒の闇の中イリモはどんどんと高度を上げていく。

			　ふと空を見上げると、満天の星があった。そのあまりの美しさに俺はしばし時間を忘れる。

			「しっかり掴まっていてくださいと言っているでありますー」

			　ゴンの声でふと我に返る。俺が手綱を握ると、イリモは大きく旋回して、飛行速度を上げた。彼女はわかっている。ここはドラゴンの巣窟。ラースの母親がこの山の通行許可を取ってくれたとはいえ、狡(こう)猾(かつ)なドラゴンもいるのだ。だから、できるだけ早くこの山を突っ切ることが一番の安全策だということを。

			　イリモはまた飛行速度を上げた。これなら、夜明け前までには、この山を越えられるだろう。目指すは、ヒーデータ帝国だ。
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